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はじ め に

志木市教育委員会

教育長柚木博

ここに刊行する 『西原大塚遺跡第 213地点 中野遺跡第 102地点 中野遺跡第 104地点埋

蔵文化財発掘調査報告書』は、教育委員会が平成 29年度に受託事業として実施した発掘調査

の成果をまとめたものです。

現在、市内には、 15ケ所の埋蔵文化財包蔵地が登録されています。これらの埋蔵文化財は

私たちの祖先が残してきた貴重な文化遺産であり、私たちはこれを大切に保護し後世に伝え

てし 1く使命があると言えます。

さて、今回報告する調査地点の概要について触れてみることにします。

西原大塚遺跡第 213地点の調査では、中世以降の井戸跡・土坑・地下式坑・板碑埋納遺構

などが発見されました。また、土層の体積状況から、調査区全体に人為的な造成工事が行わ

れていた可能性が指摘されています。遺物では、市内初の発見となる「玉取獅子Jが描かれ

た中国製の磁器皿をはじめ、 貴重な資料が発見されました。

中野遺跡、では、第 102地点と第 104地点の調査が実施されました。特に第 102地点で、は、

縄文時代の土坑や古墳時代後期の住居跡、そして中世以降の段切状遺構に伴い、土坑・地下

式坑・ピットなどの多くの遺構が検出されました。中世以降の段切状遺構に伴う火葬土坑に

ついては、本地点の西側に位置する第 95地点でも 5基検出されており、近世に記された 『舘

村旧記』に登場する「村中の墓場 Jとの関連が指摘されています。火葬土坑が今回の調査区

でも発見されたことは、 墓域を含めた“中野村"の様相を解明する上で重要な成果と言えます。

このように、今回の調査においても本市の歴史を知る上で欠くことのできない貴重な資料

を得ることができました。この成果が郷土史研究をはじめ、多くの人々に幅広く活用される

ことを切に願っております。

最後になりましたが、本書の刊行にあたり、格別のご理解とご協力を頂いた事業主体者や

土地所有者、そして深いご理解とご協力を賜りました地元の多くの方々並びに関係者に対し、

心から感謝申し上げる次第です。





例 仁3 

1.本書は、平成� 29年度に発掘調査を実施した、埼玉県志木市に所在する遺跡である西原大塚遺跡第� 

213地点、中野遺跡第� 102・104地点の発掘調査報告書である。� 

2.発掘作業及び整理作業は、志木市教育委員会の受託事業として、以下の土木工事主体者から委託を

受け実施した。

西原大塚遺跡第213地点:個人

中野遺跡第� 102地点:個人

中野遺跡第� 104地点:埼玉県朝霞市東弁財� 3丁目� 16番� 5号

マックホーム株式会社代表取締役氏居照和� 

3.本書の作成において、編集は尾形則敏が行い、執筆は下記以外を尾形が行った。

大久保聡第 2~4章第 1 ・ 2 節、 第 5 章第 2 節( 2) 

深井恵子第3章第� 5節� (3)の遺構

青 木 修 第 3章第� 3節、第 6節(1)の縄文土器 

4. 遺物の実測は、星野恵美子・鈴木浩子 ・松浦恵子・増田千春・林ゆき子が行った。遺構・遺物のデ

ジタルトレースは深井恵子・ 青木 修が行った。 写真撮影は青木が行った。� 

5. 本書に掲載した西原大塚遺跡第� 213地点・ 中野遺跡第� 102地点の石器については、有限会社アル

ケーリサーチ(取締役社長 藤波啓容) に実測を委託した。� 

6. 中野遺跡第� 102地点の自然科学分析については、株式会社パレオ・ラボ(代表取締役 中村賢太

郎)に委託した。� 

7. 西原大塚遺跡第� 213地点の基準点測量は、株式会社中野技術(代表取締役 兼光利之)、中野遺跡

第~ 102地点の基準点測量は、株式会社東京航業研究所(代表取締役 中本直土)にそれぞれ委託した。� 

8. 発掘作業における表土剥ぎ作業については、株式会社大塚屋商庖(代表取締役 綱島正人)に委託

した。� 

9. 本報告に係る出土品及び記録図面・写真等は、志木市立埋蔵文化財保管センターで一括して保管し

ているO 

10. 調査組織(平成初年度)

教 育 長柚木博

教育政 策 部 長 土岐隆一

教育政策部次長 北村 竜 一

生涯学 習 課長 原田謙 二

生涯学習課主幹 中原敦也

生涯学習課主査 浅見千穂�  

// 武井香代子
 

// 尾形則敏 


生涯学習課主任 松永真知子
 

11 徳留彰紀



!I 大久保聡 


生涯学習課主事補 鈴木楓 月


志木市文化財保護審議会 井上園夫(会長)
 

11 深瀬 克(委員)
 

11 高 橋 豊(委員)
 

11 上野守 嘉 (委員) 

11 新聞泰男(委員) 

11.発掘作業及び整理作業参加者

く西原大塚遺跡第� 213地点〉� 

0発掘作業

調 査担 当 者 大久保聡・尾形則敏 


調-k-口 

宜買 青 木修

調 査補助 員 星野恵美子 ・鈴木浩 子

作 業員 池野谷有紀・二階堂美知子 ・林 ゆき子 ・増 田 千春・松浦恵 子 ・村田浩 美

重機オペレータ� 田中 三 二(株式会社大塚屋商庖)

O整理作業

調 査貝 深井 恵 子・ 青 木 修

調 査 補助 員 星野恵美子

作 業員 池里子谷有紀・片山 望 ・林 ゆき子 ・増田千 春 ・松浦 恵 子・村田浩 美

山口優子

く中野遺跡第� 102地点〉� 

0発掘調査

調 査担 当 者 大久保聡・ 尾形 則敏

調 査員 青 木修

調 査 補助 貝 鈴木浩 子 ・星野恵美子

作 業員 池野谷有紀・二階堂美知子・林 ゆき子・増 田千春 ・松浦 恵子 ・村田浩 美

重機オペレータ� 田 中 三 二 (株式会社大塚屋商庖)

O整理作業

調 査 貝 深井恵 子 ・青 木 修

調査補助 員 星野恵美子 ・鈴 木浩�  -j

作 業員 池野谷有紀・片山 望・二階堂美知子 ・林ゆき子・増田千春・松浦恵子

村田浩 美 ・山口 優 子



く中野遺跡第 104地点〉

。発掘調査


調 査 担 当者 大久保聡・ 尾 形則敏 


調 査 員 青木修 


調査補助  F 星野恵美一


作業 員 二階堂美知子・松浦恵子・村田浩 美


重機オペレータ 田中 三二 (株式会社大塚屋商唐)


O整理作業


調 査 員 深 井恵子 ・青 木修 
  

12.各遺跡の発掘調査及び整理作業・報告書作成には、以下の諸機関・諸氏のご教示 ・ご援助を賜っ

た。記して感謝する次第である(敬称略)。

埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課・(公財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団・朝霞市教育

安員会 ・朝霞市博物館・新座市教育委員会 ・平日光市教育委員会 ・富士見市教育委員会 ・富士見市立

水子員塚資料館

江原  )11買・加藤秀之・川畑 隼人 ・隈本健介・小出 輝雄 ・斉藤 純・粛藤欣延・

斯波 治・鈴木一郎・照林敏郎・ 中 岡 貴 裕・野沢 均・ 早 坂 慶 人 ・堀 善 之・

前田秀則・松本 富 雄・柳井章宏・山本 龍・和田晋治・渡辺邦仁  

13.本報告に係る文化財保護法に基づく各種届出等及び指示通知については、 下記の通りである O

く西原大塚遺跡第 213地点〉

。周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について(通知)

平成 29年 7月 21日付け 教生文第 4-119守 

0埋蔵物の文化財認定について(通知)

平成 30年 l月 15日付け 教生文第 7-205号

く中野遺跡第 102地点〉

。周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について(通知)

平成 29年 10月 31日付け教生文第  4-1041号

。埋蔵物の文化財認定について(通知)

平成 30年 3月 12日付け教生文第  7-253号

く中野遺跡第 104地点〉 

0周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について(通知〉


平成 30年 3月 28日付け 教生文第 4-1796号




凡例  

1.本報告書で使用した地図は以下のとおりである。

第 l図 1 : 10，000 I志木市全図」アジア航測株式会社調製

第 2・20図 ゼンリン電子住宅地図 デジタウン「埼玉県志木市」平成 27年 4月発行

株式会社ゼンリン 

2. 本書の国家座標、程度、経度は、世界測地系に則している。 

3. 挿図版の縮尺は、それぞれに明記した。 

4. 遺構挿図版中の 7J<糸レベルは、海抜標高を示す。 

5.	 ピット・掘り込み内の数値は、床面もしくは確認面からの深さを示し、単位は cmで、ある O また、同

遺構内にあるピットでも、おそらく後世のピットと思われるものには、数値を省略した。 

6. 遺構挿図版中のドットは遺物出土位置を示すが、 遺物が密集する場合は個体別にドットマークを換

えて表示した。番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致する。 

7. 挿図版中のスクリーントーンについては、各挿図版内に内容を示したO 

8. 土器一覧表「法量」項中にある表記については、以下のとおりである。また、現存値は[ ]、推

定値は( )を付した。


高 :器高 口:口径 底:底径 厚 :器厚
 

9.遺構の略記号は、以下のとおりである。

日=古墳時代~平安時代の住居跡 w=井戸跡 D=土坑 M=溝跡 p=ピット

板=板碑埋納遺構
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第� 1章遺跡の立地と環境

第� 1節市域の地形と遺跡� 

( 1 )地理的環境と遺跡分布

志木市は、埼玉県の南西部に位置し、市域はおおよそ南北� 4.71km、東西� 4.73kmの広がりをもち、

面積は� 9.05kni(註 1)、人口約 7万6千人の自然と文化の調和する都市である。

地理的景観を眺めて見ると、市域東部の宗岡地区は、荒川(旧入間川〉の形成した沖積低地が拡が

り、市域西部の本町・柏町・幸町地区は、古多摩川によって形成された武蔵野台地の上にある。 また、

市内には東部に荒川、中央に古くは舟運で利用された新河岸川、そして西部から中央に新河岸川と合流

する柳瀬川の� 3本の川が流れている O

こうした自然環境の中で、市内遺跡の大部分は、柳瀬川 ・新河岸川|右岸流域の台地縁辺部に帯状に分

布している。遺跡は柳瀬川上流から順に、西原大塚
にしはらおおつか

遺跡 (7)、新邸遺
あらやしき

跡(8)、中道
なかみち

遺跡� (5)、城山
しろやま

No. 

2 

遺跡名

中� !lIf 

遺跡の規模

65.780 n1 

地目

畑・ 毛� '地

遺跡、の種類

集落跡

遺跡、の時代

弥旧石問、縄� (早� ~ )、晩
(後)、 古� (前~後)、� τF、

巾 ・近世

主な置構

石器集中地点、住居跡、� 
上坑、 火繋十坑、 井戸跡、

溝跡等

主な遺物

土師器、須恵器、問磁器、
人骨号

3 城 山� 82.100 n1 畑 ・宅地 城館跡 ・集落跡 古世� 

旧石器、縄� (草創~ )、晩

弥� (後)、 占近( íj ~後)、
奈 ・平、中 ・

石器集中地点、住居跡、
土杭、土坑墓、地下室妻、
井戸跡、溝跡、村� 1城跡関
速、鋳造関連等

石器、縄文 ・弥生士器、� 
土削l器、須恵器、陶磁器、

上師遺質物土鼎、古銭、鋳造
関連 等

5 中 道� 52，980 ni 畑 ・宅地 集落跡・ 墓跡
旧b器、縄 (早~後)、 
弥( 凸(前~後)、 平、)、後
中 ・近世

fi器集中地杉周点溝、住居上跡坑、
土坑、方形 壁、� 
墓、地下式坑、 跡、道
路状遺構等

石器、縄支十� ‘器、七占日市鋭器、
須恵器、 陶磁器、 鋭、
ノ¥比� t寸笠守ゴ: 

6 爆の山市崎� 800 rr¥ 林� ;-~I 境 ? 古墳つ 古墳つ なし� 

7 西� j京 大 塚� 164，960ni 畑 ・宅地 集落跡・ 基跡
・、旧石崎、縄(前~晩奈� )

弥� ( 両� ()、後 前 ・後)、
て1て、中 ・近世

土両器集中地点、住居跡、
ザ� [、方形周溝墓、井戸

跡、満跡等

土石樹、縄文 ・弥主上器、
師器、 須恵器、|均磁 2~ 、

占銭等

8 新 丘日� 20，080n1 畑 ・宅地 貝塚 ・墓集跡落跡 ・ )、縄 (早~中 rLj(前・後)、

中 ・近世、近代

貝塚、墓住居跡、 土坑、方
形周状構 、井戸跡、溝跡、
段切 遺構、ピット群等

有器、上、貝、縄文 ・弥生十� 
器 師器、陶慣齢、占� |
銭等� 

9 城 山 貝 底� 900叶 林 貝塚 縄� (前� ) 斜面貝塚 わ器、縄文土器、貝

10 間子山 �  74，030m 畑・ 宅地 集落跡 ・犠跡
縄 (草白 iJ ~晩)、 折、 (後中� )・、� 
古� ( )、筏 奈 ・平、
近世、近代

{ま屈跡、土坑、方形採 ・円
形周溝墓、ローム 掘遺
構、満跡等

縄文 ・弥生ー� 1:鼎、� -r.師需、� 
須恵器、|淘髄賠、炭化粧

子等� 

II 富 士 古ij 14，168ni 宅 地 集落跡 縄平安文、弥� (後) ~古 (前)、
、近世以降

住居跡、土坑?、 溝跡? 弥生土器、土師器� 

12 

13 

J馬� t語� 

開恨兵庫館跡� 

2，800η i 

4.900 ni 

土田

グランド

集落跡

館 跡

占� (前� )

中lli

住居跡� ?

不明

土師槌� 

なし� 

14 宿� 7.700 rrl 水 田 館跡 中t!=t� j待跡、井桁状構築物 木 ・石製品� 

15 市 場 虫� 13.800n1 宅 地 集落跡・ 慕跡
弥 (後) ~占 (前 )、 中
世以降� 

住居跡、万形周溝墓、土
1JL 

弥生土器、十師器、土師
質土器� 

16 大 原� 1，700n1 宅 地 不 明 近|十十以降ワ 満跡 なし� 

17 侶e 8，600叶 7)く旧 ・宅地 集落跡 平安、中 ・近世 住居跡、 濡跡 土師器、 須恵器� 

d口'" 計� 515，298η i 

現在27H月12年30とJi('1

第� l蓑 志木市埋蔵文化財包蔵地一覧



第 1輩 遺跡の立地と環境
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第� 1節市域の地形と遺跡

遺跡 (3)、中野遺跡、 (2)、市場裏
うら

遺跡(15)、田
な

子山
ご やま

遺跡(1� 0)、富士前遺跡� (11)、大原遺跡(1� 6)


と名付けられている。また、荒川・新河岸川が形成した沖積低地でも、馬場
ぱ ん ぱ

遺跡(1� 2)、宿遺
しゆく

跡(1� 4)、


関根兵庫館跡(
せきねひょうごやかたあと

1 3)が認められる O 最新では、平成� 30年12月、新たに新河岸川左岸涜域で、上宿遺跡� (17)


が発見され、自然堤防上に位置する遺跡の存在も明らかにされつつある。なお、現在市内の遺跡総数は、

前述した 13遺跡に塚
っ か

の山
や ま

古墳(� 6)、城山貝塚
しろやまかいつか

(9)を加えた 15遺跡である(第� l図・第� l表)。� 

(2)歴史的環境

次に市内の遺跡を時代Ji買に概観してみる乙とにする。

1 .旧石器時代

旧石器時代の遺跡は、柳瀬川右岸の中野・城山・中道・西原大塚遺跡で確認されている。

中道遺跡では、昭和� 62(1987)年の富士見 ・大原線(現ユリノキ通り)の工事に伴う発掘調査によ

り、立川ローム層のN層上部・¥11層・� vll層で文化層が確認されており、機群、石器集中地点が検出され

ている。乙れにより、黒曜石製のスクレイパーやナイフ形石器、安山岩や凝灰岩の石核や景iJ片などが発

見されている O

西原大塚遺跡では、西原特定土地区画整理事業に伴う発掘調査により、石器集中地点が検出されてい

る。石器集中地点は、平成� 6 (1994)年度には� 2ケ所、平成� 7年� (1 995)度には� lケ所が検出され、

ナイフ形石器・景iJ片などが発見されている。

平成� 11 ~ 14 (1 999~2002)年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第49地点からも立川ロー


ム層の第� N層下部から、黒曜石・ 頁岩の石核・景� IJ片が約� 60点出土している。


また、城山遺跡では、平成� 13(2001)年に発掘調査が実施された第� 42地点から、立Jlローム層の
I

第れ/層上部と第四層の� 2ケ所で石器集中地点が検出され、 黒曜石・安山岩・チャート・ 頁岩などの挟入

石器・景iJ片など� 32点が出土している。平成� 20・21年に発掘調査が実施された第� 62地点 (道路・駐車

場部分)でも� lケ所の石器集中地点が検出され、ナイフ形石器・剥片が出土している。

平成� 23(2011)年に発掘調査が実施された第 71地点では、石器集中地点� 2ケ所、機群� 9基が検出

され、特に磯群については、市内において初の発見例につながった。

最新では、平成27(2015)年に発掘調査された中野遺跡第� 91⑫地点からは、機群� l基が検出されたO 

2.縄文時代

縄文時代では、西原大塚遺跡を中心に中期後葉の遺跡が集中し、城山貝塚の周辺の城山遺跡からは、

前期末葉(諸磯式期)の住居跡や土器がやや多く検出される傾向にある。

ここでは、時代の推移に従って説明することにする O まず、 草創期では、平成� 4 (1992)年に発掘

調査が実施された城山遺跡、第� 16地点から爪形文系土器� l点、平成� 6 (1994)年に発掘調査が実施され

た城山第� 21地点から多縄文系土器� 3点、第22地点から爪形文系土器� l点、平成� 10 (1998)年に発掘

調査が実施された因子山遺跡第� 51地点から有茎尖頭器� l点が出土している。

早期では、遺構の検出例はまだ少ないが、 住居跡として、平成� 18(2006)年に発掘調査が実施され

た中道遺跡第65地点で検出された早期末葉(条痕文系〉の� 10号住居跡� l軒が最古のものと言える。 十

器としては、因子山遺跡で撚糸文・沈線文・条痕文系土器が出土しているが、御獄神社を中心とする東

側でやや多く出土する傾向がある。 最新資料では、平成� 23(2011)年に発掘調査が実施された因子山� 
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第 1章 遺跡の立地と環境

遺跡第 121地点のローム上層の遺物包含層から撚糸文系土器・石器がまとまって出土している O また、

城山・中野・因子山遺跡からは、条痕文系土器が炉穴に伴い出土している。

前期では、西原大塚・新邸遺跡、で住居跡(黒浜式期)、城山遺跡では住居跡(諸磯式期)が検出され

ている。そのうち、新邸遺跡、のものは貝層をもっ住居跡である。また、平成 2年度に市指定文化財に認

定された城山貝塚も縄文海進期にあたるこの頃の時代に形成された斜面貝塚と考えられる。

中期になると遺跡が最も増加する。特に、中期中葉から後葉の勝坂式~加曽未iJ E式期にはその傾向が

強くなり、中野・城山・中道・西原大塚・因子山遺跡で住居跡を中心に土坑が検出されている。特に西

原大塚遺跡では、現時点で 180軒以上の住居跡が環状に配置していることが判明 しつつある。 中期末

葉からは遺跡が減少し、現在のところ西原大塚遺跡から敷石をもっ住居跡 l軒が確認されていが、平成 

27 (2015)年に発掘調査された中道遺跡第 76地点からは、加曽利 E4式の両耳壷を出土する住窟跡 

l軒が検出された。

後期では、西原大塚遺跡、から堀之内式期の住居跡 l軒と加曽未iJ B式期の住居跡 l軒、遺物集中地点 

lケ所、平成 25(2013)年度に発掘調査が実施された中野遺跡第 85地点からは、称名寺式期の市内

初の柄鏡形住居 (敷石住居) 1軒が検出されている O また、その他の遺構としては、平成 6 (1994) 

年に発掘調査が実施された因子山遺跡第 31地点で、土坑 l基が検出され、称名寺式期の土器が出土し

ている。 最新資料として、平成 26(2014)年に発掘調査された西原大塚遺跡第 204地点や平成  27・ 

28 (2015・2016)年に発掘調査された中野遺跡第 91地点から、包含層出土遺物として、縄文時代後

期(称名寺式~堀之内式期)の遺物が比較的まとまって出土している。

晩期では、中野・ 田子山遺跡から安行田 C式・千網式の土器片が少量発見されるにとどまり、以降市

内では弥生時代後期まで空白の時代となる。 

3.弥生時代~古墳時代前期

弥生時代では、現時点において、前・中期の遺跡、は検出されていないが、後期末葉から古墳時代前期

と考えられる遺跡が数多く検出されている。中でも、平成 6 (1994)年に発掘調査が実施された因子

山遺跡第 31地点の 21号住居跡は後期中葉に比定される可能性があり、その住居跡からは、多数の土器

をはじめ、大量の炭化種子 (イネ・アワ・ダイズなどに炭化材が出土し、 当時の食糧事情を考える上

で重要である O 富士前遺跡では、 『宏、木市史」にも掲載されているが、不時の発見に伴い、龍目痕そも

つ壷形土器をはじめとした多くの土器が発見されている O

西原大塚遺跡、では後期末葉から古墳時代前期にかけての住居跡が約 600軒確認されており、市内最

大の集落跡であるととが判明している。特に、 122号住居跡からは全国的にも稀な「イヌ」を象ったと

思われる動物形土製品が出土している。平成 24(2012)年に発掘調査が実施された第 179地点からは、

遺存状態は良好ではないが、市内初の銅釧が出土している。

昭和 62 (1987)年以降、西原大塚・因子山・市場裏遺跡の 3遺跡、において、方形周溝墓が検出され

てきたが、最新では、平成 15(2003)年に発掘調査が実施された新邸遺跡第 8地点と平成 18(2006) 

年に実施された中道遺跡第 65地点でも、それぞれ l基が確認されている。これにより当時の墓域が、

集落と単位的なまとまりをもって存在することが明らかになってきたと言えるであろう O

市内で最も多く方形周溝墓が検出されている西原大塚遺跡、では、 10号方形周溝墓の溝底から一括出

土した中に畿内系の庄内式の長脚高杯が出土していることに注目される。また、平成 11 (1999)年に 
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第 1節市域の地形と遺跡

発掘調査が実施された西原大塚遺跡第 45地点では、 一辺 20mを超える市内最大規模の 17号方形周溝

墓が発見され、乙の方形周溝墓の溝からは、珍しい鳥形土製品をはじめ、畿内系の有段口縁壷、 吉ヶ谷

式系の壷、在地系の壷などと大きく畿内・比企地域・在地の 3要素の特徴を示す壷が出土している。こ

うした地域に関わる被葬者の人物像が浮き彫りにされた乙とで、 当地域の弥生時代後期から古墳時代前

期の歴史を紐解く手がかりになったことは重要である。

最新資料として、平成 27(2015)年に発掘調査された中野遺跡第 91地点から、市内最古と考えら

れる弥生時代後期の久ケ原式土器を出土する住居跡が発見されている O

なお、以上のうち、西原大塚遺跡 122号住居跡出土の動物形土製品 l点と西原大塚遺跡、 17号方形周

溝墓から出土した、鳥形ヒ製品 l点と壷形土器 4点の言十5点は、考古資料として、平成 25年 3月 1日

付けで、市指定文化財に指定されている O 

4.古墳時代中・後期

古墳時代でも前期末葉から中期になると、遺跡が減少する傾向にある O その中で、西原大塚遺跡に隣

接する新邸遺跡で検出されている第 2地点の l号住居跡と平成 15(2003)年に発掘調査が実施された

第 8 地点の 2~8 号住居跡は、古墳時代前期でも比較的に新しい段階に比定される可能性がある O この

ことから、新邸遺跡で検出された住居跡は、隣接する西原大塚遺跡、から継続して広がった集落跡ではな

いかと推測される O

中期の遺跡では、中道・城山・中野遺跡、から住居跡、が発見されている。その中でも、平成 7 (1995) 

年に発掘調査が実施された中道遺跡第 37地点、 19号住居跡は、 5世紀中葉に比定され、カマドをもっ住

居跡としては市内最古のものである。 

5世紀末葉になると、遺跡、が増加傾向にあり、 特に 6世紀後半から 7世紀後半にかけては、縄文中期

を越えるほどの爆発的な増加をみる O こうした集落跡は現在、中道・城山・中野遺跡、に比較的に古い 5

世紀代の住居跡が確認されていることから、柏町地区を中心に存在した集落が、 6世紀後半以降、周辺

の地域に拡散するという動きそ読み取ることができる O

なお、新邸遺跡では第 8地点で初めて古墳時代後期 (7世紀中葉)の住居跡が l軒検出されている O

乙の住居跡は、 3x 3.5mの小型の長方形を呈するもので、焼失住居であり、床面上からは土器・炭化

材の他ベンガラ塊が出土している。

現在、 5世紀後半から 7世紀後半にかけての時期に比定できる住居跡の軒数は、 最も多い城山遺跡で

約 230軒、次いで中野遺跡で約 55軒、中道遺跡、と田子山遺跡、で 16軒ずつ、新邸遺跡で 1軒を数える O

また住眉跡以外では、平成 5 (1993)年に発掘調査が実施された因子山遺跡第 24地点から、 6世紀

後半以降のものと考えられる 4.1X4.7mの不特円形で、 2ケ所にブリッジをもっ小型の円形周溝墓が l

基確認されている O さらに、平成 14(2002)年に発掘調査された凹子山遺跡第 81地点を契機に御獄

神社を取り囲むように外周で推定約 33mの匡大な溝跡の存在が明らかになり、 現時点では古墳の周溝

ではないかと考えられ、 今後この一帯での古墳の発見に期待されている O 

5.奈良・平安時代

奈良・平安時代の遺跡は、古墳時代後期以降に拡散した集落内で確認される傾向にあり、 現在のとこ

ろ、中野・城山・中道・西原大塚・因子山遺跡で検出されている。中でも城山・田子山遺跡、はこの時代 
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第 1章 遺跡の立地と環境

を代表とする遺跡として挙げるととができる O 城山遺跡、では、平成 8 (1996)年に発掘調査が実施さ

れた第 35地点の 128号住居跡から、印面に「冨J 1文字が書かれた完形品の銅印が出土しているが、

乙れは県内でも稀少な例として貴重な資料であろう O この住居跡からはその他、須恵器珂くや猿投産の緑

紬陶器の小破片 l点、布目瓦の小破片 2点などが出土している。平成20・21 (2008・2009)年の城
じゅしんiiぅ

山遺跡第62地点の調査では、平安時代の 241号住居跡から皇朝十二銭の一つである富
ふ

蕎神賓が2枚と

その近くからは鉄鎌 l点と土錘 l点が出土しており、祭前E行為が行われたと考えられる貴重な例とし

て、県内でも重要な発見につながっている O

田子山遺跡では、平成 5 (1993)年に発掘調査が実施された第 24地点からは、住居跡の他、掘立柱

建築遺構・溝跡そして 100基を越える土坑群が検出されている。平成 6 (1994)年に発掘調査が実施

された第31地点の 44号住居跡からは、腰帯の一部である銅製の丸鞠が出土している。さらにカマド右

横の床面上からは、東金子窯跡群(入間市)の製品と南比企窯跡群(鳩山町)の製品という生産地の異

なる須恵器坪が共伴して出土した乙とにより、土器編年の基本資料として貴重であると言える O

なお、以上のうち、城山遺跡 128号住居跡出土の銅印ほか 9点の遺物と城山遺跡第 241号住居跡出

土の冨需神賓ほか 2点の遺物は、考古資料として、平成 25年 3月 l日付けで、市指定文化財に指定さ

れている O 

6. 中・近世

中・近世の遺跡は、「柏の城」を有する城山遺跡と千手堂関連である新邸・中道遺跡、そして関根兵
たてむらきltう主

庫館跡・ 宿遺跡が代表される遺跡と言える。城山遺跡、では、数次にわたる発掘調査により、 『舘村旧記』

(註 2) にある「柏之城落城後の屋敷割の図」に相当する堀跡などが多数発見されている。近年では、
おおい Lしなののかみやかた おおつかじゅソ:--..:く ぼう

『廻国雑記~ (註 3)に登場する「大石信濃守館」が「柏の城」に相当し、「大塚十玉坊」についても市

内の「大塚」に由来があるという説が有力と言えるであろう(神山 1988・2002)。

また、平成 7 (1995)年に発掘調査が実施された第 29地点の 127号土坑からは、馬の骨が検出され

ている O この土坑からは、板碑と土師質土器の他、炭化種子 (イネ・オオムギ・コムギなど)も出土し

ており、イネの塊状のものは「おにぎり」あるいは「ちまき」のようなものであるという分析結果が報

告されている。

さらに、平成 8 (1996)年度に発掘調査が実施された第35地点から、鋳造関連の遺構が検出されて


いる。130号土坑については鋳造遺構、 134号土坑については溶解炉に該当し、遺物としては、大量の


鉄津(スラッグ)、鋳型、 三叉状土製品、砥石などが出土している。最新資料では、 平成 27・28


(2015・2016)年に発掘調査された第 89地点、の調査により 、第 35地点の鋳造関連の捨て場が明らか


になった。との調査により 、鍋本体の大型鋳型、鍋の耳部分の小型鋳型、 三叉状・囚叉状土製品、・トリ


ベ・砥石などの道具類や鉄浮(スラッグ〉など、の大量の遺物が斜面にお干しれ込むように出土した。


平成 13 (2001)年度の第 42地点からは、多くの土坑・地下室・井戸跡が検出される中、 234号土

坑から、鉄鍋の完形品が出土したことは特筆すべきである。この鉄鍋は、土坑の坑底直に伏せてある状

況で出土しており、「鍋被り葬」と呼ばれる風習が志木市でも実在していた可能性が高い。

戦国期の資料としては、平成 6 (1994)年度に発掘調査が実施された第 21地点から、 当市では初め

て、鎧の札である鉄製品 1点と鉄鉱 1点が出土している。出土した遺構は、 19世紀前半の86号土坑で

あるため混入品となるが、「柏の城」に関連する資料として大変重要な資料に加わったと言える。 
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第� 1節市域の地形と遺跡

平成� 11~ 14 (1 999~2002)年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第49地点からは、段切

状遺構の坑底面から頭を北に向け横臥屈葬された人骨を出土した67号土坑、その他、ピット列・土坑・

井戸跡・溝跡などが検出された。その後、平成27(2015)年度に第49地点の北側に隣接する第95地

点の調査が実施され、段切状遺構の坑底面より、新た土坑45基・井戸跡 2基・溝跡� l本・ピット� 231

本などが検出された。特に、土坑のうち、市内で初めて� iT字形」の火葬土坑� 5基が検出されたことは

特筆すべきである。こうした墓域的な様相が僅かながら判明しつつある中、この一帯が� 1舘村旧言己』に

記載がある「村中の墓場」関連に相当する遺構ではないかとの見方がある。

中道遺跡では、昭和62(1987)年の第� 2地点から人骨を伴う地下式坑、掘立柱建築遺構が検出さ

れ、平成 7 (1995)年の中道遺跡第37地点からは、人骨と古銭 5枚を出土した土坑墓� l基と13世紀

に比定される青磁盤� l点を出土した道路状遺構� l条が検出されている。

‘ん

新邸遺跡では、昭和60(1985)年の第� l地点から段切状遺構の平場から多数の土坑・地下式坑が検

出され、平成� 15(2003)年の新邸遺跡第� 8地点からは、人骨と六文銭を伴う火葬墓� 2基が検出されて

いる。おそらく、との新邸遺跡から中道遺跡一帯は、 『舘村旧記1に記載がある「大塚千手堂」であり、
しようりんさんかんのんじだい じゅt

古 くは天台宗の「七堂大伽藍」を誇る「松林山観音寺大受院」関連遺構と考えられる。その後、平成� 

25 (2013) 年には、 第 74 地点の発掘調査が実施され、段切~I犬遺構の平場から多数のピットや溝跡な

どが検出され、上記を裏付ける追加資料となった。� 

7.近代以降

近代以降の遺跡で、は、平成 5 (1993)年に発掘調査が実施された田子山遺跡第31地点から、敷島神

社境内に存在する富士塚の築造(明治 2~5 年)に関連するローム採掘遺構が検出されている。この遺

構の坑底面からは、鋤・鍬などの無数の工具痕が観察され、採掘作業がかなり組織的な単位で行われて

いたこともわかり、地域研究の重要な資料と言える O

平成� 15(2003)年の新邸遺跡第 8地点からは、野火止用水跡が検出され、 市内初の発掘調査例と

なった。用水路の基盤面からは水付きの鋳着面が確認され、底面からは大量の陶磁器が出土した。

-」註

円
ノ
』

註

註 

1
i '-1L成26年度「全困都道府県市区町村別面積詞J~こより、 9.06 kn1から 9.05kn1~こ変更された。

、，力、え も九'J/

『舘村旧記』 は、舘村(現在の志木市相町・ 幸町 ・ 館〉 の名主富原仲右衛門仲恒
つむ

が、 亨保 12~14 (1 727~1729) 年に

かけて執筆したものである。� 

主.-，みや::なめ L"

註3 ir己j同雑記』は、 左大凶近衛房嗣の子で、京都聖護院門跡をつとめた道興准屑が、文明� 18年� (1486) 6月から 10ヶ月� 

斐にも足をのばし、 奥州松島までの旅を紀行文にまとめたものである。1'1間、北陸路から関東各地をめぐり、駿河� 

[ヨ|用文献]

神山健吉� 1988rr廻回雑記」に現れる 大石信濃守の館と十玉坊の所在についての←考察Jr郷土志木』第 7弓� 

2002r道興をめぐる二つの謬説を糾すJ r郷土志木」第31号� 
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第2章西原大塚遺跡第213地点の調査

第� l節遺跡の概要

西原大塚遺跡は、 志木市の南西端部にある幸町 2 ~4 丁目一帯に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の

西方約 1kmに位置している� 北東一南西方向に約� 700m、北西-南東方向に約 150mの広がりをもち、O

遺跡面積� 164，960rrlの市内最大規模の遺跡である� O

本遺跡は、 柳瀬川そ北西に望む武蔵野台地北東端の台地の縁辺に形成されている。標高は 10~ 18m 

と遺跡内で 8mの比高差があるが、遺跡範圏の大部分は標高 14~ 16mtこ位置しており、おおむね緩や

かな傾斜そもち台地から低地に移行している� 遺跡北西部分の台地下では、今で、も小規模な湧水点が確O

認されている。

昭和� 48 (1973)年に最初の調査が実施されて以降、志木市教育委員会、志木市遺跡調査会、志木市


史編さん室による度重なる調査が実施されてきた。平成元(1� 989)年から平成� 19(2007)年までは、


西原特定土地区画整理事業に伴い、道路新設部分を中心に公園予定地・保留地そ対象とした発掘調査が


継続的に実施された。近年では区画整理事業の完了に伴い、共同住宅や分譲住宅、個人住宅の建設など


の各種土木工事が盛期を迎え、それらに伴う発掘調査も増加傾向にある。平成� 30年 12月現在で、� 227


地点に対して確認調査 ・発掘調査を実施している(第2図)。


これまでの調査の結果、旧石器時代から近世までの複合遺跡、であることが判明している。特に、縄文

時代中期では住居跡約� 180軒からなる大規模な環状集落跡が形成され、また弥生時代後期から古墳時

代前期では住居跡� 600軒からなる大規模集落跡が形成されていたことが判明している。

第� 2節調査の経緯�  

( 1 )調査に至る経過

平成� 28年 3月、株式会社リゾンから志木市教育員会 (以下、教育委員会)ヘ開発計画地内における

埋蔵文化財の有無及び取り扱いについての照会があった。計画は志木市幸町� 3丁目� 7359・7360番(面

積923.00rrl)地内に分譲住宅建設を行うというものである。

乙れに対し、教育委員会は、 当該開発予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である西原大塚遺跡(コード� 

11228-09 -007)に該当するため、大旨下記のとおり回答した。� 

1.埋蔵文化財確認調査(以下、確認調査)を実施して、その結果に基づき、当該開発予定地の埋蔵

文化財の有無及び取り扱いについて回答する。� 

2. 上記� lの調査の結果、 埋蔵文化財が確認された場合、埋蔵文化財の保存措置を講ずること� まO

た、やむを得ず埋蔵文化財に影響を与える工事を実施する場合は、記録保存のための発掘調査を実

施する必要があること。� 

3月� 16目、教育委員会は、株式会社リゾンを通し、土木工事主体者である個人(以下、工事主体者)� 

-8-
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第2章西原大塚遺跡第� 213地点、の調査� 

/〆� 
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日8T 

!11 11/300 5

ハ 

第 3図 確認調査時の遺構分布� cl /300) 

より確認調査依頼書を受理し、西原大塚遺跡第 213 地点、として、 4 月 4~6 日の 3 日 間で確認調査を実

施した。確認調査は、第 3 図に示すように調査区の長軸方向に 6 本のトレンチ (1~6T r) と調査区

南端の短軸方向に L字状に 1本のトレンチ� (7T r)設定し、パックホーで表土を剥ぎ、同時に遺構確

認作業を行った。その結果、中世以降の土坑36基 ・溝跡3本・ピット� 9本などを確認した。調査の全

体の内容では、確認面であるローム面はかなり不安定であり、ローム上層部(立)� ローム田層)が掘削11

されていたため、調査区内には中世以降の段切状遺構が広がっているものと考えた。

教育委員会は、この結果をただちに仲介業者である株式会社リゾンに報告し、保存措置について検討

を依頼した。平成30年� 5月29日に株式会社リゾンと埋蔵文化財の保存措置について協議を行った。そ

の結果、分譲住宅全8棟建設予定のうち、� 7.8号棟� (288.001寸〉の2棟分については、西原大塚遺跡

第73地点、ですでに確認調査済であり、遺構・遺物は検出されていないため、慎重工事として取り扱う

こととし、その他の 1~6 号棟 (635.00 rrDの6棟分については、十分な文化財保護層が確保できな

いことから、発掘調査を実施することに決定した。� 

6月7目、工事主体者より志木市埋蔵文化財保存事業委託申請書が提出されたため、志木市埋蔵文化

財保存事業受託要綱第� 2条第� 2項に基づき、 6月� 15日に発掘調査実施に向けた事前協議を実施した。

同日、志木市と工事主体者の間で志木市埋蔵文化財保存事業に係る協議書が取り交わされ、 6月28

日に委託契約を締結した。

教育委員会は、� 6月26日付けで埋蔵文化財発掘の届出及び発掘調査通知そ埼玉県教育委員会に提出

し、� 7月� 4日から発掘調査を実施したO 

(2 )発掘調査の経過

ここでは、発掘調査の大まかな経過を説明することにし、各遺構の精査経過については、第� 2表の発

掘調査工程表に示した。
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第� 2節調査の経緯

7月4 tI 発掘調査を開始する。調査区北側を前半区、調査区南側を後半区とした。 重機(ノミッ

クホー)による表土剥ぎ作業を調査区北端から同始する。残土置場は調査区南半部に当

てる予定とした。� 

5日 表土奈Ijぎ作業� 2日目。

6日 表土剥ぎ作業� 3日目。問時に人員を導入し、調査機材搬入、調査区整備、 遺構確認作

業を行う� 本日中に遺構検出状況の写真撮影を完了した。� O

7日 土坑� (751D)の精査を開始する。� 751Dは精査を進める過程で、地下式坑と判明し

た。調査区北東側の撹乱部分の掘削を行い、 遺構の有無を確認したが、 遺構は確認され

なかった。� 

10日 井戸跡� (8W)の精査を開始する。� 8Wは751Dと重複しており、新旧関係は� 751 

D (古)→ 8W (新)であった。 

7月中旬� 751 Dの精査を終了する。土坑� (752・753D)の精査を開始する。� 752Dは精査を

進める過程で、地下式坑と判明した。� 752 Dの範囲が南側に延びていたため、後半区で

再度752Dの精査をすることとした。� 8W、753Dの精査を終了する� o 751 Dの南東壁

を利用し、基本土層� (C-C')の記録を行う 本地点の遺構確認面がローム、 黒褐色土がO

入り混じった状況であり、純粋なローム面でないことから、南北方向に� l号 トレンチ� 

(B'-B") を設定し、ローム面まで掘り下げを行った。調査区北側のコンター図を作成す

る。土坑 (754~756 D)の精査を開始する。� 

7月下旬 土坑� (757~759 D 、761・762D)、� l号板碑埋納遺構(� 1板)の精査を開始する。� 

757 Dでは、市内初の出土となる王取獅子文が描かれた磁器皿が出土した。� 1号 トレン� 

¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥  
7月� 8 月� 

表土剥ぎ作業� 7.4 

5~ 

7.6 

lO I:i l5ト| 20日� 25 1a 30日� 5fl 10日� 15 n 20 n 25 fJ 
一

750D 

7510 7.7 7. 1:3 

7.28 
一 一� 

~.3 

752D 7.1'1 7.18 8.10 8.18 

753D 

754D 

7.11 
一一� 

7.18 

7.19 7.26 

755D 7.19 U6 

756D 7.19 7.27 

757D 7.24 7.28 

758D 7.24 7.27 

759D 7.24 7.26 

760υ 8.2 8.'1 

76lD 7.27 
1
7.31 

762D 7.27 

ー� 
8.10 

反転及び� 76表3土D剃き'f↑肇
8.7 18.12 

764D ~ .1 1! 坦2乙� 

765D 8.18 8.2! 

8W  7.10 7.18 

1板� 7.27 官3 

lTr掘削� (8'-8") 7.20 I.25 

1T r掘削� (6-6') 8.17・� 8.21 

2Tr掘削� 8記 君1

基本上用� (A-A') 8.23 s.24 

基本士層� (C-C') 7.lti 7，19 

埋戻し作業� R，2S 月2品

第� 2表 西原大塚遺跡第213地点の発掘調査工程表� 
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第� 2章� 西原大塚遺跡第� 213地点の調査
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第� 3節検出された遺構・ 遺物

チ掘削(前半区の8'-8") を終了し、 土層の写真撮影、断面記録者E行った。� 754~759 

D、761・762Dの精査を終了する。土坑� (750D)の精査を開始する。� 

8月上旬 土坑� (760D)の精査を開始する。� 760Dは地下式坑竪坑部であることが判明した。� 

l板、� 760Dの精査を終了する� 調査区西側で土層在確認するため� 2号 トレンチの掘削O

を開始。� 2号 トレンチを掘り下げた結果、土坑� (763D)を検出し、� 763Dの精査を開

始する。� 763Dは精査を進める過程で、地下式坑と判明した。� 1板の精査を終了する。� 

8月7・8日 遺構精査と並行して前半区の埋め戻しを行う� O 

9~12 日 後半区の表土議IJぎ作業を行う� o 10日に� 752Dの精査を再開する。� 763Dの精査を終

了する O 

8月中旬� 752Dの精査を終了する。土坑� (764・765D) の精査を開始する。� 1号 トレンチ

(後半区の 8-8')の掘削を開始する。� 

8月下旬� 764・765Dの精査を終了する o 号 トレンチ(後半区の� 8-8') の土層の写真撮影、

断面図作成を行う� O 基本土層� (A-A')記録のための深掘りを行う� O 基本土層� (A-A') 断

面図を作成する。

8月25日 埋め戻し作業者E開始する。� 26日に埋め戻しを完了する。� 

(3)基本層序と地形

本調究区のローム層序在確認し、自然地形面の復元、地形改変の様相を把握するため、調査区北側

(第 5図:基本土層C-C')と調査区南端(第 5図:基本土層A-A¥8-8'の一部)に深掘りトレンチを設

定し、土層の記録者E行った。確認した層位は立川ローム第田層~第X層である。

本地点の自然地形については、� A-A'の土層を買ると、第NJ曹と第V層の境で西側に約� 4¥第VI層と

第四層の境で西側に約� 90の傾斜角があり、東から西ヘ傾斜している。南北方向については、� 8-8'と� 

C-C'の第N層と第V層の境の標高を比較すると、� 8-8'では約� 11.25m、C-C'では約 10.75mで、あり、北

側ヘ緩く傾斜している。よって、本地点の自然地形は北西方向に傾斜していると考えられる� このことO

は、調査区北隅のコンター図の傾斜方向と整合性がある(第� 4図)。本地点の北西側に柳瀬川が流れて

おり、本地点はすでに河川に向かつて傾斜し始めている台地縁辺部上にあったと言える。

通常のローム層序では、第田層(ソフトローム)が確認され、 遺存状況が良い場合は、 黒ボク土とロー

ム土の聞の漸移層 (第 E層)が残っている。本地点から南に約 160m離れた区画整理第 5II地点では

第皿層が 20~30cmの層厚で、確認されている(佐々木・内野・ 宮J 11 2009)。本地点では、第皿層は基

本土層� C-C'のごく一部で確認されたのみである o 8-8'では、通常の第田層は確認されていなし� このこ10

とは、本地点で人為的な掘削が行われたと考えられる。 具体的な掘削深度は、第N層上面から、深い箇

所で第V層までである。本地点では大規模な掘削を伴う造成工事が行われたと推察される。

第� 3節検出された遺構・遺物� 

(1 )概要

本地点からは、中世以降の井戸跡� l基� (8W) ・土坑 16基 (750~765 D)・板碑埋納遺構� l基� (1 

に
J 
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板)・ピット 6 本 (1 ~ 6P) が検出された。なお、確認調査時に確認面と思われたローム層について

は、第� 5図の基本土層図を寛てみると大きなブロック状の塊であり、明らかに撹乱による破壊は受けて

いる部分もあるが、本地点、の大部分は地盤整備ないし天地返しのような人為的な造成工事 (以下、造成

工事)が行われていたものと考えられる。乙うした造成工事であるが、その造成面を切るように中国製

の磁器皿(15世紀後半)を出土する� 757号土坑などが構築され、さらに造成面やその覆土中から銭貨

や中世(15世紀中)の陶磁器・土器などが多く出土しているととから考えて、中世(1� 5世紀中)の段

階に大規模な造成工事が行われたと判断できる� O 

( 2)基本土層及び造成工事について

前項において説明した造成工事については、出土遺物の関係から、中世(1� 5世紀中)に行われてい

たとしたが、ここでは、第� 5図の基本土層を参照し、その概要を示す乙ととする。

遺構(第4・5図)

[位 置](B~O- 2~ 4、c-5) グリッド。

[構 造]遺構の広がり:今回の調査では、 (B~O- 2~ 4、c-5) グリッドに造成面が認められ、

調査区のほぼ全体に広がる� 標高:第� 4図には等高線を示したが、これによると、造成面の最も高い標O

高は、調査区南半部の� (B・C-3・4)グリッドにある� 11.7mラインである。ただし、� 11.7mライン

は部分的に島状に確認されるのみである� o 11.6mラインは、調査区中央~南半部である� (B・C-3・� 

4) グリッドで� 11.7mラインを囲うように認められる。また、調査区北部の� (C.0-2) グリッド、

調査区西端� (B-3) グリッドでは部分的に島状に認められる。� 11.5mライ ンは、調査区北部� (C-2・� 

3) グリッド、調査区南東隅の� (C・0-4、C-5)で認められる。乙れらの等高線の間隔は密集し

ておらず、大きく傾斜している様子は認められない。以上のことから、造成面は、多少の起伏を有する

平坦に近い面と言える。造成工事による堆積土(造成土):第 5図の� B-B二B"で示したように、造成土

は、 黒褐色土などの暗い色調の土、黄褐色土などの明るい色調の土、ロームブロックが入り混じった状

態で堆積している� 土層がブロック状に分層される部分が多く、各土層の層理は安定しない。また、各O

土層のしまり具合や空隙の度合いも異なる。乙れらから、自然堆積土ではなく、二次的な堆積土である

と判断できる 。 掘削面:掘削深度は、 南端部では確認面から 10~20cmと浅く、南から� 4.1m以降で、は

確認面から 50~83cm程度で、ある。立川ローム層序で言えば、掘削は第� N層から第V層まで及んでい

るO 掘削底面の状況は一定しておらず、凸凹が認められる� O

[遺 物]明確に把握できなかったが、今回出土の中世以降のすべての資料に関して、関連する遺物

と恩われる。今回、銭貨� 4枚・鉄津については、� (7)遺構外出土遺物で扱うとととした。

[時 期]出土遺物から、造成工事があった時期は中世(1� 5世紀中)と考えられる。� 

( 3 )土坑

こ乙では、平面形及び細部の形態的な特徴を本報告第� 2章第� 4節と同様に城山遺跡第� 42地点で報告

された分類基準に当てはめて説明する乙とにする(尾形・深井・ 青木� 2005)0 F群については、中野

遺跡第� 95地点(徳留・尾形・青木� 2017)の分類を使用し、� G群については、その他として今回新た

に分類不明なものを設定したものである。さらに、今回、検出された遺構は、中世のものが主体となる

ことで、� E群については、地下室・地下坑(江戸遺跡研究会編� 2001)に地下式坑(鍋島� 2007)を

ぷ
U 
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加えることとした。検出された土坑の総数は� 16基で、 基本構造については、第� 3表を参照。� 

A群方形の土坑�  3基(1類� 0基、� 2塁-3基) 

l類 袋状の構造を呈する� O基� 

2類袋状の構造ではなく、単純構造を呈する� 3基� (756・757・761D) 

B群長方形の土坑�  3基 ( 1類-0基、� O類-0基、� 3類-3基、� 4類� O基〉� 

l類溝状土坑� O基� 

2類幅狭の長方形土坑� O基� 

3類幅広の長方形土坑� 3基� (758・762・765D) 

4類火床部を有する土坑� O基� 

ζ群 円形・楕円形の土坑� 2基� (750・759D) 


D群不整形の土坑�  O基
 

E群地下式坑、地下室、地下坑� 4基 ( 1類� 4基、� 2類-0基)
 

l類� l竪坑� l主体部タイフ� 4基� (751・752・760・763D) 

2類特殊タイプ�  O基� 

F群� T字形の土坑� O基� 

G群その他 4 基 (753 ~755 ・ 764D) 

A群方形の土坑 (第 6図、第 3表〉� 

3基� (756・757・761D)が該当する。 今回の調査では、� 2類のみの検出であった。� 

2類 袋状の構造ではなく、単純構造を呈する(第 6函、第� 3表〉� 

756号土坑

遺構(第6図、第� 3表〉

[位 置](C・D-3) グリッド。

[検出状況]造成工事により影響を受けている。

[構 造]平面形:方形。規模:不明/深さ� 48cm。壁:約� 70
0

の角度で急斜に立ち上がる。 長軸方

位:不明。

[覆 土] 9層� (9 ~ 17層)に分層される。

[遺 物]土器 2点(土鍋)と鉄製品� l点 (小札か)を図示することができた。

[時 )。世紀5期]中世(1

遺 物 (第 14図3、図版 6-1、第� 5表〉

[土 器](図版 6-1-1・2、第� 5表〉� 

1 . 2は土鍋である。� 2は底部破片である O いずれも時期は� 15世紀である O

[鉄製品](第 14図3、図版� 6-1-3)

甲胃の小札と思われる。長さ� 3.3cm .幅2.2cm・厚さ� 0.5cm・重さ� 3.6 g 小子しは� 6か所に穿たれてい0 

る。小孔の大きさは径0.3cm程。断面形は下面がやや平坦で、上面が湾曲している。� 

757号土坑

遺 構(第 6図、第 3表) 

17 -
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[位 置](D-3)グリ ッド。

[検出状況]造成工事による堆積土内からの検出である。

[構 造]平面形:長方形。 規模:長軸� 0.79m/短軸� 0.60m/深さ� 17cm。壁:� 530

の角度をもち立

ち上がる� 長軸方位� :N-300 -¥N。O

[覆 土]� 10層� (5~ 14層)に分層される。

[遺 物]磁器� l点� ( した。十ー皿)が出

[時 期]中世� ( 15世紀後半〉。

遺 物� (第� 14図� l、図版� 6 -1-1、第� 5表〉

[磁 器]� (第� 14図� l、図版� 6 -1 -1、第� 5表� ) 

lは中国製の磁器皿である� 見込みに「玉取獅子文」が描かれている。時期は� 15世紀後半である。� O

761号土坑

遺構 (第 6図、第� 3表)

[位 置](C-3)グリッド。

[検出状況]造成工事による堆積土内からの検出である� O

[構 造]平面形:方形。 規模:長軸� 0.84m/短軸0. 5cm。壁:ほぼ垂直に立ち上がる� 74m/深さ0.4 O

長軸方位:N -690 - ¥No 

[覆 土] 8層� (8~ 15層〉に分層される。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期] 中世以降。� 

B群長方形の 土坑 (第 6図、第3表〉� 

3基� (758・762・765D)が該当する� 今屈の調査では、� 3類のみの検出であった。O

3類幅広の長方形土坑 (第 6図、 第� 3表〉� 

758号土坑

遺構 ( 第6図、第3表)

[位 置](D -3)グリッド。

[検出状況]造成工事による堆積土内からの検出である。

[構 造]平面形:長方形。 規模:長軸� 0.76m/短軸� 0.40m/深さ� 8cm。壁:掘り込みは浅く、 立ち

上がりは緩やか。 長軸方位� :N-55
0 

-Eo

[覆 土] 3 層 ( 5 ~7層〉に分層される。

[遺 物] 出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

762号土坑

遺構 ( 第6図、 第� 3表)

[位 置](C-3) グリ ッド。

十� 18 
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[検出状況]造成工事による堆積十ー内からの検出である。

[構 造]平面形:長方形。規模:長軸� 0.87m/短軸� 0.60m/深さ� 34cmo 壁:ほぼ垂直に立ち上がる。

長軸方位� :N-20o -Wo 

[覆 土� ] 11層に分層される� O

[遺 物]陶器� l点(碗)が出土した。

[時 期]中世(15世紀中)。

遺 物(第� 14図� l、図版� 6-1-1、第� 5表� )

[陶 器](第 14図� l、図版� 6-1-1、第� 5表� ) 

lは中国製の陶器碗である。時期は� 15世紀中である� O 

765号土坑

遺構(第�  6図、第� 3表)

[位 置]� (C-4)グリッド。

[検出状況]造成工事による堆積土下からの検出である� O 東側が調査区外にあるものと思われる� O

[構 造]平面形:長方形。規模:長軸� 0.75m以上/短軸� 0.61m/深さ� 14cm。壁:ほぼ垂直に立ち

上がる� O 長軸方位:N-55
0 

-Wo 

[覆 土] 2 (3・4層)層に分層される� O 

Jg檎名� ui:電 平面i形� ( 分傾
よ見槻(rn) 

長軸方イ([ 種士及び特徴 主な造物 時期
長軸短軸�  Ii架さ� 

7500 (C.3)G 情阿形� C1t'f 
0.40 

0.38 0.07 N-85
0 -w 4層� (第� 7図)

よ器� l点� (皿� )/鉄 巾↑tt
以上 津� (19点� 205g) (l5c中~後半� ) 

T体制� i:長方形� 3.00 1.84 1.94 N-25
0

司� W
位/七|)8(

本� 

/W

部天� 
Lζ:井� 
5

切� 

5
部厄らはれ(第陥る� 

8 

結� (11541c
山
巾� )

7510 (C-2)G I血下� L¥J九� E群� 1j;si rjl国製陶出� l点(純� )
竪坑古!):長方形� 0.97 0.78 128 N-65

0 

-F. 

上休部 長� jう形� 2.55 不明� 1.53 
2V38届層(は第表

9
土� 
|到� )/1

陶イ『[
タ� 
1
臨シ
1
ニ点ガ� 

1

シ点イ(硯
3(
か点碗)
ノ� 

3

・)子、F
点石
19)

朝点製
、

7520 (B-2・3)G ltlf卜式抗� Eiltl'桶� N-88
0 

-W 
及び '"111せ

造販工事による推� (15c巾� )
竪� J/C部 長ノう形� 1.15 1.00 1.01 稿上� 

7530 (B-3)G 不明� C群 不明 イミ嗣 7[';日月 不明 被熱穂阻のみ綴宮、 なし 中世以降� 

7540 (0-3)G 不明� G1押 不明 不明� 0.08 IN-28
0 

-W 
5層� (第� 7図� )/被熱 鉄� 

F7i
卒(4点� 

JHI 
456、骨 中間ー以降

あり か� (1};':"() 

7550 (C-3)G 不明� C群 不明 不胡 不明 不明 被熱簡囲のみ縫認 なし 斗l世以降� 

7560 (C'0-3)G 方形� Aj伴z難i 不明 不明� 0.48 不明� 9)白(第� 6図� )
十紹� 2点� (士制力)、、鉄
製品� l点(小札 )

中山� (15c) 

7570 (0-3)G 方形� A群� 2鎖� 0.79 0.6 0.17 N-30
0 

-W 10層� (第� 6!LI) 
巾国製磁掠� 1J;'~ (皿� ) 巾担
/玉取獅子主� (l5c後半� ) 

7580 (0-3)G 長方形� B群� 3類� 0.76 0.40 0.08 N-55
0 

-E 3層� (第� 6悶� ) なし 巾� I段以降� 

7590 (C-3)G 情円形� cm~ 0.55 0.50 0.05 N-S 3層� (摂� 7図) なし 巾世以降

主体部・不明 不明 不明� 1.35 9JEJ(第� 10区1)/ 

7600 (B・C-2)G 地下式坑� E群� 1:;員 イヘ明
造積� 

1-

上
成� 
8
層工

は表土及び
陶器� l点(片口鉢� )

中間

堅� ijL部 長方形� 0.9 0.75 0.99 
事による堆� (l5c中� ) 

7610 (C-3)G 方形� A酢� 2煩� 0.84 0.74 0.45 N-69
0 

-W 8層� (第� 6図� ) なし� l下位以降� 

762D (C-3)G 畏方形� B群� 3類� 0.87 0.60 0.34 N-20
0 

-W 1[}骨� (第� 6図) 中国製陶器� l点� (腕� ) 斗世� (l5c中� )

主体部 長� /.JJB 2.27 2.15 2.58 l¥-23" -E 8麿� (第� 11凶� )/ 
7630 (C-2・3)G 地 下式坑� u干l類 1-3

層は堆造積成土工事 なし 中位以降
竪坑部長方配� 0.9 0.65 2.35 1¥_32

0 

-E による� 

7640 (C-3)G 不明� C群 不明 不明� 0.30 不明 被熱範囲のみ推認 鉄浄'(2点� 100g) 中世以降� 

7650 (C-4)G 長方形� B群� 3湖、� 
0.75 

0.61 0.14 N-55
C 

W 21昌(第� 6図) なし 中世
以上

第� 3表 中世以降の土坑一貫� 
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1e三� f
/ 

ロヲ¥ 18E
117m 

i刷 附褐色 L 小6を合み、口・， }.、特ィ二 ・ローム小プロ ック を似 1M P告補色上 ローム粒� f・ローム小ブロy ク ・総土純子 11副 ，~(\ ~.品色士 ローム位下・ ローム小プ口ソク を{曜か

かに'"・t) しまりやや弱R を合むυ しま りやや鎖。� に含む. しま� 0摘。
 

2扇� l情誌悔色� k ローム舵
.

干� .1':'1ームノl、フ ロソ クをやや多く、 口 2 1i!i 口ーム:/ロック� 1 2JO 品H昌色七 ローム粒子 ・ローム小ブロック� .p-

・ムプロ ック を合tj'，し 上り中. 3照時偽色士焼よ純子を吉み、ローム小プロッ クを他内} ムプロ ッ ク を儀式p ~ニ食む。 L まり '4' .

句中.tローム粒子を僅かに含む.し七目指縄色:ユ届，''1 主りL¥むに.ローム粒争を合み、ローム・トプ口ック を僅かに合IItr/~f!!. l隔3

tv Lま町やや強。� ローム池子を. 4雨 時策褐色土 口ーム粒子 ・ローム小プロ ック ・快.ローム小ブ口 ソク・ 焼み"，階特虫色土4 1Pi 
4鳩 居膏伺色 I 口ーム粒 f-'ローム小プロシク ・燐上粒子を含み、 士靴下を街角、に含む。 し主り日1. 土粒下 を促かiニ含むd しまりやや強引� 

相E土小プ� eック を僅かに台t?，Lまり中A 7570 5和i略。~I自己 ι U ームノl、プロック・ ロームプ口 ック

5 ~'1 時的色土 焼上純干 ・焼土ノトノロック をやや多く、 ローム粒 5Wi 時禍色t ローム粒子を合み、nーム小プロ ノク・ 焼 を含む.し*円弱e
 

子 口ームFトブロック を含み、炭化物料イを僅か 土紛子を1屯か1:含t，o，しEり強a 6 R~ 


におむ。� Lまり中。� 6 !fi 時制色上 ローム性千を多三 、uーム小プ� U シタ 'm
ロームブロ ック

7 k'i 附褐色土 ム純子 ・ローム小プロ ソタ・ 口一
ロー

6M I円tA尚色上 ローム紋子 ローム小ブロン ク ・口一ムプロ ァ ナ純子をf削品、いームプコ ソタ を俺かに合r" ムプ口 y ク ~l怖か1 こ含む。 L まり 中
 

クさと・やや多く合ISo Lまりやや強，� しま り:出. 7610 

世主E偽色 r:ーム均干 ・口ーム小プロック・ 縫七11
 

クをt"'t;むr し主りやや弱� ーム小ブロァ クを僅かに合むー� L.1'.円 弱M 7をl航かにi主むu しまり 中。
 
t・ 渇色8 1>1'"ーム柁(を多く、 焼上絞干を怠み、口� 1:7 ~~ p，/1t.ロームブーム組子 ・口ーム小プロック，'-附茶褐色上綱7

R州 ロームブロ ック� 8柄 暗尚色1:� pーム位f-宮岳み、ローム小プロック ・1晶 9地j i貯禍色� l二 叶ーム柑子 ・ローム小プ0'~'/ク を 1也か 
7560 上粒子を僅かに含む。しまり弱� i孟含む閏 し£そ}中� 

9Wi 時前+特色士 ローム柁平� .~，J- ムノ!、プ ロ ン ク ルやや多く、 焼 910 ロームブロックー� 10応 褐色� 1: 'Jーム小プロ ック を含み、ロームプロy

上粒下 ・焼|て小プロ ソクを合むれしま 町q' 1 0，~司 ;茶褐位十 口ームブ� t:.yクを多く� E ームノj、ヴロ ック クを僅かに合むらし主り憎し� 

p 

.，. 

10凶 附亦担当色土 焼 t:~立 子 . *在土ノトプロック をや宇多く、 ローム を含み、ローム位 子 焼jて判子を日置かに含 11 ~1 茶担当色七 位ーム小ブロックを含み、炭化物徹子

村干� .p←ム小プロジク ，~1ヒ~J怯子を合む。 むa しま り弱d を僅かに合む。 L . E り~ 
し主りヰ1 1111"1 110邑色上 ローム粒子を多く .;~む し主り 中.� 12府 ロームブロ ック� 

11 婦同一ムブI.J""/ク3 12陥� l清褐色士 ローム粒子 ・ローム小プロックを怖かに会 1 3~'': Iltj.t立働色ーム小ブロック を多 く、 』足化物柁

12届 附茶地色七 ローム刊イー'1"ーム小プ口ックを合む� L 文句� む電し主り弱.� チをi'lゆミに含む。 しまり'l!!I.� 

茶褐色一 f~色上 山一ム靴下 ・ローム小プロ� yクを含み、

印刷 ロームプロック� かド古む� L Eり弱� 日ームプロックを僅かに含む� Lまりや

11Ji1 階鈍褐色上 ローム粒子 ・ローム小プロ ック を多 く、 他よ判 14絹 略的色士� uーム純子 ・ローム小ブロック士刊かに台� や強司
 

一千田焼上小プロ ァタを含む。 しまりやや~g. tx. Ll'.り中. 15ffi ロ ムプ口ツク。
 
15M I宿褐色上 ローム槌� f'ローム小プロ ック を含み，/)l;上靴下
 

-焼上小プロンクをf置かにおむs しま 引やや強3
 

1611<1 I暗~l間色 L


"1 1114を含み、ローム小プロァク を{11¥Fローム料上J 13M'1


ローム松ローム小プ口 ック を多く 含む し

主り中の 757号土坑� 761号土坑� 
17制時前納色土 ローム粒下 ローム小ブロック をやや多く、 焼

1:1喧チ ・焼上ノトブ� u.;;クを含む. しま り中旬� 

756号土坑� 

A群� 2類� 

fヤ-
1届 燃陥o.t ローム粒子 ・ローム小プロックを "む. 

Lまり中 i 

2届 黄禍色七 口ームプμγ� ?を含み、ローム/トプロ l柄R.卜� 

1¥"/ U(f褐色上 ローム絵子を;t;J:九 ローム
ック� i:1悲かに台むぷし£り中� 2倖j a音jl，柿色士 ロー ム陛下 ・ローム小プ口ツク ，1;1ームフ

3筋� H白書誌褐色!:� 11ーム粒子を含み、口一ム小プ日 ツ ロック をやや多く 盆む しま り中.造成 ヒ. 
小プロ シク を怖かに含む，� ク ・炭化物粒チ ・焼土純チを慌かに 7650 

Fローム健一� {ー暗色N陥;li暦3 3含む.しまり強まり中L
・ローム小ブロッ ウをやや多く、

2取/� I出茶褐色ト ロ ムプロγ タを多く、 4隔 時食間色上 口ーム粒 了・ローム小ザロ ック を台 ロームプロ ックを合すγ� Lまりやや強」� 
日一ムノトゾロック を台す九� む しま り中叫� 4M ~直球地色 j : ローム純子 ・ローム小ブ口ック をやや多く、� 

し士りやや.革かに~む・IをクンロムブーUローム小ブロック ・ロームブロック を褐色士W.悶5.11しセり強� 
3陪 防備色士て� U ーム小ブ凶ツクを会与、 含打開 しまりやや強。� 労T 

ローム判十を僅かに含ti， 6胞 時前褐色土 ローム純子 ・口一ム小プロ ァク を合

しま� η強‘
 

; 時前尚色� 1.ロ
む，しま りやや強
 

k-'-1 ム粒子官多く 、ロー 7屑� w・尚色七 口ームィ、イU ックを多く、 ローム他干
ム小プロ y クを{革か(ー台

む しまり弱
を1む. しまり強� 765号土坑Ji

8照 的褐色七 ロ ームブ 0 -;; クを多く合む I し世り 1~( .
 
9射 にぶら、月給色土 ローム粒汁 ・τーム小プU ック

5納 町茶褐色上 ローム料� 7・ロ←ムノトプ

ロック ・燐t純子を含む。� 

L主り"ヘ� 
6阿 国昔前!呂色� t ローム小プロン ク ロー

ムプ口� yク-a:合む“し 主

り中. 
7 1t:J 官官品、茶筒色 lー ローム粒(，'"ーム小

プ� 1 ソク を会む.し� E-'

り中� 

758号土坑� 

'. 

を含み、ロームプロッ ク合間か

に含む. しまり強.
 

IU応 附iな褐色土 ローム小プロ ソク を畠み、ローム総

子を1
湿地、にe.む.しまりヰ� 

11層 階褐色土 日ームね干を合み、口←ム小ブロン ク
 
-炭化物粒+.紋二ヒ純子を僅かに合む。

しまり中d
 

762号土坑� 

B群� 3類 1/60 2m 

第� 6図土坑A群・� B群� cl/60) 

フ』� nu 

7580 



第� 3節検出された遺構・遺物

[遺 物]出土しなかった。

[時 期] 中世。� 

C群 円形・楕円形の土坑 (第 7図、第� 3表)� 

2基� (750・759D)が該当するO 

750号土坑

遺構 (第 7図、第 3・10表〉

[位 置](C-3)グリッド。

[検出状況]造成工事による堆積土内からの検出である。

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸� 0.40m以上/短軸� 0.38m/深さ� 7cm。壁:ほぼ垂直に立ち上

0

がる。 長軸方位:� N-85-Wo 

[覆 土] 4 層 (1 4~17層)に分層される。

[遺 物]土器� l点(皿)、鉄浮(19点:205 g)が出土した。� 

[時 期] 中世(1� 5世紀中~後半〉である。

遺 物 (第� 14図� l、図版� 6-1-1、第� 5表)

[土 器](第 14図� 1、図版� 6-1-1、第� 5表)� 

lは皿の体部下半から底部の破片である。時期は� 15世紀中~後半である。� 

759号土坑

遺構 (第 7図、第� 3表)� 

[位 置](C-3)グリッド。

[検出状況]造成工事による堆積土内からの検出である O

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸� 0. 。壁:掘り込みは浅く、緩や55m/短軸0.50m/深さ� 5cm

かに立ち上がる。長軸方位:� N-So 

[覆 土] 3層に分層される。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期] 中世以降。� 

D群不整形の土坑

今回は該当する遺構がなかった。� 

E群地下室・地下坑、地下式坑 (第 8~ 11図、第� 3表)

すべて中世の遺構であることから、地下式坑として、� 4基� (751・752・760・763D)が該当する� O 

751号土坑

遺 構 (第 8図、第� 3表)

[位 置](C-2)グリッド。

[検出状況] 8 Wに切られる。

[構 造]地下式坑の形態をもっ。� 
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第2章 西原大塚遺跡第� 213地点、の調査� 

fq 
被煎亦{じ範凶� 

1照 時貧褐色十 ロームプロ ック を多〈、 炭化物粒-{，焼土粒子を僅かに合軒町 しtりやや喝し� 

2 K'i 純情虫色土 ロームブロ ックや多く、 口一ム小ブロック を含むi しまり弛~" 1府 附褐色上 ローム鞍チ ・ローム小ブロ ック ・i尭士粒子 ・綻上小ブロ
3居� _~_l\褐色 i二 ロームプロンク を含む� Liり弱.� ックを合み、炭化事fを[也かに合む。� 1，まりq 
4周 苅担当色土� uームプ ロック を多く、 ローム小プロック を含む し量り中，� 2 ，仲刷や凶.j 0一ムプ 口ツ ク【� 

754号土坑� 755号土坑� 

G群� 

1/60 2m 

第� 7図土坑C群・� G群� cl/60) 

'f5明 暗鈍褐色上� E ームノトプロンク ・口ームプロ ァク を合む.しまり やや強。� 3昭� I情持尚色七 回一ム校チ ・ローム小プロックをやや多く、焼土組� 
6層 型旦褐色七 口ーム結子を含み、ローム'!、プロ ック 焼i:桂子を僅かに含む しま りやや'l'ii，� を僅かに合む. しま り中宮� 
7 !rj 誠悼1色上� E ーム純 子・ロームプロッ ク，� ~史上粒子をi革かに含む. し まり やや強し プ ロッ ク 状 
8虹j 赤茶尚色上 ロ ーム小プロ ッ ク ・ 総上初 Fを含み、 炭化物粒子 ・ 燐土小プロ ック を (喧刀斗二台す~'. l..まり弱 

9屠� I~l茶尚也土 焼上枝子 を含み、ローム小プロック ・1史上小プロ ック� 4・1怯かに含む。しまり中. 

10ll<i員制色ム ロームブロック 圭多く含むe しま りやや強ゃ� 

11照 宮tlJl色上 ローム小ブロ ック・ ロームブE ツク を合む， しまり弱。� 759号土坑[2階 煎栂色上 ロームプロ ンクを多く、ローム小ブPロンク を含む_ Lまり 射。� 

11M !:I¥飴色上 ローム小ブロック を含む.しまり弱，� 
7500 
相 亦刊誌色土 焼上粒子焼上小プロyクを含むg し空りやや強� 

15M p官接褐色上 焼仁枝子 ・焼士小プロ ンクを含み、ローム佳子を!If!かiι含むョレまりやや強J 

16層 明茶褐色士 焼土純子 ・1主上ノl、プFロ ソク・ ローム粒子を僅かド含む� Lまり中. 

削� i費悔色上 ローム舵 (--焼土牧子を像力、iニ含む しまり弱固� 

750号土坑� 

C群

14

17

、人

工

ぶミミ f皮帯!州、化範凶

彼熱硬化制時

被熱赤化範囲� 被熱赤化範囲� 

I l¥'i 1阿茶mie.i二銭主政子 焼ム小プロ ソク をやや多
く、 ローム他子� .r.:ーム小プロγク

を含み、炭化物校千を他方、に含む.

し主 りやや強. 
2厄 日官j千，f拍色上 口ーム純子 ・ローム小ブロック'1i'E

オて粒チ ・焼七小プロ ァタを合み、使

化物純子を僅かに含む】� Lまり 中� 
3附 四百貨褐色ム ローム粒子 ローム小プロック ・焼

1銅 ロームブロ ック。� 
2場� 1男手事情色土 ローム町子 ・E ーム小ブロ� yク

をやや多く 、総上純子 ・却を |小

ブロ ック を僅かに合も. 
3長，) 11骨抗褐色i::� '"ーム粒チ ・白ームノl、プロ ック� 

' lームプロック を事〈、 l1tト

料� f 焼士ノトプロ� yクを僅かに

合払�  Lまり やや強L 

764号土坑� 

4朗自音質褐色士

5}ej 明書H晶色上

土松子 ・焼一仁ノトブロ ック をやや多く、

白色WHを;?;む。し主りやや強F 

ローム粧干 ローム小プロ ンク を多

く、 焼i松下を合む。 し正りやや強。� 

ローム粒子 ・ローム小ブロック を含

み、t史上純子を儲かに合む. Lまり� 

4 ~ 

5知

11汗茶制色土

明J和尚色ム

ローム位干 ローム小プ寸y ク� 

-焼士総-f・縫土，1、プt，:::';Jク

会む。 l..まり r九� 
ローJ、位チ ・ローム小ヲロ ック� 

-焼七粒子 ・燐よ小プロシクを
やや>$.<、 ロームプロyクを含� 

'.'1主りL '.'1 tj' 

フ-フ]



第� 3節検出された遺構・遺物

、¥に

マ� 
¥ 

一一日'� 

¥ 
マ� 

A斗� 6m 
一-A' 

11¥昇恥I 陪?褐晶色上 口 ム小ゾ口ツク.口一 ムゾニ ノク 企合む� Lま町� q 11厨 .C ーム弘子 ローム小ブE ック' 思他色J: ロームプロ� γク乞やや多く含ι"Lまり貯やijl).， 

目指婚 j 黒褐色土 ーム純子 '1"1ームノ|、プじツク・� ムプロック をやや多 く含む� しま り中内7 前倒色士 Uー ム粒子 口一ム小プ ロック・ 回一ムプロックを多く 含む� し主り埠� 4 U u- en r 
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52


ーム被写 ・ローム小ブ ロック・ 口ームブロック を多く含む。 」正問中。J色暗説尚色土12Jt1圭りやや悩暗Lツク を多 く含む.rrム、粒正色H偽21 F附荷 鈴� 晶tEヒ ロ一4 口-ム小ザロ ツク.自←ムフ ロ� 

751 D ulf: I附11，尚色土� E ム悦子 ・ローム小ブロ ック・ ロームヅロ ック 主多 く£む，� L.fη中ー� 

3崎 町黄尚色土 ローム制チ ロームノトブロック " 14属 塊尚色上 口ーム絵手 ・ローム小フロンク� ' IJームブロックを多 く含むcf ロームブロ ック を多く台む。レまり やや19i ' しま 句やや日現U 

4層 階黄禍色土 ロ←ム粒子 ・ローム小ブロクク・ ロームブロック 古島く合約. し主 りやや強� 45層 階必尚色士 ローム粒� 7 ・ローム小プロック・ ロ ムプロック をす，く 合むむ しま りやや強� 

5刷 附設備色土� ーム較す� 口一ム小プロ ック� uームブドック を多く含む しま りやや強� 46臨 時員尚色i 口ームltn ・1)-ム小プ己ック・� μ ームプロック を多 く倉む。 しまり，t，� 

6胸 附黄備色土 ロ

E

ーム粒7・ローム小プロ ソク・ ロ←ムプ ロック を多 く合むp しまりやや強r 47層 噌i立働色イ� Eーム位� t ・ロ ム小ブロック・ ロームブロック を多 く台む.しま りやや婦、� 

f

8層� 11官自在褐色上 ローム粒子 ・ローム小ヴロ ック・ ロームプロγクを多 く含む肉� L主町中. 49雁'; H持拡褐色イ ローム粒 f-.ロ ム小ブロ ック・ロームブロック を多 く含t"，� L主り中。� 

9腕 明茶褐色土� U ーム牧子� L!_r ム小フeロック� υームブロ ック をやや多 く含むF しまり咋'. 50'i 時鈍褐色 L ローム花子 ・ローム小ブロ ック・ロームブロ ック を多 く含むコ し主町中. 

10照 時黄褐色土 ローム粒手 ・ローム11、プE ソク・ ロームプロ ック を多 く含む. Lま りやや強. 51居時裁尚色イ ローム位子 ・ロ ム小ブロック・ ロームブロック を多 く含む し杢り中� 

J11桝 黄禍色土 ローム松-f-.tlームノ卜ブロック・ ロームブμ ック を多く 含む. Lまりやや頻� Jr1 晴持地色七 ローム怜子 ・口ーム小プnック・� μームプロック を多く含むJ しま町 中。� 

12属� l ローム粒 子 ・ローム小プロック・ ロームプ官 ツク を多 く含む. L，� 53111i iI昔前褐色 ! ローム粒下 .[1ーム小プロック・ ロームプロック を多く をむ� J噌此褐色土 tりやや強� Lまり，t
13届 前尚己十 ローム粒千 ローム小ブ 門ツク・ ロームプ ロック を多く白む唱 しまりやや強d 51，1fin青動褐色 上 ローム於ザ ・口ーム小ブロ ック・ ロームブロック を多く盆む.しまりやや弱電� 

14刷� μ ームプ� Uック. 55厩 附拭梅色ム 回一ム粒子� .0 - ム小プ百 ツク・ ロームブロック 士多 く台むn しまり中。

1' ~)ム小プロ ック・ ロームプ口ック を多く白む。し f.・ロfロームf[ト虫色イPutltll届6¥'.階黄禍色上層15 cーム位子 ・ローム小ブロック・ ロームプロ/?を多くおむ.しま り[ 品� '

16嶋時払尚色土 ロー ム純争 円ーム小プロック 円ームブロックを多 く含む。� Lま り� 1'.
 
11層 階員尚色一1: ロ←ム粒 子 ・ローム小ブロック・ ロ←ムプロックを多 く含む。 しまりやや弱。
 

''1 しまりaローム粒子 ・ローム小プロック・ ロームプロック を多く 含む黄尚己士届l8
刷� H音被褐色土 口ー ム粒干 ・n-ム小プロック ロームプ口yクを多く含む� Lまり中� 

20嬬 附蹟褐色i 口←ム粒� 7・ローム小 プE ソク・ ロームブロ ック を多く合fr Lまり� ιf九� 
21層 階的尚色土� uーム純子 ・ローム小プロック ロームブ� U ツク を多く含む。 しま りやや約内� 

22凧 時政褐色上 ローム位予 ・ローム小ブロック・ ロームブロ ソク を多 く合む刷� Lまりやや弱，� 

23照 政惜色士 ローム和子� υーム小フ'日ツク ロームザ U ツク を多く含む し止りややす在、� 

24照� H骨貨褐色J_ ロー ム靴下 ・ローム小ブロック・ ロームブロック を多 く含む.レまり中等� 
E' 

2510 a計責褐色オ: ロー ム粒千 ・ローム小プtコック ロームプ位、ソク を多く合む。 しま りやや弱。� 

26瞬 時比褐色i ローム粒子 ・ローム小ブロック・ ロームザE ックを多 く含む. lま り中� 

27陪� H昔前尚色土� uーム槌千 'T!ーム小プ口 ツク・ tIームプ打 ンクを多 く含む. lま り中� 

28'" 此尚色土� C- 1，>>手 ・ローム小プロック・ロームプロック を多 く合む. I土り 中� 

;すんしま りやや弱‘ツク をやや多 く言‘ームブIJ，-'ーム粒チ ・ローム小プロック・茶禍色十11目周29

30届 拠袖色:L ローム紋 了 ・ローム小フ� ロック・ ロームブ官ツク をやや多く 怠む. しま り1''
c

31届� PI¥'荷尚己寸 日ーム世 子・ローム小ブロック・ 日ームプロンクを多く 含む. Lまり中. 

32~i H昔前尚色土 口ーム純子 ・ローム小プ口ン ク・ ロームプロンクを多 く台む. Lまり やや対. 

33崩 .¥¥¥褐色士 ローム粒 (..ローム小ブロック・ ロームブロ� yク企やや多く会む. し主り やや蒲U 

34制 時~~褐色土 口ー ム粒子 ・ロームノトブ� Pック・ ロームプロック を多 く盆む.しま りやや事i司� 

36廟 J.¥¥褐色土 ローム粒� 7 ・ローム小プロック・ ロームプD''/ク をやや多 く;"ttJ しまり やや日5
 
36刷 瓜褐色士 ローム蛇� 7・口一ム小ブr-Iツク・ ロームプ ロック をやや多く含むr し主り やや掛n
 

37嗣 附黄骨量色上 ロー ムtQ-，・ローム小ザロック・ ロームブロ ソク を多 く盆すに� Lまり やや弱。
 
38銅 山他色士 ローム鈴子� .[1ーム小プロック� .uームーf<ック をやや多く含む" しまりやや弱 
  
39層 興協色上 ロームtiLT・ローム小プロック・ ロ←ムザロ ック をやや多く合tr L 1'.り弱。
 
40W， ml品色士 ローム純� f・口←ム小フロック・ ロームプロック を多 く合む. l.まり中e


751号土坑� 1/60 2m 

第� 8圏 士坑� E群� 1 (1/60) 
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u
 



第� 2章 西原大塚遺跡第� 213地点、の調査

[入口竪坑部]平面形:開口部は主軸に対して横長の長方形と思われ、 長軸1.� 03m/短軸0.55mo 

坑底は主軸に対し横長の長方形で、 長軸� 0.97m/短軸� 0.78m。深さ1.28m。平坦であり、壁はやや

開きながら立ち上がる� O 主体部への連絡は、� 60
0

程の角度で� 46cm下がっている O

[主体部]平面形:主軸に対し縦長の長方形。規模:長軸約� 3.00m/短軸� 1.84m/深さ/1.94mo 

長軸方位:N-250 -Wo 

[覆 土]55層に分層できた。

[遺 物]陶器� 1点(碗)を出土した。

[時 期]中世(15世紀中)。

遺 物(第� 14図� l、図版� 6-1-1、第� 5表)

[陶 器](第 14図� l、図版� 6-1-1、第� 5表� ) 

lは中国製の八角碗である。時期は� 15世紀中である O 

752号土坑

遺構(第9図、第� 3表〉

[位 置](B-2・3) グリッド。

[検出状況]造成工事による堆積土の下からの検出である� O 主体部の西側は調査区域外である。

[構 造]地下式坑の形態をもっ。

[入口竪坑部]開口部は主軸に対して横長の長方形と思われる。長軸� 1.44m/短軸不明。坑底は主軸

に対して縦長の長方形。坑底は平坦であり、1.� 15m x 1.00 mo 壁は緩やかに立ち上がる。深さ� 

1.01mo主体部への連絡は、段差をもち、ほぼ垂直に� 50cm程下がっている。横穴状のピットが� 3ケ

所検出された。

[主体部]平面形:主軸に対して横長の長方形と思われる� 規模:長軸2.55m/短軸不明/深さ O

1.53m。長軸方位:N-88 o-Wo 

[覆 土]23層� (9~31 層)に分層できた。 1~8 層は表土及び造成工事による堆積土と思われる。

[遺 物]陶器� l点(皿)・ 石製品� l点(硯)を出土したO その他、貝� 13点(タニシ� 3点・子� 9点、

イシガイと思われる二枚貝� 3点)が出土している(図版 6- 1-3)。

[時 期]中世(15世紀中)。

遺 物(第� 14図� 1・2、図版� 6-1-1・2、第� 5表)

[陶 器](第 14図� l、図版� 6-1-1、第� 5表〉� 

lは瀬戸焼の灰粕皿で、内外面に黒色の付着がある。分析はしていないが、タール状の付着物である

かもしれないが、漆の可能性もある。時期は� 15世紀中である。

[石製品](第 14図2、図版� 6-1-2)

硯の小破片と思われる。長さ� 5.0cm・幅2.7cm・高さ� 0.8cm・ 3 g重さ� 13. 0 

760号土坑

遺構(第�  10図、第� 3表)

[位 置](B ・C-2)グリッド。

[検出状況]主体部の多くは西側調査区外ヘ伸びるため、主体部は一部のみの検出である。� 

-24-



第� 3節検出された遺構・遺物� 

〆y 

¥
φ 

1 

C一一� c' 

lAA 熊悩色上 ローム小プロック 企会主F しま りやや強J 氷上� 19:i 1Ji; 情緒尚色上 ';円ームプ1;ツク を省み、ローム桜子 ・ロームノトフ円 ツク をlJiかiι合tr"
121i面 ~附尚色上 ローム小ブロック・� E ームブロ� yケを畠打、し主 り中，� し主 :)中 

:H司� il<t品色土 ロームブ� U ツク を多く、 口』ム小ブ� CIツク を含む しまり� 'j' 20肱 剛lJ高褐色土 ローム和子 ローム小プロ ックを含むl しま り号� 
4陪 ;ti，納色士 口、ーム小ブPロック・ ロームプロック を劣くfoV. lまりやや強� 2 1 雇~ B背茶筒色 I~ ロ ーム小ブ‘ ロ ッ ク・ ロームブロ ン ク を i帆かに含t" . し~号弱内 

l暗比尚色 L ロームブ ロック を含む♂ し主り強� 

¥，� 

届
属� 

22

2.，
7h" 附員尚色土� uーム柑子 ・ローム小ブ口ツク を含み、ロームブロック を怖かに含む， 24.i 勘色J: ローム純子� .Llーム小プUック を含む. L圭町中，li' '</

L..l'りやや強" 2G届� Ji¥'l昌色七� c-ム小プロ ック・ ロームプロック を含む� Liり場合� 
sR町 時持偽色上 ローム判子 ・口ーム小ブロック を多く含む!し主りやや獄1，� 26雇l t骨格色土 ロームブロック を多く、� Eーム小プロック を僅かに含む。しまりf章一� 

752D 27層面 茶筒色七� Eーム住 子を合;J'f，ロームノトプロ ック・ ロームブロックを儲かに含む. 
9柄� IIr}僧色土 ロームノトブ ロック をニ事く、 ローム靴干 を含む しまり 強. 2里帰 黄褐色上 tJ-ムプロック を多く、� "ーム小プロ ック を含む. L，まり強。� 

5);<，.~袖色土 口ーム利子を多く、 口一ム小ブ ロック を含む� l主り強。� 

ローム小ブロ ンク ・ロームプロ 〆ク をZ宮町16Wi I阿茶褐色十 ローム松子を省み、ローム小ブロJク争倣かに命む， し主り強n |ー音被禍色一m L主りやや強r '. 

]二29，iii {~褐色上 を合み、ローム小ブロック 聖flfE ーム粒� f i，d，合むe

I1厭� I階発尚色上 ローム小プロ ソク・ ロームプロック をおむ引 しまりやや強e 30府 比褐色1. IJーム悦子 ・ロームノl、プU ック を含む.しまりや 守強。� 
10周 東和色士� Uーム小ブ ロック・ ロームブロック を含む.し£りやや強� しまりやや強� 

12M 1河芥尚色上 ローム� 7ロック を多く、� nーム小プロック を命令g しま り鴻e 31厨� l il~ 尚f!!. -j: '"ーム胞 子生� uみ、ローム小プロ ソク を侭かに合む<守. し主 り『� 
13厄『 持制色土 ロームノトブロック を多く、 ロームブロック を合む. しま りやや強� 
1 4~配 晴尚0.土 門ーム恒チ ・ロームノトフぜロック を台み、ロームプロック を僚かに含む. 

''1しま り� " 
lぢ届 荷尚色� |了� E ームプロ ッ ク を多 く、ローム小プロ ック を合V~ しま り やや強i 
1 6.~再 申Jj高偽色 上� cーム松下を合み、IJーム小ブロック・ ロームプ� 11ツクをi坐かに含む.d

しまりヰヘ� 1/60 2m 
¥'.17ft'! 1Ii'f'i褐色 仁 ロームプ"ックを多く、ローム小ブロック を台むF し事り中� 

18柄� |時前褐色 t ローム靴下を多く、 ローム小プロック を含み、ロームプロ ック を怖か� 
i二合t，� 

752号土坑

第� 9図土坑E群� 2 (1/60) 

[構 造]地下式坑の形態をもっ。

[入口竪坑部]開口部は主軸に対し横長の長方形であると思われる 長軸� 135m/短軸不明O 坑底はO ，� 

主軸に対して縦長の長方形。 畏軸0，9m/短軸� 0，75mo深さ� 99cm。坑底は平坦で、硬化面が確認で

きた。 主体部への連絡は、段差をもち、ほぼ垂直に34cm下がる� 壁はほぼ垂直に立ち上がるO O

[主体部]一部しか確認できなかったため、詳細不明である。確認できた部分の深さ 135mo，� 

[覆 土]� 9層� (9~ 17層)に分層できた。 1~8 層は表土及び造成工事による堆積土と思われる。

[遺 物]陶器� l点(片口鉢)を図示できた。

[時 期]中世(15世紀中)。

遺 物(第� 14図� l、図版� 6-1-1、第� 5表)

[陶 器](第 14図� l、図版� 6-1-1、第� 5表) 
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第2章 西原大塚遺跡第� 213J也点の調査

〆fプ� 
l 伯尚色 J~ lJH乍七。 
2帰 I，UI品色土 ローム純守 ・ロ 1'
ム小プ C!'/クを含む. L1:り '内� 

m 3島I時比褐色上 ロームtltチ� .c←ム小プ口 ック ・ロームプロ ァタ を

多 く合f.r.しまり中.� 

4 Rii 筒fu.'I~ 日ーム泣-f..ローム小プロック をやや多く、� Eームプロ

シク を含む. L主り<¥' 
音貨骨虫色ヒ:1 5lil ローム粧子 口一ム小プロック ・ロームプ円ツクを� 

."'1多く含む"しま り� 
6刷 「暗黄禍色土 ローム粒チ ・ローム小ブロ ンク を多く、 日ームブロ

シタをやや多く、 検を合む しま りやや強ぜ

7例� l府政褐色」ニ� E ーム粧チ ・ローム小プロッ クをやや多く、 ローム

ブロック を含み、重唱を侮かに合む。 しま りやや強� 

8lfi i¥l!i4褐色上 ローム粒チ ・ローム小プU ツク を多く、 ロームプ口

ンク をやや多く、 礁を含むや� Lまワ やや強門� 

760D 
9W! T昔茶褐色 ト 療を多く、 ローム粒� T・ローム小プロ ック を含む.

レま り鳴ε� 

10病� E音茶褐色士 ローム粒子 ・ローム小プロッ ク会やや多く 、ローム

プロック をI帆かに合む。� Lま りやや弱. 

11雨 時前褐色土 ローム悦子 ・ローム小プロ ングをやや多く、ローム

ブロック を(/置かlこ含む。� L;l:り中 

12溺 明第俗色土 ロー ムf，).-f.vーム小プロッ クを やや多く含む. L. 

まり 却や絹与� 

13
絹� 

まりやや場。� 

141i'1 黒崎色よ ローム舵(..ローム小プロック を合tJ. L.主ザ やや弱d 

15照 明茶褐色士 ローム抱一子・ローム小プロック をやや多く 合むも し

主り巾-
16陪 明茶偽色十て ローム桂子 ・ローム小ブロックさとやや多く 倉む、 し

主り やや恥j 

，tpしまりむ‘'gク合γローム小プロローム粧 {-.襟褐色よ月目17

1/60 2m 

760号土坑� 

第� 10図土坑E群� 3 c1/60) 


1は常滑の片口鉢である。時期は� 15世紀中である。� 

763号土坑

遺構(第�  11図、第3表)

[位 置](C -2・3)グリッド。

[検出状況]完掘する乙とができた。

[構 造]地下式坑の形態そもつ。

[入口竪坑部]開口部は主軸に対して横長の長方形。長軸� 1.40m/短軸1.18m/深さ� 2.35mo坑底

は主軸に対して横長の長方形。 長軸0.90m/短軸0.65mo坑!まは平坦であるが、主体部には緩やか

な傾斜で� 20cm程下がる� 長軸方位:N-32
0 

-WoO

[主体部]主軸に対して横長の長方形。 長軸2.27m/短軸� 2.15m/深さ� 2.58mo長軸方位� :N 

0

23-E。天井部はすでに陥落しているため、 天井部までの高さは正確には不明であるが、坑底から� 

135 cm程と思われる。

[覆 土]� 8層(4-----11層)に分層された。� 1-----3層は造成工事による堆積土と思われる。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

F群� T字形の土坑

今回は該当する遺構がなかった。� 
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H昔黄憎色士 ローム泊許 ・ローム小ブロァクをやや多く 含む。 しc- ー-c' 



第� 3節検出された遺構・ 遺物� 

国

国

慣乱� 

一一A' 

H丹 時1品色主 ローム小プロック ・円ームプロ ソク を僅かにきむ& 
2/， 誠尚色土凶 ローム粒子 ・口一ム小〆ロックを含む. 

3府 にぶい黄禍色土 ロームブロ ック を多く、 ローム小プ"ツク を合Il'. 
763D 
4崩� H面倒色上 ローム小ブロ ック ・口一ムプロ ックを含む、� 
5用 Ilff禍色 t ロ ムプロ� γク会多く、ローム小プロック を含む� 
6Ril熊楠色士 Jームプロック を多く含むFローム小フロ ック ・I

7 11'1 ロームブロック。� 
8 1í~1 口 ムプロ ック。� 

r.91c"i 母褐色土� 、ブロックを合t'1ロームブロシクを多く 、ローム
1/60 2m10隔 日音質褐色 ヒ ローム粒{..I:lーム小プU γクをf奇心。
 

11財 政鍋色土 口一ム粒子� .LJーム小プロ ック ・ロームブロック を会t，


763号土坑

第� 11図 土坑E群� 4 cl / 60) 

G群その他 (第4・7図、第� 3表)� 

753号土坑

遺構(第4図、第� 3表)

[位 置](8-3)グリッド。

[検出状況]火床部のみの検出である O

[検出状況] 752Dの入口竪坑部の覆土中から検出された。

[構 造]平面形:楕円形か。その他すべて詳細不明である O

[覆 土]焼土のみで覆土は確認できなかった。

門
/

つム



第2章 西原大塚遺跡第� 213地点の調査

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

754号土坑

遺 構�  (第� 7図、第� 3・10表)

[位 置](D-3)グリッド。

[検出状況]大部分が破壊され、 詳細不明である。

[構 造]平面形:楕円形か。規模:不明/深さ� 8cm。壁:ほぼ垂直に立ち上がる。長軸方位:� N-

28
0

- Wo 坑底中央に被熱部分が確認できた。

[覆 土] 5層に分層された。

[遺 物]鉄淳� (4点� : 45 g) と骨片か� cl点)が出土した。 骨片は分析なし。

[時 期] 中世以降。� 

755号土坑

遺構 (第 7図、 第� 3表)

[位 置](C-3)グリッド。

[検出状況]火床部のみの検出であるが、大部分が破壊され、詳細不明である。

[構 造]平面形:楕円形か。その他すべて詳細不明である。

[覆 土]焼土のみで覆土は確認できなかった。

[遺 物] 出土しなかった。

[時 期] 中世以降。� 

764号土坑

遺構 (第 7図、第� 3・10表)

[位 置](C -3)グリッド。

[検出状況]火床部のみの検出であるが、大部分が破壊され、 詳細不明である。

[構 造]平面形:楕円形か。その他すべて詳細不明である。

[覆 土]焼土のみで覆土は確認できなかった。

[遺 物]鉄淳� (2) ， 1、 ~ :100 g)が出土した。

[時 期]中世以降。� 

(4)板碑埋納遺構� 

1号板碑埋納遺構

遺 構 (第 12図)

[位 置](C-3)グリッド。

[検出状況]撹乱により 一部破壊されているが、土坑状の掘り込み内からの出土と判断した。

[構 造]平面形:掘り 込みは楕円形。 規模:長軸� 0.27m/短軸0.21mo /深さ� 19.5cmo壁:ほぼ

垂直に立ち上がる� 長軸方位� :N -550 - E0O

勺
�
 
/
]

Q
O
 



第� 3節検出された遺構・ 遺物� 

1'クを念1/:γ)、プロローム，� ローム靴下1官主主持虫色4崩1号 A

|阪
以、�  A
まり強� 

2厨 茶尚色土� uームプロ ックを多〈 、ローム純子 ・� IIーム小プロック� 4・含み、

炭化物柁下をi唖かに合わ. しまり釘1

ー，

強0，¥'Jや"J:Lム小プ口 ック を僅かに含む. ー-u，柁+ームU色土llb.育系 -"1 3 
4層 明義尚色上 ローム小ブロ ック ・炭化物粒� Fを儲かに含む� 

1/30 1m 

。1/4cm

第� 12図� l号板碑埋納遺構� (1/30)・出土遺物� 0/4)

フ]

[遺 物]板碑� l点を出土した。

[時 期]中世。

[所 見]土坑状の掘り込み内の出土であるが、板碑本来の基部は欠損していることから、設置され

たものとは考えづらい。そのため、 今回は埋納遺構と捉えることとした。

遺 物(第� 12図� l、図版� 6-2-1)

[板 碑](第 12図� l、図版� 6-2-1) 

lは板碑である。現存長� 19.5cm ・幅� 18.9cm ・厚さ� 2.1cm ・重さ� 1，660g。表面には阿弥陀三尊種子

が刻まれている。三尊は阿弥陀仏:キリークを中心に左脇侍が観音 :サ(向かつて左)、 右脇侍が勢

至:サク� (向かつて右)である。裏面には成形痕が顕著に残っている� 掘り込み内から正置の状態で埋O

められており、表面が北東方向に向き、約80
0

の角度で、立っていた状態であった。� 

(5)井戸跡 

8号井戸跡

遺構 (第 13図)

[位 置](C-2)グリッド。

[検出状況] 751 Dを切る。

[構 造]平面形:開口部は楕円形を呈するが、途中から方形に近い形を呈する。規模:開口部径� 

2.15 x 1.95 m、深さ� 60cm以下は1.17x 1.14m。深さ� 200cmまで、精査を行ったが、危険を伴うため途

中で精査を断念した。 開口部は漏斗状に大きく広がり、し芝はほぼ垂直に立ち上がる。足掛穴は� 3ケ所確

認できたO 壁への掘り込みは� 7 ~ 15cm。� 

Q
U
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国

121t;i 5昔前倒色上 小艇を 多く、 ローム位チを含み、ローム小

ブロック を飽かに含む. Lまり強. 
1:'io膏褐色上 ローム純� r・ローム小ブロシク・ ロームプ ロ


ック ・m化物粒子を含む< L主り強3
 

13


階褐色土� しま.tr子 ・ローム小ブロック を合ヰ士ローム層


居


A' 
16扇 町制色土 ローム粒「 ・ローム小プ打 、ノクを含み、小開


を僅かに含む。 しま り強4
 

14

IS

り強. 
時褐色 ヒ 口ーム位 許・ロームノトブロ シク和怖か1亡命む歯

レま 町中. 

川

1 8 !~ H膏H虫色七 ローム粒子 ・口ーム小プロック を倣カ、に含む。

しまり やや強. 
1i'i尚色十 ローム純子 'l/ーム小ブロック を合み、 ローム

プロック ・焼上松子 ，1、熊を倣かに合む内 しま

り強島� 
20屑 尚色士 ロームプ口 ックを多く、 ローム性� f・小熊を僅

かに含む. L圭円 やや強. 

17

19

I }i"i *岨色土 凶ーム粒 子・ ローム小プロ� ク ・ロームプ口ンIl! γM国� ~ 

目青袖色上 ローム位� T--コーム小プロ ック を慌かに含むe

しま りやや強υ� 

ク� しま二合む“'1車力-iAt枕千を含み、，}、縄をi

1層 目青梅色士

2居 時銅色j

3届� H仔飴色土

All.4m 
41iil u音褐色よ-

5届柑褐色上

6府 守t褐色土1


ローム紘イを多く、 ローム小プロ ック .tr合む、

しまり強、� 
ローム粒� f・ローム小プロγクを多く 、焼土� 

t'[子を僅かに合む. し主り強. 
ローム粒子 ・ローム小プ口� yクを多く 、続士

粒子を富む，しま り強電� 
ローム小プロンク を多く、 口ーム粧子{r含み、

ロームプロ ヅク・ 焼土粒子 ・小穏を僅かに含

む、 しまり強� 
ローム総� f・小限を含み、ローム小ブロック

を1曜かに含む. しまり 暢i 

ローム約千を含み.j主:l~粒子を怖かに合む。
し主 り強。� 

り~" 
侠化物粒子を僅かに合機を会み、口ーム粒子 ・十‘褐色尉22

む. L玄り弱.� 
23屑� It:l色 t 小際を含み、ローム粒� f・ローム小プロ ックを� 

i革かに含む. しまり環。� 
24宿 泊色土擦を含み、ローム粒子 ・快化物粒子を{生かに会� 

(r， しま り中嶋� 
25N) 1ニぶし、jIt/lj色上 小僚を多く ローム位� fを僅かに含むυ

しまりやや強，� 
26層 尚色十 小撲を多く、 ローム粒 了 ・ローム小ブロッ ク

炭化物粒子 ・縦士松イーを僅かに含むn しまり弱C 

27m 偽色土 小僚を多く、 ローム純子 ・ローム小ブロ ックを

僅かに含む.しまり弱週� 
28照 時氏側色 ヒ ロ←ム粒� F・小艇を含み、ロームノトプロ� y

クを僅かに含むc し主り中. 
29崩 暗骨量色土 居眠を含み、ローム粒子企倣かに含む。しま り

弱リ� 
30R百 褐色t 療を多く、 ローム粒子を含み、ローム小ブE ヴ

グを傑かiこ含む。 しま り中. 
7届 晴褐色土 ローム小プロ ンク を多く 、� c ム位� Fを含み、 晋他色士11 31Jfl 

ロームブロック ・焼十松イー・小擦を僅かに含 Eームプロ ック を~!fi1I、l二合む。しま り 弱 
む. ...まりやや強。 32r.7 ~品色上 ローム粒-f・ローム小プP;;ク ，療を含む~ し

..~IIりまロー・ローム小ブロック を多く、fローム粒情褐色上1l:l!凶 
ムプ日ンクを含む会� Lま り強� 33周� 1I青褐色仁 僚を台み、ローム靴下を僅かに含む，_ L:J:り� 

援を多く、 ロックブ‘・ローム小7ローム総� 

'lJo/i極階褐色 ローム小デロ� yタを多く、 ローム粒子 を省み、 '可'1
ロームブ口シク・ 小艇を僅かに合む。しま り 34Xii 1哨比倫色十� '"ーム詑子を多く、 燃を含み、ロームプロ
やや強. シク をf静かに含む。し」とり中. 

IU層 階尚色土 口一ム牧子 ・ローム小プロシクを合むu しま
りやや強含� 

11制 時1白色土 ロームKiーを含み、ローム小プロ ックを僚か

に含む.しまりやや強n
1/60 2m 

第� 13図� 8号井戸跡(1/60)


[遺 物]陶磁器・土器、石製品� l点 (砥石)、板碑 2点を出土した。

[時 期]中世(15世紀後半)

遺 物(第 15 図 3 ・ 5 ・ 13、図版 7-1-1 ~ 15、第 5 表〉

[陶磁器・土器](第 15 図 3 ・ 1 図版-7-1-1 ~ 12、第 5 表) 

l は磁器、 2~7 は陶器、 8 ~ 12は土器であるO

[石製品](第 15図� 13、図版� 7-1-13) 

1.
O13は砥右である� 長さ 7.3crn・幅4.5crn・厚さ3 crn・重さ 95.5g。左側面を欠損する O 平面は不整

長方形、断面は長方形と思われる。側面は上下両端が噛状に窄まる。使用面は正面、 右側面、裏面であ

る。使用面にはV字状の刃物痕、細かな線状の擦痕が残る。石材は凝灰岩である。

[板 碑](図版 7-1- 14・15)
 

14・15は板碑の小破片と思われるo 14は現存長� 10.5cm・幅� 5.3cm・厚さ0.7cm・重さ49.8go 15 


は現存長9，1 . 厚さ08cm・重さ53.3g0
cm・幅� 59cm・ . いずれも銘はなかった。� 

(6) ピット(第�  16・17図、図版�  7-2・第� 4・5表)

ピ ッ トとして捉えられた遺構は、 6 本 (1 ~ 6P) である 。 そのうち遺物そ出土した 2 ・ 4 P出土の

遺物について説明することとする。その他のピットは第� 4表を参照。� 

2Pは� (C-3)グリッドで検出された。出土遺物は土器� l点・石製品� l点(砥石)であるO 土器は

qu 
ハu� 



第� 3節検出された遺構・ 遺物

\~一正)-
¥ぐー ，トーでア

出
。 1 /4~m 仁二7 

2 

750号土坑出土遺物

1 11/4~m/4cm 

751号土坑出土遺物 752号土坑出土遺物

一間一
 
q コ:ロ� 

11/3~m 

756号土坑出土遺物 グ


。1/4cm 

760号土坑出土遺物

¥ミ:「仁三� Y
 

壮 三� f
糊書E範凶

。1/4cm 
。 1 /4~m

762号土坑出土遺物

757号土坑出土遺物� 

第� 14図土坑出土遺物C1/4・1/3)

~多3 

日
13 

1/4 
5 

10cm 11/3~m 

第� 15図� 8号井戸跡出土遺物c1� /4・1/3) 

-31-
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ej間後

1m1.1 

。k¥¥ (後� 

¥-@-

2m 

3号ピット� 

〆ノプ�  

- ~ -

11.70 

1 1¥''1 暗積約色よ ，，-ム純子 ・� Eームノトブロ ック� Q 
'D ームプロ ック� k多〈台� (1防� 

汽

2号ピット1号ピット� 

L<i:り 中� 
2 1tri 時制色土 ム柑子 ・ローム小プロック を� 

3
日

むu しま り中. 
1骨1m鮎色土 ローム総子 ・ローム小 3;;;i 峨le1色土 口←ム粒子 ・口一ム小プロ ックを

プロックを合み、炭化
やや多く、ロームブロック を刊か

物粒子を僅かに合む� ‘� 
に合む。しま り'i ~ r， 

5号ピット� 6号ピット� 

1/60 

第� 16図ピット(1/60)

ミぷ。
 i帰暗貨褐色上 ローム松� F・ローム1府 民側色ーヒ ローム粉チ� uーム� J]、
小プωロック ・ロームブロ ック ・ロームプロ
ブロ ックを多く合む� ックを多く、 焼上粒子

・焼土小プロック を僅

かに含むーし主り中司

遺構名� l 位置 平面形
実見模� (cm)

種士及び特徴 主な遺物 時期
長軸 短軸 深さ� 

1 P (C-3)G 隅丸長方形� 33 20 23 単一屑� (第� 16図� ) なし 中世以降� 

2 P (C-3)G 楕円Jl~ 50 38 45 
4屑� /上層 ローム粘下 ・ローム小ブロックをやや多く 含む
明茶褐色士、� l")昌 ローム粒ザ ・ローム小ブロックを含み、
ロームブロックを僅かに含む黒褐色上

土器� l点� (皿� )・
石製品� l点(砥� 
石)

15
巾t廿� 
( c) 

3 P (C-3)G 隅丸長方形� 44 36 20 単層� (第� 16図� ) なし 中間以降� 

4 P (C-4)G 隅丸長方形� 34 27 98 
単層 /ローム粒 J~ ・ ローム小フ、、ロック をやや多 く 、 ロ ームブ

ロック・ 炭化物粒子を合む暗褐色土そ基調� 
陶器� 2点(叩� )

中世
Cl5c中� ) 

5 P (じ4)G 隅丸方形� 33 32 77 単屈� (第� 16図) なし 中世以降� 

6P (C-4)G 隅丸方形� 44 36 76 3)胃� (第� 16図� ) なし 中世以降

第� 4表 ピット一覧

1.

円
/
一
]
�
 

さ220.5g。完形。平面は上半が噛状に窄まり、 下半が逆台形状となる� 側面は上半が長方形、 下半がO

三角形状となる。断面は長方形である。使用面は正面、両側面である� 使用面にはV字状の刃物痕、細O

かな線状擦痕が残る。 裏面は剥離面だが、 裏面中央と右下付近に縦方向の櫛歯状擦痕が認められる。石

材は凝灰岩である。� 

4 Pは� (C-4) グリッドで検出された。出土遺物は瀬戸系の陶器� 2点(皿)である。いずれも時期

は中世(15世紀中)である。

qu 

皿の体部小破片である。時期は中世(1� 5世紀)である。砥石は長さ� 12 cm・幅5.5cm・厚さ� 3.8cm・重



第� 3節検出された遺構・ 遺物

挿医|否十月
遺構1"， 陣日IJ 器種

法III 製作の特徴 等 推定産地 時期
図版番号 (仁m)

第� 14判� l
底部被片� /ロクロ成形/外国iI長郁にp回p転糸切り痕あ り/

中世
同版� 6-1-1 

7500 +告書 皿 両� [1.3] 片色調は明儲rr色/胎土に茶褐色粒子 ・ 粒を含む/!夜間l破 千[J由来� 
Cl 5c け i~後半)

/挫土 からの出才

一一
説� 3.3 八角椀/外口面碑底都部は付面取り / ~j台両I J り/外 l垣底許iqこ「十」

図第版14閃� l 7510 ~á;J招 碗� r1(80) の墨需/ 近そ!徐き白泥/胎土/の主色体調部は員仁|色 巾幽製
巾tt!� 

6-1-1 /，Ji:i-Iーは精錬されている/週存度60 %/:::H*ffsJ二倍から� Cl5c司，)
底� 3.7

の出土

第� 14図� l 市� [12]
灰柚/外商底昔r¥に1.121転糸切 り痕/内手外立商に黒い付着物あ 中|立

7520 陶器 皿 り/色調は灰色/胎土に令雲母� .i抄 を含む/底部破片 瀬戸
図版6ートl 底� 5.6

/入h竪ぢ[郁覆土中からの出土� 
(15('中)

口B評sはl.I'ri取りされ、 中央が容んでい る /平底/色調は
内外UII黒色、胎上の色調は淡茶褐色/内外面ナ デ /胎片土 寸rtf:J.

!さIJ肝'z6-1-1 7560 -1土器 土鍋 日j58 
に茶褐色粒子 ・ 雲母 ・ 砂:悦を富む/口縁部~ I底部破 / 

住地系� 
5c) 

布土内からの出よ

図版� 6-1-2 7560 卜幣 十J品 作� 0.9
ム12.底/色調は暗茶褐色/除土に茶褐色粒子 ・記英 ・角閃� I在地系 中世
石 ・ 露間 ・ 砂位を含む/底存ß破片/覆 1~中か らのI-L\ --!二 (15c) 

第� 14図� l 
~Î 2.7 

染付/内面 玉取獅子文、に外欠出揃)宝/:珠坑唐底華J全ーか/らiJdのイ了出度土は 巾世
7570 磁鼎 阻 口� 12.2 巾岳l製

阿版6-1-1
底� 7.3 

I J:i正、完JfJ品 ( U縁部を1~主力 、 Cl5c後'j':)

高� 10.4
注uあり� /lJ惇部は面取り/平底/色調は明茶褐色/胎

第� 14図� l 
7600 陶器 片口鉢 口� (292)

ょに円色砂粒 ・小石を多く、 茶褐色粒子 ・石英を含む/
持n骨� 

1ヤドl 

1~1l& 6-1-1 休部外面 に は +rj\lJi~形痕が残る 、 P;j i苗はナデ/遺存度� Cl5c中)
底� (128) 

15 %干呈

凶第!1E14 M l 日� [21J 正~台あ持灰り11/糊卜1半/|jj~胎l面底士見部込の破み色片調に/はピ覆9ン5土留白中め色か//ら胎内の土面1陸1は1土部精にr"1泥、そ� (1中5仁世巾)7620 陶器 碗 の他は 錬されてい 寸l邑l製
6-1-1 底� (46)

る /体

図版� 7ート� l 8W ii話 67~ 阻 陣� 0.3 染村/口部縁ノはト破知片く 外反する~:か/ら内の部出:閣線、外面 草花文 中国製
中ill

か/仁|縁 /泊ー土l 十� Cl5c後半) 

|ヨ版7-1-2 8W ~1~J~:m 盤 高� [2.7] 日持苦si，よ捷台半し|小縁倣状片//灰荷軸主/14胎3か十らはの精出錬土されている/υ 中国製 (中15山c)縁部~(本部よ

第� 15図3 同� [1.2J 
高台/外国底部在除き灰軸/内面見込みにピン留め /胎

中世
8W 陶探 碗 土の色60調%は遺黄停白/色船/十j治中土力、は精錬さ士杓ている/休部下半~ 仲間!日か

岡版� 7-1-3 底� 3.0
底部 らの出� 

Cl5仁か)

問販� 7-1-4 8W  陶器 凪l 厚� 0.4 刷毛� Ilf皿/ HiE富~士下の半色小調破:よ片淡/茶柑褐土色中/か胎ら土のに出白上色砂粒を吉 中国製
中|註

む/体都中� Cl5cか)

前� 15同5
市� 5.7 大皿/口縁音sは菊型1/内出に松・梅が描かれている/向

巾|世
8W 陶器 皿 口� (24.0) 台/船上の色調は淡黄色/胎ょに砂粒 ・小nを僅かに含 瀬戸

図版� 7-1-5
使� 132) む/遣存l支は� 30% 

Cl5c後よド) 

lぎI J ~~ 7-1-6 8W 陶器 回� l事� 0.6 二品剖手小/破胎七の/開色土調巾はか日帯条褐色。/胎七は精錬されている 朝鮮製� '1'出
/底 片/ らの1::1"，十 (15c) 

外面灰紬/酷士の色調は黄白色/胎士は精錬されている� 

(中151Hc)図版� 7ート7 8W 陶器� j阻 厚� 0.3 /休部小破片/ 1陪茶褐色/胎土に金雲母 ・白色fl'J!位そ含 l十i国製

む

ロクロ成形/rJ樗部は面取り/色調は明償色/胎土に石I:t¥ 
中世

図版� 7-1-8 8W イて鼎 四 首j /2.1] 英 ・雲母 ・砂粒を常む/仁l縁部小版片/開土Lいからの イリ出系� Cl5c141) 
士

口クロ凶JTJ/il唇部外面は面取りされ尖っている/胎土
巾世

図版� 7-1-9 8W  オ二掛 皿 高� [30] の色調片は晴黄褐色/胎土は精錬されている/u縁部~体 在地系� 
(15c)

fj's小破 /部十iわからの出十

ロケロ戚形 /外面底部に恒l転糸切り 痕/!治十の色調は同
中ttt

図版� 7-1-10 8W  土問 田 高� [28] 茶褐色/らの胎出土は精錬吉村ている/休部~底部ノト破片/覆 在地系� 
(15c中)

土中か 士

一
図版� 7-1-11 8W  土器� ffil 再[0.8 ロクロ{成本部形~/!色良部調ノはl¥破煎片褐/色覆/土目白巾上かにら茶の褐H色仕柑子 ・I沙:同を 在地系

中山
含む/ Cl5c中)

凶版� 7-1-12 8W  土招 ート鍋� !宇� 0.7
平底/色調は男、茶褐色/!j台十に角閃石 ・砂粒を;今む/底

在地系 不明
音日小破片 /粒ヰ中からの出土

図版� 7-2-1 2P -t-.出 illl 恒� 0.5
ロク ロ民JI'~/ 色調は明燈色/IJf:'ì土に砂粒そ含む、/体部小

干[l也系� 
1十'ttJ

政片/誼土中力、ちのLl:¥よ� (15μ) 

第� 17岡� l
高� 2.2

日縁部は外反/基笥底/内外面に恢紬/丹台土の色調は灰� 
cl巾5c1せ中)図版� 7-2・l 

4 P 陶器 阻� iJ|E(lO O) 白色/:陪土は精鞍されている/遺存度は� 60 %
瀬戸� 

5.2 

第� 17図乙
高� 2.0

口綜部はやや色内/湾胎/士碁は笥糟)j主錬/さI人}れ直lて底い部るを/除遺き存灰度利は|/6胎0土
巾|け

4 P 陶器� illl L|((96 8) 瀬戸� 
|主]):& 7-2-2

底� 0)
の色調は灰tl ë，/~éì :t i J: ffl $lli ~ :tlT l; \ G /ì~NJ!Hj: 60 % (1 5c中)

つJつJ 

第� 5表 中世以降の土坑・井戸跡・ピット出土淘磁器・ 土器一覧
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第� 2章 西原大塚遺跡第� 213地点、の調査� 

( 7 )遺構外出土遺物

ここでは、 表土や撹乱から出土した遺物、そして遺構内であるが、明らかに他時期の混入品である遺

物を前節までの各時代の出土遺物と区別し、 遺構外出土遺物として扱う� O

今回、遺構外出土遺物としては、縄文時代の遺物、弥生時代後期~古墳時代前期の土器、中世以降の

遺物に分類する。なお、中世以降の遺物については、今回、 遺構外出土遺物として扱ったが、多分に近

世前の造成工事に関連する遺物も含まれているものと思われる。

|挿図番号 出極 石材 長さ 中高� !与さ 雪組 特 微 出土位置

第� 181:xll 
図版� 7-3-1

;1~1片 黒色頁岩� 26.3 205 7.4 2.4 
十Ti百部を折損/背l函の剥能離面構成は上位方� [njの剥離
面のみ/旧石器時代の口I性あり

迫構外

第� 18図2
図版� 7-32-

剥片 黒曜石� 24.3 18.0 5.3 2.2 
上上端部、右側縁の一部を欠損/背面の剥離面構成は
位、積位方向/左側縁部に縁辺を取り込む縦方向� 

の剥離あり
(0-3)G 

(単位 :mm，g) 

第� 6表遺構外出土石器一覧

持l主|番号 結種 部位� i古屋
器形 ・形態 文様 ・ 特 徴 胎土

時!割 /:tI土遺構
図版番号 種別 温存状態� (cm) 型式 出土問置

図第版187R13 
地文は� Lの撚糸文を縦(立に施

縄文中期後葉 遺構外� 
-3-3 

深鉢 Il縁� l巨� 1.3 僅かに内湾する 文/は降|常帯茶2本によ り曲線文/ 石災 ・砂粒を含む� 
(加曽利� E 1式)� (0-3)G

色調 掲色

第� 18図4
地文は� Rの撚糸文を縦位に施

縄文中期後葉� 
t五11恥7-3-4

深鉢 Jl同 厚� 1.0 f革かに外反する 立/隆梢� 1，本に より懸垂文/ 石英 ・砂粒を含む
(加曽手IjE J式) 

7630 
色白Ii~は!黒茶褐色

第� 18図5 枕線に より/F楕1;:1色ほ円調R文Lはと単11音懸節茶垂縄褐文文色をが 子i:L定 ・角閃fごiを含 縄文中WJ後葉� 7630
?宋鉢 1]同� J草� 1.2 備かに外反する 施女/区画

同版7-3・5
充4-"[される

む (加曽利� EIII式) 入口竪:tj [部

第� 18図6
深鉢 月間 単� l.l 健かに内湾する

地文は縦llLの条線文/色調は 朽英 ・|ム|色砂粒を 縄文中期後葉
遺構外

同版7-3-6 内面が出色、外面が明茶褐色 合む� ()J O関手IJE式)

粗製土昔話と忠われる/斜行す
第� 18fき17 

j京鉢 胴 厚� 0.9 僅かに内湾する
る粗い条純文が施文される/

石英� .{i't粒を含む 縄文後期 遺構外
図版� 7-3-7 色調は内面が黄褐色、外面が

黒色

第� 18図8 胴間1ド半ですLみを
内面 ハケナデ/外面 ハケ

員褐色粒子 ・砂粒
弥干l生干墳後前期期~ 7520 

限l版� 7-3-8
ー笠ムE IJI~I 惇� 0.7

もつ 門調/整附後土ヘのヲ色磨調きは調j炎整i/外面 を合む 入口室長坑部
赤彩 黄褐色

閃第版l87阿9 胴部fi'(古でflみを
|付間| ハケナデ/外国 ハケ

黄褐そ色含粒む子・砂粒・ 弥古生墳後前朋問~ 7520 
-3-9

宝E 保| 厚� 0.6
もつ 赤目彩調/整丹後向上ヘのラ色磨調きは調淡整茶/褐外色面 小石 土休部

第� 18図� 10 高� 
S字型/ 1人!面 横ナデ/外

石英 ・雲町 ・砂粒� 7520
謹 口~~ま r[綜部はS字状 間 口縁は横ナデ、以下はハ 古墳前期

|当版7-3-10 [27J 
ケ白調整/色調は賛同色

~~守む 主体部

ト

第� 18図� II 11織は僅かに外反 口陸部は刻みなし支部/はI人|軽外し商リ� 7500内
凶版7-3-11

盟� I~緑 厚� 0.5
する

/¥ケ 回調盤後口緑 横 砂粒イE含む 古墳前期
カクラン

ナデノ色調は淡茶褐色

第� 18函� 12
塑� Jl~J 厚� 0.6 丸みそもつ 黒内外面 ハケ 目調幣/色調は 石英 ・黄褐色社子 弥生後期~ 7520 

図版� 7-3-12 褐色� ?を含む 古墳前期 主体部

議� 18凶� 13
内外面 ハケ日調整/円台上の� 

7520 
関版� 7-3-13

聾 胴 厚� 0.5 丸みをもっ 色調は淡茶褐色を基調/外面 黄褐色粒子~~含む r!ー;J古前期
人口竪坑部

は燦けて出色

第� 18図� 14
聾 月刷間l部~ 高 「くj 字状に屈曲す 台付塑/内外iii ハケ同調整 石英 ・白色砂粒を 弥生後期~�  

7510
~1I板 7-3-14 [3.0] る /色調は時赤褐色を基調 そ含む 占墳前期

第� 18図� 15
聾 底� 

I司 底部は平成 調内外面 粗レハケ 円調整/色 砂粒宅d 'iJかに含む 古境前期� 
7500内� 

i珂版� 7-3-15 l2.2] はH音黄間色 カクラン

第� 7表遺構外出土土器一覧� 
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第� 3節検出された遺構・ 遺物� 

1.縄文時代の遺物(第 18 図 1~7 、図版 7-3-1~7 、第 6 ・ 7 表)

[石 器](第 18図 1・2、図版 7-3-1 ・2、第� 6表)� 

1 • 2は剥片で、石材は� lが黒色頁岩、� 2が黒曜右である。

[土 器](第 18 図 3~7 、図版 7-3-3~7 、 第 7 表) 

3~6 は中期後葉の加曽利 E 式土器である o 3 • 4は加曽手iJ� E 1式、� 5は加曽利� EIII式であろう� O 

7は後期の粗製土器と思われる O 

2.	 弥生時代後期~古墳時代前期の土器(第 18 図 8~ 15、図版 7-3-8~15、 第 7 表)
 

8 • 9 は壷形土器、 10~ 15は窒形土器である
O 

3.	 中世以降の遺物(第 18 図 23~27、第 19 図 37~42 ・ 47 ・ 49~60、図版 7- 3-16~26、


図版8-27~60、第 8~ 10表)


[陶磁器・土器] (第 18 図 23~27、第 19 図 37~位、 図版 7 -3 - 16~26、図版 8 -27~46、 第 8 表)
 

16~22 は磁器、 23~36 は陶器、 37~46 は土器である。時期的には中世 02世紀中 ) ~近世( 18 


世紀後半)と幅広いが、中でも中世� 05世紀中)の遺物が安定した出土状況を示していると言える
 O

[土製品](第 19図47" 図版� 8-47・48)
 

47・48は羽口と思われる
 O 

47は破片で、 円筒形そ呈し、現存畏� 4.8cm・径� 7.6cm・中心孔径2.0cm・重さ� 140.5g 表面調整は0

軽し1ナデが施される。色調は淡黄褐色そ呈し、胎� -jJこは砂粒・茶褐色粒子を含む。� (C-3) グリッド

からの出土。� 

48は先端部の小破片で、現存長4.6cm・幅4.0cm・厚さ� 2.8cm・重さ� 32.9g 羽口はかなりの高熱を0

受け、金属酸化付著部分が見られ、内部まで暗褐色に変色している。基部の色調は明樺色そ基調とし、

胎土には白色砂粒そ多く含む。

[石製品](第 19 図 49~53" 図版 8-49~53) 

49~53 はいずれも砥石である O 

49は長さ� 12.4cm・幅3.6cm・厚さ� 3.1cm・重さ� 150.0g 下端部そ一部欠損。平面は長方形である� 0	 O

側面は台形である。使用面は正面、裏面である。正面には� V字状の刃物痕、細かな線状擦痕が残る。 両

側面と裏面の一部には成形時の工具痕が認められる。石材は凝灰岩である。� 

050は長さ� 11.3cm・幅� 3.5cm・厚さ� 3.4cm・重さ� 156.0g I~.J端部を一部欠損。平面は畏方形である O

側面は不整の三角形である。使用面は正面、左側面、裏面である� 使用面に細かな線状擦痕が残る。左O

O側面の一部、右側面に成形時の工具痕が認められる� 石材は凝灰岩である。� 

51は長さ� 10.2cm・Ijl@3.9cm・厚さ� 2.1cm ・重さ� 99.0g 上部そ一部欠損する。平面は長方形である� 0	 O

側面は下半部が窄まる。使用面は正面、左側面の一部、右側面、裏面である� 使用面に線状擦痕が残O

る。左側面の一部に成形時の工具痕が認められる。 石材は凝灰岩である。� 

52は長さ 10.3cm・|幅5.0cm・厚さ 3.1cm ・重さ� 165.5g 下端部を一部欠損。平面は不整長方形であ0

る。側面は台形である。使用面は正面、裏面である。使用面に線状擦痕が残る。正面・ 裏面の一部に成

形時の工具痕が認められる。石材は凝灰岩である。� 

53は長さ� 6.9cm・幅� 3.9cm・厚さ� 2.4cm・重さ� 77.0g 上端部を欠損。使用面は正面、左側面、底両0

ウqu 
i



第� 2章 西原大塚遺跡第� 213地点、の調査

図版番号 種別 器栂
法量

製作の特徴等 推定産地� | 出土位置 時期
(cm) 

図版� 7-3-16 磁器 鉢 高� [15J
青磁/高台/j拾土の色調は灰色/円台止は精錬されて

中副製� 
755D内 中↑it

いる/底部破片 撹青L (l4c前、!っ

凶l版� 7-3-17 磁鴇 J簡 陣� 1.1
青磁/梅瓶/外面に灰紬/胎土の色調は黄白色/胎

中国製
遺構外 中世

土は精錬されている/被熱/胴部破片� (0-3)G (l2c叫1)

図版� 7-3-18 磁器 碗� L中[0.5 染付/外商 羊花文/体制i卜半小破片 肥前系 遺構外
近� l:tt 

(l8c前半)

図版� 7-3-19 磁開 碗 高� [45] 柴{寸/外面不明文帳/休部仁半~ 下半破片 肥前系� 
756D内 近世
撹乱�  Cl7c中)

凶版� 7-3-20 [必~~ 阻 日� [23] 染付/高台/内面草花文/外面 圏 綿/底部破片 肥前系 遺構外
近世� 

(17c中)

図版7-3-21 磁器 碗 高� [13]
染付/高H台Ti/内面菊花文、網リ文、外面 網目文、 肥前系 遺構外� Cl8近c前位半)見込みに し渦福/底郁小破片

図版� 7-3-22 磁器 瓶 高� [5.0J
染付/僅かに外傾する形状/外面 圏線、不明文様

肥前系� 1基本上居� 2Tr
近世

/体部破片� (18c前半) 

I告i 6.1 
口縁内部は世かに外匠調事にに/黒は週削暗色存茶のり症褐付出は昔色し6高/物0台/上流し掛色けによ第� 18図23

附器 腕� lゴ10.2
る泥/胎上の色 胎 に白 砂粒を

中国製� 
7540内 中間� 

IlIW :Z:7-3-23 
底� 4.7

僅かに含む/内前底面 あり 、破損後に付 撹乱� Cl4c後半)

者、漆か/内面部 %/被熱

第� 18岡� 24
高� 2.4 ，志野手証1/削り色高/台胎/土内は面糟買童込みに ピン留め/胎上の 基本士層� lTr 中世

閣版7-3-24
陶器 田l LJ(11.1) 色調は黄内 錬されている/遺存11.lは 瀬戸� 

(D-3)G Cl6c中)
底� (65) 30% 

第� 181型25 高� [2.4J
削 り高台/).火縄1/内面見込みにピン留め/胎士の色� 

(1中6c世中)陶器 鉢 調は黄門色/胎土に砂粒を僅かに含む /被熱/イ本部 瀬戸 遺構外
図版� 7-3-25 底� (21 F半~底部� 50%遺存

第� 18凶26
高� 2.5 

r ~ I J り 高遺布存/度胎土の色調は黄白色/胎七は精錬されて 基本上層� lTr 中世

図版� 7-3-26
陶器 日 口� (52)

いる/imff:&'20%j立石
瀬戸 ・美濃� 

(D-3)G Cl5c中)
民� 52)

第� 18図� 27 F向指 碗
高� [1.6] 高台/灰軸/胎上の色調は灰白色/胎よは精錬され

中国製 遺構外
巾世

図版7-3-27 底� 2.8 ている/体部下半~底部70%遍存� (15c) 

図版� 8-28 陶f/;;; 皿 高� [2.7J 底部を除き/J火円紬縁/部胎~士体の部色ノJ調、破はJ淡灰色/胎土は粘錬 瀬戸
遺構外 中世

されている 片� (C-3)G Cl5c中)

図版� 8-29 陶器 皿 厚� 0.6 内外面に灰軸 /胎十の本部色小調破は片j長白色/胎-1:は精錬さ 瀬戸� 
i宣楠外 中世

れている/仁|縁部~体� (C・4)G Cl5c中)

図版8-30 陶器 皿 高� [27] 高/古胎一上部あり錬/さ底れ部てをい|徐るき/灰口軸線/部胎~土底の部色破調片は灰白 瀬戸 遺構外
巾世

色 は精� Cl5c巾) 

i~l)阪 8-31 陶器 皿 高� [22J
口縁部内外出に灰紬 /Il台土の色調は黄|二l色/胎ょに

瀬戸
遺構外 巾1'1士

砂粒を僅かに含む / u縁部~ 1本部小般戸[ (C-3)G Cl5c巾)

図版8-32 陶器 針: 高� [201 内外面にむ灰/利l口/線胎部土~の{色本部調小は破黄片白色/H台土に砂粒を 瀬戸
遇措外 中世

僅かに含 (じ2)G Cl5c中)

げんとつ碗か/土内面 駅錬精b/外商 鉄紬体/胎土の色 遺構外 近世
12]版8-33 陶器 碗 同� [20J 調は灰白色/ 胎 は精 されている/部~民都小 瀬戸� 

(C-3)G Cl8c後半)
破片

図版8-34 陶器 揺鉢 高� [5.5J 櫛回 14:2ドー単位/内外商に、る鉄/紬休/部胎F上半の~色底調部は破淡片黄 瀬戸
遺構外

褐色/体部は精錬されてし� (D-2)G Cl5dをふ!っ

櫛鼓片円� 13本一単位か/内外面に鉄柚/胎土の色調は淡 遺構外 巾世
図版8-35 陶器 播針i 高� [40] 褐色 /休部は精錬されている/休部下半~底部破 瀬戸� 

(C-4)G Cl5c後半)
/内唾iは櫛目が消えるほどよ く使われている

図版8-36 陶器 摺鉢 厚� 1.1
櫛日� 14本確認/内外面に鉄紬/胎土の色調は淡黄褐

瀬戸
遺補外 中世

色/体部は精練されている/体部下半破片� (D-3)G Cl5c後士|王)I 

第� 19図37 高 い2]
口クロ成形/外面底部に回転糸切り 痘/色調は淡{サ茶

通構外 中世
ゴー器� Jill 褐色/胎ょに角閃石 ・砂粒を含む/内箇に黒い 着 在地系

図版8-37 底� (6.6)
物あ り、 襟か/休部下半~底部� 50%遺存� 

(0-3)G (15c) 

第� 19悶38 高� [12]
ロクロ成形/外面底部に回転糸切 り痕/色調は淡茶

迫構外 中世� 
J.RlH&8-38 

士鵠 皿
底� 5.3 褐下半色/胎底部土に茶褐色粒子 ・砂粒 ・小石を含む/体部 在地系� 

(0-3)G Cl5cItr) 

~底� 50%遺存

第� 19図39 高� [09]
ロクロ成形/外面底部に回転糸切 り痕/色調は暗茶

中世
土器 皿i 褐白色/胎土に砂粒を含む/内面底部に煤付 /灯明 在地系 遺構外

図版� 8-39 底� (68
として使用されたと思われる/陸部破片� 

Cl5c中)

高� 2.4
かわらけ/器形は全体に外傾 し、口縁部はシャープ

第� 19凶40
よ器� 101 L底I(11.4) 

な作り /平底/外面底部に回転糸切り痕/色調は淡
在地系

遺構外 中世
凶ffu.8-40 樟度色/胎上に茶褐色粒子 ・雲母 ・砂粒-i:"含む/辿存� (D-3)G (j5c(:'11)

7.9 
70% 

第� 19図41 高1長[1.4] 
ロクロ成形/内面庶部は需む/外市底部に回転糸切� 

7550内 中I世
土器 皿 り痕/色調は暗茶褐色/f1台上に白色針状物質 ・砂粒 在地系

図版8-41 6.8 
をpr'む/内面全体が黒 く煤けている/底部のみ遺存

托'l:i5L� Cl5c中)

Q
U

つ
�
 

J
 

第 8表 遺構外出土陶磁器 ・土器一覧(1) 



第� 3節検出された遺構 ・遺物

図協号 | 削� IJ 器種
法量
(cm) 

製作の特徴等 推定産地 出土位置� j 時期�  

第� 19図41
図版8-42

イー器 皿 高� 111211 
底� 5.7

ロクロ成形/外面底部に剖転糸切り痕� /色調は明檀� 
色� /胎土に茶褐色粒下 ・砂粒を含む� /底部のみ� 30%
迫存す

布地系� 75撹0乱D内 巾位
(15c中� )

凶版8-43 土器 知焔 高� [58]

口宮部は面取りされ、 斗l央がやや窪んでいる/平民
/色調は内外面黒色 /内面に黒い付着物あり、 外面� 
全体� lこ煤付着/内外面ナデ� /胎土� lこ雲母 ・砂粒Jを含� 
む/口縁者� |ト底部破片

{[地系
遺構外
(C・3)G 

中I世
Cl6c後半)

図版8-44 土器 士宮焔 厚� 1. 4

口待部は面取りされ、 平坦/胎土の色調は淡茶褐色
/外面は黒色/内外面ナデ� /船土に金雲母をやや多
く含み、有英 ・砂粒 ・小石を む� /口縁部� ~体部小
破片

在地系� 
754D内
蝿乱� 

中世

C16c後半� )

凶l被8-45 土器 倍焔 厚� 1. 0
口層部は面取り され、平坦/色調は黒茶色� /胎十の色� 
調は淡茶褐色� /内外商ナデ/胎十に 褐色粒子 ・砂
粒を含む /仁|縁部 ~ í本部小破片

在地系
755D内� 
悦乱

(16ヰt '後l立半� )

凶版8-46 土器 倍t各 厚0.5
平底/色調は灰褐色� /胎上に砂粒を僅かに 台む� /底
部破片� 

在士山系
遺構外
(C-3)G 

中� 11t

第� 8表遺構外出土陶磁器・ 土器一覧� (2)

挿図番号 銭貨名 外径 |方孔一辺 厚さ 重量 初鋳年� i宣存状態 出士位置 備 考

ヨ19幽� 57
図版8・57

皇宗通賀� 2.6 0.6 0.2 2.8 1039年 ぺ~ nノ去口に口1 (C-3)G 遺存状態やや不良

第� 19区158
図版� 8-58

皇宗通貨� 2.5 0.6 0.2 12 1039年� 50% (C-3)G 遇存状態やや不良

第� 19図� 59
図版� 8-59

皇宗通費� 2.6 0.6 0.2 12 1039年� 70% CC-4)G 温存状態やや不良

第� 19図� 60
同版� 8-60

政和}畳間 2.5 0.6 0.1 13 1111年� 90% 遺構外 遺存状態不良

(単f立n:m.g) 

第9表 銭貨一覧

第� 10表 鉄 淳 の 数量

である。また、右側縁上部に曲線状に挟れた使用面が認められる� 使用面に線状擦痕が残り、正面、両O

側面にV字状の刃物痕が認められる。石材は滑石である� O

[金属製品](第 19図54'""'--'56、図版� 8-54'""'--'56) 

54・55は鉄製品で、� 56は銅製品である。� 

54は鈍か、� 55は釘である o 54は現存長10.9cm・幅1.0cm・厚さ� 0.8cm・重さ� 19.4g 0 先端はやや尖っ

ており、茎部との境は段をもっている o 55は現存長� 3.4cm・幅0.8cm・厚さ� 0.4cm・重さ1.� 8g 両端0

部は欠損している O 

56は銅環である。最大径� 2.8cm・最大厚� 0.7cm・重さ� 15.5g 。完形品。

[銭 貨](第 19図57'""'--'60、図版� 8-57'""'--'60、第� 9表)� 

57'""'--'59は皇宗通費、� 60は政和通費である。いずれも遺構外の出土であるが、調査当初に遺構確認

面と考えていたほぼ上面からの出土であるため、近世前の造成工事に関連する遺物と思われる。

[ 鉄 淳 ](第 10表)

鉄淳は遺構出土と遺構外出土がある。第� 10表は本地点出土の鉄淳の数量をまとめた表である。� 

qu 
G
d
 



第3章 中野遺跡第� 102地点の調査

第� l節遺跡の概要

中野遺跡は、 志木市柏町� 1丁目を中心に広がる遺跡、で、東武東上線志木駅の北方約1.� 2km~こ位置 して

いる。本遺跡は、北側に柳瀬川を臨む台地上に位置し、標高は北端で約� 9m、南端で約� 11mを測り、

台地縁辺は緩やかに北側の低地に移行している O 遺跡の西側には南北方向に谷が入り込んでおり、その

谷の西側には城山遺跡が広がっている� 遺跡の現況は、宅地化が急激に進んでおり、現在では畑地はほO

とんど見られなくなっている O

本遺跡の最初の発掘調査は、昭和� 59(1984)年に実施された第� 2地点で、これまでに� 108地点の調

査 (平成 31年 1月31日現在)が実施され、旧石器時代、縄文時代早~晩期、弥生時代後期、古墳時代

後期、奈良 ・平安時代、中・近世、近代に至る複合遺跡、であることが判明している。

第� 2節調査の経緯�  

( 1 )調査に至る経過

平成29年� 5月、仲介業者である� JAあさか野から志木市教育員会(以下、教育委員会)ヘ開発計画地


内における埋蔵文化財の有無及び取り扱いについての照会があった。志木市柏町� 1丁目� 1489番� 1・3
 

-------6号 (総面積 895.00rrD地内に道路設置及び分譲住宅建設とした内符の取り扱いである。


とれに対し、教育委員会は当該開発予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である中野遺跡(コード� 

11228-09 -002)に該当するため、大旨下記のとおり 回答した。

1.開発計画の策定を行った上で、埋蔵文化財確認調査依頼書を提出された後に埋蔵文化財確認調査

(以下、確認調査)を実施して、その結果に基づき、 当該開発予定地の埋蔵文化財の有無及び取り

扱いについて回答する� O 

2. 上記� lの調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合、埋蔵文化財の保存措置を講ずること� まO

た、やむを得ず土地の現状を変更する場合は、記録保存のための発掘調査を実施する必要があるこ

と。なお、道路設置部分については「埼玉県埋蔵文化財発掘調査等取扱い基準」に従い、発掘調査

の対象となること O 

5月� 9目、教育委員会は土木工事主体者である個人(以下、工事主体者)より確認調査依頼書を受理

し、中野遺跡第� 102地点(総面積895.00rrDとし、� 5月29-------31日で確認調査を実施した。その結果、

多数の遺構を検出した。確認調査の詳細については、第� 2節� (3)を参照されたい。教育委員会はこの

結果をただちに仲介業者であるJAあさか野に報告し、保存処置について検討を依頼した� O 

6月9日、工事主体者と� JAあさか野と教育委員会の� 3者にて確認調査の状況説明と埋蔵文化財の保

存方法の検討、発掘調査に関する手続きの流れについての事前打合せを行った。岡田には、志木市埋蔵

文化財保存事業受託要綱の規定により、志木市埋蔵文化財保存事業申請書が工事主体者から提出され

ハせ
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第3章中野遺跡第� 102地点の調査

た。その後、 工事計画が確定し、その内容は道路新設工事を伴う� 6棟の分譲住宅建設というものであっ

た。再度、� 3者にて事前打合せを行い、分譲住宅� 6棟部分においては十分な保護層を確保できるため、

盛土保存とし、道路新設部分および、雨水浸透トレンチ部分については発掘調査を実施することに決定し

た� (発掘調査面積� : 180.82rrD。� 

9月� 15白、教青委員会は工事主体者と� JAあさか野と発掘調査に向けた事前協議および発掘調査実施

前の現地打ち合わせを実施した。� 9月25日、志木市は埋蔵文化財保存事業に係る協議書を工事主体者

と取り交わし、� 10月2目、埋蔵文化財保存事業に係る協議書をもとに工事主体者と委託契約を締結し

た。� 

9月20日、教育委員会は埋蔵文化財発掘届及び埋蔵文化財発掘調査の通知を埼玉県教育委員会に提

出した。ごれにより、教育委員会を調査主体とし、� 10月2日から発掘調査を実施した。� 

(2 )住宅建設部分の取り扱いについて

今回発掘調査を実施しなかった住宅建設部分の取り扱いについては、� l号棟では、個人住宅建設を行

いたい旨の照会があり、個人から埋蔵文化財発掘居および設計警が提出されたため、保存措置について

の協議を行った。その結果、地盤改良工事(柱状改良〉を施工する計画であるため、保護層� 30crn以上

を確保できないととから、中野遺跡第� 102①地点として発掘調査を実施する乙ととした(発掘調査期

)。日11月1年31日~平成 7月12年30間:平成� 

中野遺跡第� 102①地点以外の� 5棟分の分譲住宅建設については、株式会社康和から再度設計図そ提

出しても らい、保存措置についての協議を行うこととなった。現在(平成� 31年1月31日)、� 3号棟� (中

野遺跡第� 102地点の南東隅〉については、協議の結果、保護層� 30crn以上確保で、きるととが可能であっ

たため、盛土保存として取 り扱うこととした。平成� 30年� 11月28日に� 3号棟の工事立会そ実施し、正

しく盛土保存が行われていたととそ確認した。なお、この� 5棟分の分譲住宅建設については、中野遺跡

第� 102②地点とした。� 

(3 )発掘調査の経過

乙こでは、発掘調査の大まかな経過を説明することにし、各遺構の精査経過については、第� 11表の

発掘調査工程表に示した。� 

10月2日 午前中、敷地内に雑草が生い茂っていたため、 重機(バックホー)による除草作業

を行う� 午後から重機による表土剥ぎ作業を開始する� 残土については、調査を実施O O

しない宅地部分に置くこととした。
 

3日 表土剥ぎ作業� 2日目。残土の整備を行う
 O 

4日 表土剥ぎ作業� 3日目。表土剥ぎ作業に併行して、人員導入による発掘調査を開始する。

まず、器材の搬入と調査準備を行い、その後調査区整備と遺構確認作業、遺構検出状況

の写真撮影を行った。午後からは遺構精査を開始した。中世以降の土坑� (422D)の精

査を開始する。また、調査区東側の段切状遺構については、調査区中央の東西方向に土

層観察用のベルトを設定し、 覆土を掘り下げた。本日で表土剥ぎ作業を終了する� O 

5日 基準点測量を行う� 中世以降の土坑� (423D)の精査を開始する。� 423Dは精査を進O

める過程で、地下式坑と判明した。� 

-42-



第� 2節調査の経緯�  

10月上旬� 423Dの精査を終了し、中世以降の土坑� (424D) と古墳時代後期の住居跡� (85H)

の精査を開始する。422Dでは、西側壁際に工具痕が検出されたため、工具痕を写具 ・

平面図に記録した。� 

10月中旬� 424D、85Hの精査を行う。85Hで、は遺物出土状況の写真撮影を行った。乙の時期は

台風など雨天により、調査ができない日が多かった。� 

11 月� 12月� 

5口

10月� 

日301:1 25日20日15円10:15125fJ円201:1 日10日5
¥ ¥¥  

15 30日� 

10.2L..- 10.4表土剥ぎ作業� 

10.12 11.885H 
守� 

11.14 11.22260D 
一ー� 

11.11 11.24261D 一一�  
1 1. ~ 0 1l.22262D 

11.20 11.22263D 

11.17 11.20264D 

!-

11.20 11.24265D 

11.20 ー� 11.22266D 

267D 11.21 11.22 

11.24 12.1268D 

1.

11.27 11.28269D 

10A 10.24422D 一 一� 
10.5 10.12423D 

10.12 10.26424D 一 一� 
10.2 10.27425D 

10.24 10.26426D 
且� 

10.24 ー� 10.26427D 

1.~41O 0.27 .428D 一� 
ーーーーーーー.，� 11.610.31 12.4429D 

10.31 11.1430D 

10.31 I 11.27431D 

10.31 11.27432D 

11.6 11.27433D 

10.31 !1.27434D 

11.6 11.27435D 

11.6 11.16436D 

11.6 11.16437D 

11.7 11.16438D 

11.7 11.16439D 

11.7 11.17440D 

11.20441D 

11.7 11.17442D 

11.14 

一
11.17443D 

11.14 

一
11.17444D 

lJ.13 11.22445D 

11.13 11.22446D 

11.13 11.22447D 

11.1J 11.22448D 

11.13 11.22449D 

11.13 11.22450D 

11.14 11.22451D 

10.2614W 

10.24 10.3017恥f 

11.27 112.5基本土層� 

12.5 12.6埋戻し作業� 

第� 11表 中野遺跡第� 102地点の発掘調査工程表
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第3章 中野遺跡第� 102地点、の調査� 

10月下旬� 422D の精査を終了する。中世以降の土坑 (425~428 D)、溝跡� (17M)、井戸跡� 

(l4W)の精査を開始し、終了する。� 85Hについては、 完掘写真撮影を行い、平面図を

作成後、カマドの精査を開始する O 中世以降の土坑 (429~432 ・ 434D) の精査を開

始するO 

11月一仁旬� 85Hのカマド精査を終了し、貼床を精査し、� 85Hの調査を終える。� 429Dについては、

地下式坑と判明し、調査区内に主体部が残っていたため、一度精査を中断した。� 430D

の精査を終了する。中世以降の土抗� (433・435~442D) の精査を開始する。 地形面

を記録するため、調査区西半部のコンター図そ作成する� O 

11判中旬� 436~442Dの精査を終了する O 中川以降の土坑 (260~ 268 ・ 443~451D) の精

宜を開始し、終了する。� 268Dでは検出時点で炭化材、人骨片が確認された� O 段切状遺

構の地形面を記録するため、調査区東半部のコンター図を作成する。� 

11片下旬� 431~435D の精査を終了する o 268Dは� IT字形」の火葬土坑と判明した。 主体部

から炭化材と人骨片が出土したため、出土状況の写真撮影、微細図の作成、サンプリ

ング、掘り下げを繰り返し行った。� 269Dの精査を開始し、 写真、断面図、平面図で記

録し精査を終了した。 覆土の様子から縄文時代の土坑と考えられる。 基本土層の調査

を開始する O 調査区東側(I� -I¥G-G')と西側� (B-B¥H-H') に2mX2mの試掘坑を� l

力所ずつ設定し、抑消� Ijを行った。掘削後、土層の観察・分層作業を行い、基本土屑の

写真撮影、断面図で記録した。� 

12月� 1日� 268Dでは、 炭化材、人骨片の取り上げを行い、横木、鉄製品の出上状況の写真撮影

を行った。禿掘後、完掘状況の写真撮影、平面図の作成を行い、精査を終了する� 0 

4日� 429Dの地下式坑主体部の精査を行う� O 完掘後、完掘状況の写真撮影、平面図の作成、

エレベーション図の作成を行い、精査を終了する。これにより、すべての遺構精査を完

了する O 

5日� 429Dの壁面を利用し、ローム膚の調査を行う� (E-E')。また、 自然地形面の確認のた

め、 東西方向にトレンチ状に掘削を行い、ローム層の調査を行ったの� -D¥F-F')。掘削

後、 土層の観察 ・分層作業を行い、 基本土層の写真撮影、断面図で記録した。� E-E'で

は、 最下層で武蔵野磯層を確認できた。

埋め戻し作業・器材の片付け作業を開始する。� 

6日 埋め戻し作業を終了する。� 

(4)確認調査の概要

埋蔵文化財確認調査は、平成 29 年 5 月 29 日 ~31 日の 3 日間で実施した。第 21 図に示すように調査

区内にトレンチを 8 本 (1~8Tr) 設定し、パックホーで裏土を剥ぎ\同時に遺構確認作業を行っ

た。その結果、縄文時代の柱穴� l本、弥生時代後期~古墳時代前期の住居跡� l軒、 古墳時代の住居跡� 3

軒、平安時代の住居跡� 1軒、 中世以降の段切状遺構� l面・ 土坑� 32基 ・柱穴多数を確認した。特に、段

切状遺構については、本地点の南西方向の第� 49地点(東京電力変電所入第95地点においても調査さ

れているが、明らかにそれらとは同平場面につながらないと考えられる。このことから、中野遺跡内に

おいて確認される殴切状遺構については、北側斜面地の大部分が平場状に造成されており、それらが複� 
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第� 2節 調査の経緯� 

¥ 

段切状遺構
段差推定ライン

口遺構

白 段切状遺構

白 ローム漸移層� 

!11 1 1/300 5


第21図 確認調査時の遺構分布(1/200)

数個所に点在し、それぞれが同時期に何らかの目的をもって共存しているものと推測される。

また、今回は確認調査において出土した遺物については、ここで卜レンチ毎に掲載することにする。

なお、� 5• 7号 トレンチからは出土遺物はなかった。� 

01号卜レンチ(第22図� 1'"'-'3、図版� 17-1-1'"'-'3、第� 12表)

本トレンチからは、縄文時代 ・古墳時代後期・ 平安時代の遺物が出土したが、小破片のため、図示で

きた遺物は、� lの縄文時代早期(条痕文系)の土器� l点、� 2の縄文時代中期後葉(加曽利� Eill式)の土

器� l点、� 3の平安時代の土製品(土鍾)� 1点である O 

3の平安時代の土製品の土錘は、円筒形の形状のもので、 長さ� 3.4cm・最大径 1.2cm・穿孔径� 0.5cm• 

厚さ� 0.3cm・重さ� 3.5gである。表面調整は摩耗しているため、不鮮明であるが、縦方向に細長い面そ

もつことから、ヘラ磨き調整が施されていると思われる� 色調は日音黄褐色で、粘土中には僅かに砂粒がO

含まれている。
 

02号卜レンチ(第22図4、図版� 17-1-4、第� 12表)


本トレンチからは、縄文時代・古墳時代後期・平安時代の土器が出土したが、小破片のため、図示で

きる遺物は、� 4の縄文時代後期前葉(堀之内� l式か)の土器� l点である。� 

03号卜レンチ

本トレンチからは、縄文時代・ 古墳時代後期の土器、中世以降の陶器・土器が出土したが、小破片の

「

3
A
q
 



第3章中野遺跡第 102地点、の調査

ため、図示できる遺物はなかった。� 

04号卜レンチ(図版� 17-1-5"6，第� 13表)

本トレンチからは、縄文時代・ 古墳時代後期の土器、中世以降の陶器が出土したが、小破片のため、

図示でき る遺物は、� 5・6の中世以降の陶器� 2点である。� 

06号 卜レ ンチ(第� 22図了、図版� 17-1-7、第� 12表)

本トレンチからは、縄文時代の土器、 古墳時代後期の土器が出土したが、小破片のため、図示できる

遺物は、縄文時代中期後葉(加曽利 EIII~EN式)の土器 l 点である O

1rifFu

三ーとd 24ミjtJ 

凶ザEiiぞぷ� 

⑤
1Tr 

土鐸� 

fJh1 ρすf! 

2Tr 6 Tr 8Tr 

1/3 5cm 

第� 22図確認調査出土遺物� cl/3) 

挿図番号
図版番号

器種
種別

部位
遺存状態� 

法量
(cm) 

器形 ・形 態 文 様・特 徴 二七胎
時期
型式

出土遺構
出土位置

第22図� l
図版� 17-11 

i架鉢 胴部 厚� 0.6 僅かにくびれをもっ
貝殻条痕文を横位lζ施文/色

調は内明面茶縦褐方色向、内面は暗茶褐� 
色/ に磨き

織維・砂粒を僅
かに� 12む

早痕期後文葉� 
(条系)

ITr 

第22凶2 
凶除� 17-1-2

深鉢 胴部 厚� 0.7 僅かに外傾する
I語消懸垂文 /地文は� LRの単節
斜淡縄文を縦位に斑文/色調は� 

茶褐色

茶褐色粒子 ・砂
粒を含む

中期後葉
(力日曽手1JE皿式)

lTr 

第� 22凶4
図版� 17-1-4

深鉢 胴昔日 厚� 0.7 僅かに外向する
沈線文Jを縦位に施文/色調は
外面は黒色、内閣は暗茶褐色� 

茶褐色粒子・そi
w・砂粒を含む� 

後期前葉� 
(堀之内l式か)

2Tr 

凶第版22図7
17-1-7 

深鉢 口 厚� 0.7 ~l縁部は内湾する
突文文刺外面/縄口弧層文線部を文縦直/下位地にに施はL列/Rがまわる の単

節斜 色調
は|暗茶褐色

料角閃右 ・向色砂
を含む

中期後葉(加問利E 
国 ~EN式)

6Tr 

第� 22図8
函版� 17-1-8

深鉢 口 厚� 1.8 口縁脅jIは肥厚する 円縁色部調直は下暗に茶陸褐帯色を横位に施
文 /

砂含む粒をやや多く 中期後葉(加付利 E 
田工にか)

8Tr 

」

第� 12表確認調査出土縄文土器一覧

図版番号

函l販17-1-5

種別

胸器

器種�  

皿

i去豊
(c日1)

高� 2.6

製作の特徴等

内面及び円縁外簡は灰紬/高台 /胎土の色調は黄門色/
高台/胎土に芋i英 ・恥粒を含む� 

推定産地

減1 

出土位出

4Tr 

時期�  

中世
(16c) 

図版� 17-1-6 陶持� lITl 厚� 0.5
内外面に灰抽/平成/胎土の色調は暗灰色 /胎土は精錬
されている� 

巾国製か� 4Tr 
中世
(J5仁)

第� 13表確認調査出土陶器一覧
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第� 24図 段切状遺構土層断面・基本土層設定位置� (1/200)
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品� 
Xbtο Fミ市

段υ'W.遺幡随上、 三工島月ノ� 
IIiサ ぷ上占えU/世創柑� 

..時給色よ'j!Ila ローム純子 ・ローム小プロジグ を合tr しまり中. 

Ib ~菌 防貨褐色七 ローム粒子 ・円ーム小プロ� γクをやや多く、ロームプロシクを儲かに合む.し£り中。� 

Ic照 時.iii!s色 仁 ロームプ口シ クをやや多く、 口一ム紋子 ・ローム小プ円� "/7を含む苫 しまり� r. 
Id脳 時比担当色上 ローム結� f・ローム小ブロ ックをやや多く、ロームプ円yクを僅かに含むーしま り'1'. 

le~耳 目奇貨俗色土 ローム純子 ・ローム小ブロ� γク ・ロームブロ ックをやや多 く合む、しま ワ中。� 
XX 

If府 胤褐色f主 ローム紘子 ・口ーム小プロックをtT(かに含む. しま 1)'1' 1/60 2m 

J&本属序

e+I日b閥 Il!，色上� (I01'R4/1) 赤色ス コリア (符 IIIJlIU!ll，・白色粒子を合む. ~~此はあり.
mxc尉 月則前尚色土� (IOYR61自) ，11'色スコリ ア(径� 1-3田純度)を多くたむ.#-色スコりア訟はmXb沼より若T多川赤色スコリアが集中して

~戸工3F==E=ニー=三J

~手てご二ζデ「 
G-I凶、� C Ckョ示三二ミ斗EFEZl 二� 

E三三三� 

司n 
まと1りを見せる筒eri;観昔話された. r(1色 ス コ リア(従 ]-2 皿程度) を含む，， ~隙はあり 可lXrklと守IXl前の

cM ili制色土� '.tJ色土ど!Iームk1との漸移>>1 A;1ド;1は� 3-] 2cmであるー(I T白色粒)、凹弱1五{千色スョ リア/OYR56) ，If.� を合む" "p.鰍はあり. .

明UH品色t:� (IOY
j.iH;t~主状をなしている.層J軍は 5 -30cmである� 

/6) 亦色ス コリア(径 l 幽純度)を合み、白色魁 Fを少 bt~ij'"宅慨はあ り。いわゆる :1 7 トローム隔である。第� m刷

I.靖:色スコリア (径 1-2回程度)、，U灰 スコリア(径� 1回程度)を含む。向色純子を少1立合む‘非常に碩〈、月IJる

第� lXaVr にぶい~尚色上 (IOYR5/，1) 赤色ス コリ7 (待 1皿I'i.度上 !J1色エコリア(筏� ]-2血種皮)を合;;，.，オレンジ色ス コリ ア(径� 1回線!It)
とガ!JjJ リとした戚触がある。 ~!l!1 はほとんどない、 h'j l'，l' l :ì 24 -53岨である何

を少量含む.'!li隊はややあり.府17- m色俗� F半部� 
第X¥'llM ψJlIl尚色上(jOYR6/6) 此色λコ リア(筏� ]-3皿程度)を合み、I'f灰ス コリ� 7 (径 1皿程度)を少量含む。 白色粒子を多く含む"やや

'は4-12cmである.立川ロ ーム届mD 4 

がやや目 立ってくる，空倣はあ り。20mm)-5経昨びており、削るとガリガリ とした感触があ る.ノ!、陸軍 (4砂慣を
牧は少ない。l色柁子を含む。宅� 1"含む:.t皿程度)を少I県色ス コリ ア(径四字誌むを多く合み、]-2筏亦色スコリア {R4/4)1'(I0飴色上b!;-1ililX

属1植は� 13 26 ，ruて' '
I:!.17"-.J 25 cmである。

- . ある。 也JlloームH書館� D 且色格下半都.
用車

第XVlh'1 明貨尚色土� (IOYR6/8)ifi咽 崎 明民事目色t:� (IOYR7I 1lt正桝の上属部にプロック状l二作干Eナる。非常に散慢であるため、検出できない湯合む多い。6) 'i

1;.リア(径� I-2n皿1'度)を合む.内色絵チを少量合む蜘

~隙は少ない。 届J早は 6 - 1 4cmであ る。 立川ローム嵐第 U i，l¥色市下下部。� 
む， 司l }，'\'Il Wi l、り も砂1'lであり、 i~IJ ろとユuリガ リとした感触がある。小磯(徳� 5-30rnm)な合!/'"型1隙は少ない。� 

mXa崩� i珂'tri偽色十� (10YR6/6) 赤色スコリ� 7 (径 ]-2皿限度上 !:t~色スコリア(径 1 皿穂)Jt ) を合む 空隊は少ない。絹仰は� 4-16cmである.� 
J'/I';I甘-19cmである.


mXbhfl 明調褐色上� (IOYR6/8) 第Xa~ 1こ比べ若 FIIれ、色調をJlする。赤色丸コリ 7 (径� ]-3皿程度} を多 く含み、� m色λコ日 ア(径� ]-2幽
第X臥1k'1 慨色-t(7.5YR6/6) 砂n:.，-ノレト刷 粘性はややめり� .小襖(径-20slm)、中腰(j世-5Omm)を含む。:-:..倣li少なし、. h~ 1唱は 6-8cmである
 

砲度)を含む.空隙は少ない‘層1'1.1士10 -20 cmである‘
inXX病砂磯病 径� 100師 向度の様、砂が混ざりイ千九 武蔵野穣屑と考えられる。

第� 25図 基本土層・ 段切状遺構土層断面c1/60) 

第x'i恒例 明f者側色土� (IOYR6/6) 貨色スコリ ア(筏� 2皿担度)、� N灰y、コリ� 7 (筏 1岨程度)を少J，¥含むe 白色純子(j圭........1 mm制度) をやや多く 合

第� lXclt'i こぶい貨問色土(JOYR4/3) 赤色スコ リア(径� 1-2回程度)を多く 含み、:Ms，=ス� 

同居
、出
 

3
畠
剛 

定-

R6

~;jJr;rJ:i 18 -42cmである。� 

1事IVJ前� f丹w.鮒1".士� (JOYR61日) 赤色ス コリア(径� ]-3回程度}を多く 合J人見色λ ヨリ ア(1壬]- 2幽純度) をやや多く合む門白色粒子を1¥

t:;、例宅隙{主:TtcJ..'oいわゆるハードローム制である@第四1れと節目IKiiのt;tが政状をな して いるため、剤J!，(I:!. 

Lておらず，15 -38cmであるω

第� V 府 黄褐色� 1 Y56) 叶、色スコリア(径� 1-2回程度)を含む。f.¥¥色ス コリア(径� 1.-....， 5岨根崎)、白色粒 了を多くf.;(r.~隙は少なし、内:(2 5 /


立川ローム府第 l 瓜色-:;~である. J剖Wi;l18 -32 CIUてユあるe
 

回程度) を多く 含む。空1-2事(j色スコリア.m岨符度)を合むi径(r-岨純度上白色絵16/8) 亦色スコリア(径1'(2.5L明貝縄色vltl >1?， 

ある.て・岡22c2-包合層増であ り.層際は 1ATると .ややガリガリとした感触がある@いわゆる)除は少ない。自'� 

第 四 府 民渇色士� (2.5Y5/6) 赤色ス コリ ア(径� lllls極度)を含む.IH色ユコリア(径]-3m~程度)をやや事 〈含む. 型際11少ないわ立川口 一

ム帰第 日阜i色骨?上半部であり、 屑l草は� II-22cmである。� 

m氾 k'iIJIl策総色+.(JOYR6/8) 赤色スヨリア(径� 1mm程度)を多く含む.'{'!隙は少しありe ニ感触第Xc樋よワ鋭い.A')ると 、少 しガリ ガリ とL1:

がわ岳、空似はややあり.届械は� 10-28咽であるω

百1溜 崩� 191貨lli¥色 1:(IOYR6/8) 第氾 ・ 氾H層に比ベ若下E仔い色調を~寸~). 's;色スコリア (径 1mm程度)を合む. ).l.¥色スコ リア(径� lruruf'(度) を

少� tl合主人� 'ft!隙はあ り。 届障は� 6- 28 cmである。

第凋・量合むiを少WO皿i'2リア{径=λ.I.¥灰I，O皿也!l3巧レンジ色スコリア(径)、回程度l赤色ス=リア (径(IOYR6/8)明]i¥'.i尚色士xmJtj第� 

苅V層よ り制 くしまる。空敵はややあり� ./fIiJl'JIま9-22cmである.

jf，沼VI函 黄禍色J:.(tOYR5/6) 赤色� 7，::J;J ア{符 l 【凹fili.(O を含む. 且i灰ス コ U ア(径 l 回程度) を少比合む. 白色枇了を微t.t合む.~敵Iよあ れ

第河v)0とmxV刷のJfi:f大きく波状をなしている� '1 定しておらず、ヨ� 42cmである.:t M そのため、 帰11-主 -

第XV厄� 2世俗色1:� (I01'R5/B) 赤色スコ日ア(筏� 1-2咽位度)を合む= オレンジ色スコリア(径� 1回程度上背灰スコ日ア(絡� l回程度) '<:少ι� 
叩でめる，22-49事はjると 、少 しガリガリ とした感触がある。空隙はややめり内層� 1)合む.白色純子守徹鼠合む。 自



第� 3節縄文時代の遺構・ 遺物� 

08号卜レンチ(第22図8、図版� 17-1-8、第� 12表)

本トレンチからは、縄文時代・ 古墳時代後期の土器が出土したが、小破片のため、図示できる遺物

は、� 8の縄文時代中期後葉(加曽利� Eill式か)の土器� l点である O 

(5)基本層序と地形

基本土層記録箇所を第24図に、基本層序を第25図に示した。確認した層位は立川|ローム第� ITb層~

ローム層の標準層序に従い、分層そ� 11曹については、立)X)層~第E第層(武蔵野磯層)であるXX第� O

行ったO また、第JX層、第X層については、� a、b、Cの3音層に細分した。 第氾層以下については、周1)

辺での調査事例が少なく、対比する層序がなかったため、色調やスコリアなどの含有物、土質などの違

いから分層し、上から順に層位岳号を付した。

基本層序記録の目的の一つは、本調査区の自然地形の復広及び地形改変の様相そ把握することであ

るO ここでは記録した基本層序をもとに、本調査区の自然地形について考察するこ ととする。調査区内

東西方向の基本層序については、� B-B¥c-c¥D-D¥E-E¥F-F¥G-G'で確認した。その結果、調査区西

側のB-B'では第� ITb・C層(褐色土層、ローム漸移層)から第Xb層まで確認され、調査区東側の� G-G'

では、第VI層上層から第XVI層までを確認した。� G-G'で第V層より上位層が確認できなかった乙とは、

段切状遺構の造成掘削によるものと考えられる。� B-B'とG-G'の第JX層・第X層の境の標高を比較する

と、� G-G'の方が高くなっており、その標高差は約� 70cmで、ある� このととから、本調査区の地形が西かO

ら東へ上り勾配の傾斜をしている乙とが分かる。次にどこから傾斜が始まっているかを確認するため、

調査区東西方向にトレンチを設定し、掘削を行い、 c-c\D-D\E-E\F-F'で土層を記録した。 B-B'~ 

G-G'の第JX層・第X層の境の標高そ比較すると、まず、� B-B'ですでに西から東への若干の上り勾配が認

められる o C-C'.D-D ' で急な上り勾配となっており、 D-D '東端~ G-G'ではほぼ標高差がなくなっている O

乙れらから、本調査区の自然地形は、西側では� Aグリッドで西から東ヘ緩やかに上り勾配となり、� Bグ

リッド中央付近より西から東ヘ急な上り勾配となる� 東側ではC.Dグリッドで傾斜が上がり切り、ほO

ぼ平坦な地形であったと考えられる。なお、段切状遺構の掘削範囲は、 急な上り勾配が始まる� (B-

2) グリッド東半部から東側の範囲となっている。

第� 3節縄文時代の遺構・遺物� 

(1)概要

本地点からは、縄文時代の土坑� l基� (269D)・ピット� 2本� (45・102 p)が検出された。遺物とし

ては、� 45Pから前期末葉から中期初頭と思われる土器� l点が出土した。� 

(2)土坑�  

269号土坑

遺構(第26図)

[位 置](B ・C-2)グリッド。

[検出状況]調査区北端に位置し、 土坑北側は調査区外ヘ延びる。� 
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第3輩 中野遺跡第� 102地点、の調査

[構 造]平面形:楕円形。 規模:長軸1.� 0m以上/短軸� 0.87m/深さ� 13cm。壁:� 60
0

程の角度で立

ち上がる� 長軸方位:ほぼN-S。O

[覆 土]� 2層に分層された。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]覆土の観察から縄文時代と思われる。� 

(3)ピット 

45号ピッ卜

遺構 (第 23図、第� 17表)

[位 置](C-3)グリッド。

[構 造]平面形:円形。 規模:径� 35cm/深さ� 54cmo

[覆 土]ローム粒子 ・ローム小ブロックを含む暗茶褐色土を基調とする。

[遺 物]土器� l点が出土した。

[時 期]前期末葉~中期初頭か。

遺 物 (第 27図� 1、図版� 17-2- 1)

[土 器](第 27図� l、図版� 17-2-1) 

lは前期末葉~中期初頭、の土器片である。器厚は� 0.9cmo 縄文LRを横位に施文する。色調は外面明

赤褐色� (2.5YR5/6)、内面は暗赤褐色から黒色を呈する。胎土には砂粒、微細な雲母片、円磨度の低い

細礁を含む。� 

l~ 暗茶褐色土 ローム詑� 7・ローム小プロック を

合む!しまワヲ由。� 
2 W/ 暗黄地色ム ローム粒子 ・ローム小プロ� yクを

多く 含む. し主り勃� 

10.Om 

蕊罵禰� 
1/60 2m 

第� 26図� 269号土坑c1� /60) 


k
¥
 

10.Om 

11l量 J重品t 

。

2荷1 j町尚色土� 

3扇� Ijl茶褐色一|

4届� l暗茶尚色土

5廊附鉛18建きき� 

J ーム純子 ・ローム小プ官ンク� 

Fームプロ� γクを多く 含む� Lま

り強，� 

ローム稔� f-.ローム小ブ寸ツ ク

を含1..f. し土 砂}チ主. 
ロームflLチ ・ローム小ブロン ク

を1it二しまり強... 
色土 口一ム純子 ・� υーム小ブ� E ンク

・ロームプロシ クを多く台むJ

45号ピット出土遺物
しま りiJJli

。� 1/3cm  

1/60 2m
102号ピット� 

第� 27図 ピットc1/60)・出土遺物c1/3) 
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第4節古墳時代後期の遺構 ・遺物� 

102号ピット

遺構(第27図、第� 17表)

[位 置](C-3)グリッド。

[構 造]平面形:円形。規模:径30cm/深さ� 26cm。

[覆 土]� 4層に分層された。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]覆土の観察から縄文時代と思われる。

第� 4節 古墳時代後期の遺構・遺物� 

( 1 )概要

古墳時代後期の遺構については、住居跡� l軒� (85日)が検出された。時期は出土土器から� 7世紀中

葉と考えられる� なお、本住居跡は、 中世以降の� 2基の地下式坑� (423・424 D) と土坑� (422・425O

D) に大きく破壊されており、そのために遺物についても若干それらの土坑の覆土中に混入していた

が、明らかに本住居跡に伴うものと考えられる土器については、本住居跡出土土器として取 り扱うこと

とした。� 

(2)住居跡 

85号住居跡

遺構(第28図)

[位 置](B-2・3) グリッド。

[検出状況]中世以降の 2基の地下式坑� (423・424D) と土坑� (422・425D) に破壊されている。比

較的に遺存状態が良い箇所は、住居北西コーナーからカマドにかけてである。

[構 造]平面形:方形。規模:不明であるが、 東西方向でおよそ� 5.5m規模/確認面からの深さは

約 50cm。壁:ほぼ垂直に立ち上がる。長軸方位 N-4 0-Wo 壁溝: 上幅 15~20cm/下幅 4~8cm

/深さ 7~ 13cm。床面:カマド前面からおよそ� 1.8mの幅をもち、南北方向に硬化面が広がっている O

貼床は� 5~ 10cmの厚さで施されていた。カマド:北壁のほぼ中央に位置する� 東側は� 422 Dに破壊さO

れている� 主軸方位は� N-4
0 

-¥N。畏さ� 103cm/幅� 111cm/壁への掘り込み� 16c111。袖部はロームをO

馬蹄形状に掘り残し、その上に粘土を被覆して構築されたと思われる。貯蔵穴:検出されなかった。柱

穴:検出されなかった。入口施設:検出されなかった。

[覆 土]� 27層に分圏できた。

[遺 物]土師器杯・鉢・窒形土器、 須恵器は麗・ 壷形土器、土製品(支脚)が出土した。� 4の土師

器鉢形土器は� 422 Dの覆土中、� 2の土師器坪形土器と� 9の須恵器盟形土器は� 424 Dの覆土中からの出

土であったが、本住居跡出土として扱った。

)。世紀中葉� (7期] 占墳時代後期[時

遺 物(第29問、図版� 17-3、第� 14表)

[土 器](第 29図� 1~ 10、図版 17-3-1~10、 第 14 表) 
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第� 3章 中野遺跡第� 102地点、の調査

鯨� 

l照 1<上及びtIt乱.
♀屑 暗絡色上 ローム靴下 ・ロームブロ ックを{怖かに含む。し主り咋内

ヨ府 3上粒子を儲かに合む. しま りやや強� /;I，I色t: ローム粒子 '16県� 

4層 時t&色土 ロ ーム料'子 ・ 焼七給子 ・ 妓士小ブロ ッ ク 在他的、 lニ"fS~む. し
まりやや強ザ� 

422D 5厄� !;ll尚位十 凶ーム純子を台み、焼土粒千在f祖かに含む. し主り中. 
AF
 
¥
 

M
 

¥-

硬
�
 

J
 6届 権時褐色土 ローム紘一子・焼� |四粒チ含み、� Uームブロッ クを{抗力、に含

主九� Lまηやや強. 

-也
、

/
1

J
いい� 面

7届 俸制背1品色ゴ ローム純子をJぷみ、縦士紘 子を1'1¥:かに合む. Lまり中. 

8局 保尚色上 ローム駈干を合み、焼ニヒ粒子を[晶かに含むs しまり やや強� 

しまり中。u合む4ζ二 口ーム純子を僅かi府灰茶褐色9

層 晴尚色上 ロ←J、純子を多く、 焼土純子を僅かに盆む。し去り やや強J 

!I賄 黒褐色七 口一ム純7-を僅かに合作。し主り中. 

僅かに含む. しまり やや1i:ローム粧チル多 く、 焼上悦干権時褐色よj，ピ121
強。� 

1:JW1 日昔銅色上 ローム粒 「を合み、口ーム小ブロ ックをf晶かに台む。し主

りやや強。� 

10

1骨i時褐色t ローム杭チを儲かに、ローーム小ブロック を含む. し主り脅し1'

!ti f:Rt民間色土J5 ローム純子 ローム小ブロ ックをf計".1� Lまりやや予告@� 

Isルi i青禍色上 ローム紘 千を合み、ロームプロック をmかに含む.しま り

やや強. 

昔黄褐色十11 171i!i 

ローム枝子を多く‘11剃18 官民尚色ヒ ローム小ブロ ック を何かlこ含む. し

まり司" 

ローム胞子を含み、ロームプロ� γクを多 く含む.しまり

やぞり担。� 

ローム粒� fを多く 、ローム小ブロシ クを台む. しま り強19)朽
20jifl 者褐色上 回一ム*，'L下を含み、ロームプロンクを僅かに含む，� Lまり

硬化簡 やや強。� 

eローム粒子を僅かに、ローム小プロ ックを含む� 11-'121 昔鈍色七 しま り中� 

22府 暗褐色士 口一ム槌� Fを合み、ローム小プロック ・焼上枝子を{市かに
、、、� 合む� しよりやや強ヨv

2:l断i~昔前 1目色十 円ーム和子を多く 、ローム小プロックを含み、焼土粒� f
健一L小ブロン ク'a:f'曜かに含むε しまり強ー� 

日昔負、尚色十

日野地色土� 1¥1'12 ローム粒 正・ロ ーム小プロ ック を僅かに合すムしまりTitQ
424D 日占局、� 

25届� iQ悌色上 口一ムf>2i・ロームプ ，~ ヴクを含む し去り強i. H占*，� 
26控i "昔;am色土 ローム小プロ ック を含み、� E ムプ円ツ タを僅かに含'-1"

しま り チ丸目~\tr: . 
27k1 者向色土 ローム小プロッ クを他かに、ロームプロンクを含11， L-主

り強情目占床。� 

2B骨i貨f品色土 ロ ム粒一千を倒iかに、ロームプロックを多く含む。 しま り

争丸 貼a. 

2， 

9.9m . 

ーーーーーーーー ーーーーー一一一一一一一一 ー-一一ーへ」� 
1/60 2m 

1k'，i 胤偽色� lて 絞卜粧� i・粘土粒子を含む内し主 り車j色畝e 

:.

15

-1階灰他色� 

3桝� H音灰褐色| ローム粒子 ・焼土小ブロック を僅かに、焼寸て粒子 ・粘l:*"IIを合も肉

しま り銭。� 

《 4陪 附褐eイ ローム杓子を多く、 ローム小プロ ックを含む.しまり中. 

5腕 にぶいi.IJ.褐色七 ローム粒子 ・悦土1す子を僅かに合むー しまり中a 

6層� H膏1天 f~色士 鋭上純子を多 く、 袖七粧千を僅かに含む。 し主り j;1L 
7脳 H 暗色上 J' ~まり 中膏潔i 総七陀千を合1o

8暦日昔J別品色士 焼七粒子を台み、縦 十小プロ ックを僅かγ台む し£り也L 
9想 以亦制色上 焼� 11主'i-'焼うて'J、ブロックを多 く合む‘し 主りやや強.

印刷 灰褐色上 ローム小ブロy夕 焼� I舵� fをくEみ、総土小プロッ クをmかに企む.

しま り ~rrt{) 
11婦 にぶいt4~色士 ロームブロック を合む� しまり強LJ

12刷 暗赤偽色上 焼ナ粒子 ・燐寸ットプt!ツク を多く含む。しまり弥匂� 

13層 附赤褐色七焼土純子を多く、焼� i小プロッ クを含むo Lまりやや強。� 

14層時褐色上焼上粒 [-'a:多く 台むれ� Lまりsrn
腕 附尚色十� l来十.，-(干 鍵よ小ブロックを1:; 、車占士粒干をjI(..かに� (J; しまりや-み

，

'むp

や強� 

2層� 総土並子 ・焼上小プロック ・粘土純子を合む。し主 り強。� 

16昭

'，'1焼土利子を僅かに;守む倫 しまりt禍色Dff暦17
18lrl (こぶb、jJt秘色土 ロームザU ック を含む. しま

19層� E有働色七 焼土枝子を飽かに合れ. し主り 中.� 

次H汗褐色土焼土'li'l子を1"1;"み 、 健常小ブロ ック・ 粘 1:粒 7'を刊か!ニ~.む. し主り
飽� 

中内'1 

sl息Om s' 

十曲部砧上飽聞

1&燃胞団 

焼土小プロシ クを(且かに合む"しま り中。井、"[ijl;与をi焼士粒k色m時耳20R
~ I 崩 灰田官官b色士 総士粒干を多く 、焼七小プロ シク ・粘土桜子を{聖地、l二台むJ しまり

強U 

2~層 E青黄褐色士 ローム粘干を-;J;h、ローム小プロ シク ・粘土料イーを僅かにず7む し� 

1りやや強ω� 

23層 暗灰尚色� 1: 口ー ム舵-{'A足化物総 f ・ 焼tッ| 、 7' ロック を僅かに、 l;宅七位 F をf~
..~1lっまむ\し

24府 にム:も'Jf(偽色'1: ロームノl、プロγク ・ロームプロックを含み、焼1:'fuイ ・焼ーヒ小

ブロック を怖かに合む� Lまりやや~li 
25照 時灰渇色 i二 口ーム枝子を含み、泌化物粒チ ・焼t粒子を{(/iか1こ'"む“しまり兎L 
26贈 暗絢色七 ローム小プロック を合み、焼イ・純子 ・焼上小プロ ァケ を{怖かに含む向

し主り強. 

27届 備前倒色上 nームプμ ック ・焼士粒イーを慌が1::含む し主り中. 

2R ~."i 灰赤禍色 上 伶十給千を命み、組� JJ、プロ ック 古僅かに合仏� L空り付i.. 

29節 目許|む色土� Uーム靴下 ，'"ームノトプロック� 'lIe士粒子を{革か1.:.合む司� Lまり� 1-j1t" 

30)岡 崎前梅色十 ロームプロックを多く 含む. しま り強. 

31 1l1iにぷし、.l ローム1'>'1'1"'ローム小プロシ クを含む.� L J:り強ωtIl品色寸

32l11i灰偽色 1: 縦士泣千を他かに含む しま り#1:怖に強。� 

33届� 尚色� 1 廷から含む.iブロ ァクをノトロームプロンクを多く、 粘土粒チ ・桃十:/;I(:S!i
しま り非常鎗。 
  

3410 Jj(町?尚色上 焼 i粒「 ・貼 |二小プロン グを幽かf::、品I;i:t立千を合む. L.ま り強.
 
力マド� 35層 灰梢色 七 焼士約千 ・ 他よfl.i. 下・ 粘七小プロックを含む。しまり非~~i'Iι強.
 

36lti 灰褐色L ローム粧下 ・焼土小ブロッ クを含み、ローム小プロ ンク ・焼土f立干を

僅かに含む. し主り強内
 

~占床。しま り強.uクを台むyローム粒子を{姐かに、ロームブロ織色上i1i照7:)
38層 貨褐色士 ロームプいγクを多 く含む.L 主旬 強。鮎床、

1/30 1m 

第� 28図� 85号住居跡� cl/60)・カマド� cl/30) 

F
h
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第 4節 古墳時代後期の遺構・遺物

も誼[--3 ミ主zイ 

6 


、主玄もム降 』ク 7


1/4 10cm 

A
ー←-・

ベ ~~W 
-/ ~ 

一 一
ぃ一 10


。 1/3 切 。11


11/4~m 

第 29図 85号住居跡出土遺物  0/4・1/3) 

F
h
u

戸
片
�
 U
 



第� 3章 中野遺跡第� 102地点の調査

持医!番号� aii種
法主詰

特 得t 色調 胎土 調� h盤 出土問 |遺械
図版番号� (cm) 

自段t不/円縁部は直立する/底� n百首相色 砂粒を多く 、茶 r)>j1函横ナデ/外面 口縁 覆上中� 40% 

第� 29凶� l 土師器 両� 3.4
部と円J縁部の境は践をもっ/ (E 褐色粒子・石英・自1¥は横ナデ、底部は相いへ

同版� 17-3-1 .rf I1(130)
I出系上自rli器 向閃有を{主力、に ラj沓さ指調整/外面口縁部直

台む 下には 顕によ る1点形痕が

幽かに残る

大型釘段j不/部口縁σ〕部は外反する 淡茶褐色 砂粒をややS'く、 |人J1jf1:r1織は横ナデ¥ 底部� 4240関士巾� 70% 

問第販29阿� 2 上倒l器� rC;i5.1 
/岐部と口縁 培は殴をもっ を単調 民i閃円仕出力、に はヘラナデ/外面� u縁部
/外面底部に黒斑をもっ/在地 吉む は績ナデ、I:(¥gliは粗いヘラ

17-3-2 11、� IJ16.8 
系七師掛� ffgiき講l幣/外面には� j旨町!に

上る1削|ラ痕が残る� 

1)、!椀タイフ/粗雑品/仁|縁部は 日吉黄褐色 砂粒を多く 、角 内面 口縁部は償ナデ、底 カマ ド前のほ� 7勺i:Jl:日uロ
僅土かに外反する/丸庭/在地系 を基調 閃石 ・金雲母を 部はヘラナデ/外面 門紙在プ日ぼ床同上

第� 29同3 上師器 高� 5.6 師器 含む 部は櫛ナデ、休部は上半

問販� 17-3-3 よ干� IJ12.6 h~縦九 111] のナデ(スリッ
か)、 下半部はその後横方向i
に相いヘラf'ilJり

小型鉢/口1尋問iは{告かにタト反す 時赤褐色 砂粒を多 く、� f.f] 内面 は縁部は横ナデ、 体� 4220彊上中� !まぽ完形
第� 29図4 ヒ師出� l自'j10.1 る/口縁部と胴部との境に段を 問石 ・金雲母を 部以下はヘラナデ/外商� nEヨu 

図版� 17-3-4 鉢� 1114.7 もつ/在地系 上師器 合む 口縁部は横ナデ、 休部以下
はヘラ削 り

っそ型~/LI緑部は直立気味/内 目白茶褐色 砂粕をやや多 く、� |勺面� Ij縁部は憤ナデ、 以 カマド前床の覆
胴口縁部部下~半

聞に崇斑あ り /在地系土師崩 雲付を僅かに 吉 ドはヘ ラナデ/外面 打線 土中� CMU
第� 29図5 上師器 高� 1821 む 部は横ナデ、以下は *I~いへ 16......37rm) 融片

凶日以� 17-3-5 鉢 口� (280) ラj書き調整/外面直卜には から散� (1的
指到に よるl反形痕が僅かに
存~る

長主主/n縁部は大き く外反する� 日荷積褐色 11少粒をやや多く、 内面 口縁部は横ナデ、� U、間上lヤ� r1縁部~
第� 29図6 上師器 高� [1305)1/刊紙部と体部との境はスムー を基制 ぷ褐色粒子・角 ドはへラナデ/外llii 口縁自IJ 胴部中{立

図肱� 17-3-6 到� il(18 ズ/在地系土師掠 閃石・金雲付・小 音11はナ惜デナデ、 リ以ッドプはかヘ)ラ� 50% 
百を含む り後 (ス

一
長藍/底部破片/干!丘/任地系� u音茶基褐色 砂粒をやや多 く、 内面 ヘづナデ?を粗いへラ 住居上中央付近 !底部80%

第之9凶7 土師器 高� [16] 上帥器 を制/ 石英・角間石を 惰き調整/外出 ヘラ消'Iり の田中()友
佐iJ拒17-3-7 翌1 政� (77) 内閣は県 僅かに 合む 上30・33crn)

色� 

i高� (40.4)長聾/底部破片/平底/在粘地土系 日行茶褐色 砂市立をやや多く、 刷出 仁l縁川は掛外ナデ、 以 住居土中央付近� 60% 
第三9図8 上師器 上師器/外商には広範囲に 金雲P--J;を僅かに 下はヘラナデ/Hr面 口縁 の理中(床

図版� 17-3-8 費 口底(230) が付着していることから、カマ 古む 古fSはナ横デナデ、 !スドはへラ削 1: 5~20cm)
7.1 

ド使用の上器を考え られる り後 (スリップか) かう散在的

第� 29図9 1~貞恵器
文様は肩部に� l条の横位沈線点� l夫白色 砂粒を含む ロクロ/Jxm 4240宿士山 肩部~月1，，1

凶版� 17-3-9 臨 |高� [471 がまわる/湖西製品と忠われる 部下半破l

片

口縁部は悔台円締/1----'間部は外 灰白色� l沙杭を含む ロクロ成形/内外国 回転 間土中� U~í部flÍk 
~ 29 図 1 0 須恵器 高� [38]反する/ていねいな作り/湖西 ナデ 片

図版� 17-3-10 壷� | 
製品と..~、われる

第� 14表� 85号住居跡出土土器一覧� 

1~3 は土師器坪形土器、 4 • 5 は土師器鉢形土器、 6~8 は土師器饗形土器、 9 は須恵器盟形土

器、� 10は須恵器壷形土器である。

[土製品](第29図� 11、図版� 17-3-11) 

7.
11は支脚である。高さ14


部のようにやや広がっている。色調は淡黄褐色で、粘土中には砂粒を多く、角関石 ・金雲母・小石を含


む。 表面はナデられており、指頭による成形痕が残る。遺存度は上端部を欠損するが、� 70%程。カマ


ド左脇の床面上からの出土である。� 

56-

cm・最大幅7. 重さ446.5g03cm・ 裾部下端は短いが、 高坪脚台部の裾



第� 5節 中世以降の遺構・ 遺物

第� 5節 中世以降の遺構・遺物� 

( 1 )概要

中世以降の遺構については、 土坑� 39基 ・井戸跡� 1基 ・溝跡� 1本・ピット� 101本が検出された。これ

らの遺構については、基本的に調査区 (B~D-2 ・ 3) グリッドに展開する段切状あるいは平場状に

整地された遺構と関連するものと考えられる。また、� (A• B -2) グリッドについては、ローム上層

(立JIIローム第皿層)及び漸移膚が遺存していたため、段切状遺構外と考えられる。そのため、� (A-

2・3) グリッドから検出された井戸跡� 04W)・溝跡� 07M) などの遺構は、段切状遺構外の遺構

として考えるべきであろう� O

この段切状遺構については、すでに本地点西側の第� 49地点(尾形 ・深井・ 青木� 2004)・第78地点

(大久保・尾形・ 青木� 2014)・第95地点、(徳留・ 尾形・ 青木� 2017)で検出されているが、その際

の段切状遺構と同一遺構となるとは現時点では判断できない。しかし、本地点で検出された� 1基の火葬

上坑� (268D) と第95地点で調査された� 5基の火葬土坑は、� rTJ字形を呈し、 同一形態であることか

ら、関連性がもたれるものと考えられる O

なお、各遺構の時代設定は、遺物が出上した場合は陶磁器・上器などの年代を中心に詳細年代を明示

したが、それ以外は中世以降と表記した。� 

(2)段切状遺構

中野遺跡における段切状遺構については、すでに第49・78・95地点で検出されているが、今回の調

査においても検出することができ、本遺跡における北側斜面地はかなりの範囲あるいは点在する形で段

切状遺構の存在が想定できるものと考えられる O

遺構(第24図)

[位 置](B~D-2 ・ 3) グリッド。

[構 造]遺構の広がり:今回の調査では、西側が� (B-2・3)グリッド内に、東側が� (D-2・� 

3) グリッド内にほぼ東西方向を基本に延びる平場面が認められた。段差部分については、明確に確認

できなかったが、ちょうど� (B-2・3) グリッドに位置する� 422Dとして長方形の花み部分を境に

西側は段切状遺構の外側部分と考えられ、� 422Dより西側は漸移層が残存している状況である。� 422D 

については、今回調査時に上坑として扱ったためそのまま遺構名を付けたが、� 422Dの東壁郡分はス

ロープ状(硬化面を伴う)に緩斜面であり、通常の上坑ではない観があることから、段切状遺構の西端

部分の末端構造の可能性がある。規模:今回の調査範囲の中で� 422Dの東側はすべて段切状遺構と考

えられる� 南北方向� 14m/東西方向� 17mo 深さ:第24図には等高線を示したが、これによると、段O

切状遺構の最も高い標高は、� (C.D-2) グリッドで9.9mラインである� ただし、その他の部分でO

も9.8mを測り、 最も低い標高である� (A-2) グリッドの� 9.5mラインは、すでに段切状遺構外であ

り、これは低地に向かう斜面部分に入っているため、段切状遺構内では、標高 9.8~9.9 mの中でほぼ

平坦であると言える� また、第� 25図の基本土層から、段切状遺構の平場は、自然地形ではなく、立川O

ローム第VI層まで掘削が及んでいたことが理解できる� 平場の状況:工具痕が全体に見られることかO

ら、本地点に西側に位置する第� 49・95地点と同様にローム掘削後何らかの工具により整地されている� 

-57-



第3章中野遺跡第�  102地点、の調査

ものと思われる。土層中に明確な版築面や硬化面は観察できなかった� O

[時 期]本段切状遺構内の� (C-2) グリッドから� l基の火葬土坑� (268D)から出土した炭化材

の放射性炭素年代測定を行ったととろ、室町時代(� 15世紀前半~中頃)という年代が与えられている

ことから、同時期のものと考えられる。� 

( 3 )土坑

本地点の土坑については、本報告第� 2章第� 3節の分類基準に当てはめて説明することにする� O 検出さ

れた土坑の総数は� 39基で、そのうち分類不明な� G群は、� 5基� (265・422・427・435・441D)であ

るO 基本構造については、第� 15表を参照。� 

A群方形の土坑�  3基� ( 1類� 0基、� 2類� 3基) 

l類袋状の構造を呈する� O基� 

2類袋状の構造ではなく、単純構造を呈する� 3基� (436・437・439D) 

B群長方形の土坑� 19基(1類-1基、� 2類-3基、� 3類一� 15基、� 4類-0基)� 

l類溝状土坑�  l基� (428D) 

2類 幅狭の長方形土坑� 3基� (426・430・444D) 

3類 幅広の長方形土坑� 15基� (260・262・263・267・425・431-432・434・438・� 

440・442・443・445・448・449D) 

4類火床部を有する土坑� O基

仁群 円形・楕円形の土坑� 6基� (264・433・446・447・450・451D) 

D群不整形の土坑� l基� (266D) 

E群地下室・地下坑、地下式坑� 4基 ( 1類-4基、� 2類-0基)� 

l類� l竪坑� l主体部タイフ� 4基� (261・423・424・429D) 

2類特殊タイプ�  0基� 

F群� T字形の土坑� l基� (268D) 

G群その他�  5基� (265・422・427・435D-441D) 

A群方形の 土坑 (第30図、第 15表)� 

2類のみが 3基� (436・437・439D)該当する。すべて� (C-3) グリッドに分布し、段切状遺構

内からの検出である。� 

2類袋状の構造ではなく、単純構造を呈する (第 30図、第 15表)� 

436号土坑

遺構(第30図、第� 15表〉

[位 置](C-3)グリ ッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。 438D-47Pを切る。

[構 造]平面形:長方形。 規模::1三軸1.09m/短軸 0.98m/深さ 33crn。壁:� 80。の角度で立ち上

がる� 長軸方位:N-So O

[覆 土]� 10層に分層される� O

[遺 物]出土しなかった。� 
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第� 5節 中世以降の遺構・ 遺物� 

[時 期]中世以降。

437号土坑

遺構(第30図、第� 15表)

[位 置](C-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。 48Pと重複し、� 7・27P • 438Dそ切る。

[構 造]平面形:長方形。規模:長軸1.21m/短軸1.12m/深さ� 35cm。壁:70
0

の角度で立ち上

がる� 長軸方位� :N-80o -WoO

I.

[覆 土] 7層に分層される。� 

一一� A'

A~9m 
国

ホぷ� 
、同点Z

1h'I j党乱噌� 
2荊 晴褐色」ー ローム恥� (-を僅かに、ローム小ブロック を合唱二、

し主 りtj.l. lll'i m品の� 
3昨j n . 2府 時#l色士 ローム純子 ・ローム小ブロック をやや多く、 礎化物敏子 ・If昔褐色1: ローム純子 ・Eーム小ブロック を含L" L主リ中� Xヒ材

4崩 附褐色でト ローム粒チ ・町一ム小プ円ツク を含む。しま り中� 小片をf1fiかドさむg し主旬小. 

5編 時褐色土 ローム粒 子を合� 7.，.、ローム小ブロック， 口ームプ 3局 時4白色土 ローム枝 子� '!Cーム小プロ ック を含む しま� 

口ック を!置かに含む� Lまり� tト"� 4府 日音積総色上 ローム悦チ� .p-).、小ブロック・ ロームブ ロック をやや多〈 含

61i面 M音褐色土 ローム杓� fを盆む. lまり'P む. Lまり中. 

7福 晴樹色十 ローム粒子 ・ロームブE ソク を含む. Lまり中� 5熊 崎貨働色土� Jーム粒子� .1:-1-ーム小ブ μ ック をやや多く、 日 ムブ ロ ソクを� 

8照 時褐色上 ローム粒子 ・� ームブE ソク を命み 、E ーム小ヅ otr し主 町中� 

ロック をi革か民

E

盆ι二� Lまワ中L 6j';'I Ifiifli色土 ローム純 正・日ームノトプロγクをfi;.7.、ロームプロ ンクを位、が1.:

9 ~雪 附偽色土 ローム粒 了を多 く、ロームブロック を町、かに命tf" :.;むゆし正'J r)九
 

しま"''1J • 7M  DI¥'鍋色よ ローム柑子 .1=ーム小ブロック を'e:み、ロ ームプロック を{拡かに

問

クを{i)'iかに食むト しまりやや朔』

11刻 時悔色」ー ローム靴下を飽かに合む。 し主り可� 

436号土坑� (2類)

10


国� 

日昔蹟鈍色上 ローム粒子 ・ローム小プロッ ク ・ロ ムプロッ 合む しまり中

'0 

''0 

呂 町~~，~~，品色 t t:!ーム純子� .Lームノトブロック を含み、ロームブロックを僅かに

おむ し士り中� 

437号土坑� (2類)� 

1届� IJUt.
2届� m尚色

o

ヒ ローム詑 ロームノl、プロッフを合む. し£� η0;
3M p昔前倒色上� ι ーム申立 ! ・ l:-~ -ーム小プヶック をやや多く、ロームフずロック

をI!かに1¥'むq しまり� 1
4府 暗 ~q'尚色ーム粒 f ・ ローム1)、ブ E ックをやや多く、ロームブロ ック

を日車内、!こ含む、� Lま町中. 

5 I¥yi Ir~褐色 | ローム粒千 ・口ームノトブ ロックを合tr.しまり中� 

6閉� H昔前禍色上 I'J-ム紡平 ・ローム小プロ ック をやや事く、 ←ームプロック� 

4ト合fr しまり中� 
7 !t'i暗尚色� ). I~ ーム和子 ・ ロームプ ~I ツクを含み、 ドームプ J ツクを{地かに 

fl;"t九 し主� Iノ中 1
 

8だJ : 1ーム小ブ‘ツクをやや多く、ロームブロック
晴前偽色J. ーム1'iL+・1


土台む. Lまり中
 
9 )<) 暗此1&色ユー ローム位 争・ローム小ブ� E ソクを多く、� Aームブ� "ツク をや


や多く合む』 しま 町中，
 
10

13

14

17


胤

11婦 晴尚色� 1二 ローム判� f含み、ローム小フ ロック を僅かに台むa しまり中� 
21 P 12廟 黒褐色よ ローム粒子 ・ロームノトプロック を倉む留 し主り中� 

届� or干褐色 ! ローム車晴子今会み、ロームブ ロック を儲か1こ合も し正月中御� 

削 晴褐色� i ローム牧子� .wームブClツク を含む。しま り9曹、� 

A 
9.9m l!j 榊褐色� ) c ム粒� r. ームヴロック を怖かEローム小ブロック を含み、� -.層

l二含む日 しま町中。� 
16¥:'; :1背積褐色土 ロ ム粒子 ・ローム小プ ロック・ ロ ムブロック をやや多く

台むむし主句やや強. 

編 精;首相虫色よ 口ーム粒子 ・ 口 ←ム小プロ ック をやや多 く ~ìむn しま り小. 
IBM IJJ褐色 ト ローム粒 「・ローム小ブロック を合わ� L主り中a 

19示i思袖
.

色ニ! 口ーム粒子� .tームJJ、ブロック を含み、E ームプロ ック をi革か

に合む� Li:りゅ.� 

20ω 暗他色上 ローム純子をffiかに含む. ¥.まり中旬 

21層 階貨褐sl ローム粒子を多く、 口、ム小プロック を盆むο しまり中旬� 

22幅 時褐色上 ローム純 fを含み、ロームノJ、プロックを備がに首むA しまり中� 

23編 時褐色上 ローム精子を儲かに含む。 しまり中己� 

哨褐色 | ローム純子・ローム小ブ1 ツクをやや多く、ロームブ口 ックを

僅かに含むv し主り中a 

24届 阿 梅 色七 ローム粒� ( .p ムザロ ック 者合すに ，. 

に
�
 

LまりI:tl

439号土坑(2類)� 
1/60 2m 

第� 30図土坑A群c1/60) 


Q
UJ

 



第3章中野遺跡第� 102地点の調査

[遺 物] 出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

439号土坑

遺構(第30図、第� 15表)

[位 置](C-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である o 16・58・61・68Pと重複し、� 440・442D、70Pを切り、� 

17・21~23 ・ 59P に切られる。

[構 造]平面形:方形。規模:長軸1.� 60m/短軸 1.55m/深さ 38cm。壁:ほぼ垂直に立ち上がる� O

長軸方位:N -250
- E0 

[覆 土]� 23層に分層される� O

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

B群長方形の土坑(第31~33 図、第 1 5 表〉 

19基検出された。今回の調査では、 最も多く検出された群である。さらに� l類は� l基、� 2類は� 3基、� 

3類は� 15基、� 4類はO基に分類された。� 

1類溝状 土 坑 (第31図)� 

428 Dの� l基が該当する。検出位置は、� (A-2) グリッド内におよそ北方向に走向軸をもち、基本

的に段切状遺構外の検出である。� 

428号土坑

遺構(第31図、第� 15表〉

[位 置](A -2) グリッド。

[検出状況]段切状遺構外からの検出である o 17Mを切る。

[構 造]平面形:溝状の長方形。 規模:長軸� 2.85m/短軸0.60m/深さ 23cm。壁:75。の角度で

立ち上がる� 長軸方位� :N-14
0 

-E。O

[覆 土]単層。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

2類幅狭の長方形土坑(第31図、第� 15表〉� 

426・430・444Dの3基が該当する。本類は� l類よりやや長軸が短いという特徴に過ぎないため、� 

l類と混同して扱われやすいものであろう� O 

426号土坑

遺構 (第31図、第 15表)

[位 置](B-2)グリッド。

[検出状況]段切状遺構外からの検出である� O

[構 造]平面形:長方形。規模:長軸� 2.02m/短軸0.51m/深さ 30cm。壁:� 80。の角度で立ち上� 

円。
n
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第 5節 中世以降の遺構 ・遺物

がる。 長軸方位:N-72
0 

-Wo 

[覆 土]4層に分層される。

[遺 物]磁器(碗)が l点出土した。

[時 期] 中世 04世紀)。

遺 物(図版  18-1-1、第 16表 )

[磁 器](図版 18-1 -1、第 16表〉 

lは中国製の白磁碗である。時期は 14世紀である O 

430号土坑

遺構(第  31図、 第 15表)

[位 置] (B-2) グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。 422D ~こ切られる O

[構 造]平面形:長方形。規模:長軸 1.34m/短軸不明/深さ 15cm。壁:600

の角度で立ち上がる。

長軸方位 :N-150-E。

[覆 土] 6層に分層される O

[遺 物]出土しなかった O

[時 期]中世以降。 

444号土坑

遺構(第  31図、第 15表)

[位 置] (D-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。 265D . 93・94Pを切る。

[構 造]平面形:長方形。 規模:長軸1.55m/短軸 0.45m/深さ 14cm。壁:緩やかに立ち上がる O

長軸方位:N-720 -W。

[覆 土]単層。

[遺 物] 出土しなかった。

[時 期]中世以降。

3類幅広の長方形土坑 (第 31・32図) 

260・262・263・267・425・431.432・434・438・440・442・443・445・448・449Dの 15

基が該当する O 今回の調査では最も多く検出された土坑である O 検出位置は (B~D- 2・3)グリッ

ドと調査区のほぼ、西半分にあ り、すべて段切状遺構内の検出である。 

260号土坑

遺構  (第 31図、 第 15表)

[位 置] (D-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。

[構 造]平面形:長方形。規模:長軸 0.52m/短軸 0.44m/深さ 6cmo壁:ほぼ垂直に立ち上がる。

長軸方位:N-450-Wo 

F
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第� 3童中野遺跡第 102地点、の調査

[覆 土]単層。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期] 巾世以降。� 

262号土坑

遺構 (第31図、第� 15表)

[位 置](D-2)グリッ ド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。� 263Dを切る。

[構 造]平面形:長方形か。 規模:畏軸� 1.20m以上/短軸� O.99m/深さ� 18cm。壁:75
0

の角度で

立ちょがる。長軸方位� :N -230_E。

[覆 土]� 9層に分層される� O

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

263号土坑

遺 構 (第31図、第� 15表)

[位 置](C・D-2)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。 262D .95 Pに切られる。

[構 造]平面形:長方形か。規模:長軸� 2.25m/短軸� 1. 23m/深さ� 21cm。壁:� 65
0

の角度で立ち

上がる� 長軸方位� :N -290

- E。O

[覆 土]� 9層に分層される。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

267号土坑

遺 構 (第32図、第� 15表)

[位 置](C-2)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。西側は調査区外にあると思われる� O

[構 造]平面形:長方形か。規模:長軸� O.96m/短軸� O.85m以上/深さ� 26cm。壁:ほぼ垂直に立

ち上がる。長軸方位:N -250_E0 

[覆 土]� 8層に分層される� O

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

425号土坑

遺構(第32図、第� 15表)

[位 置](B-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。 東側は調査区外にあると思われる。� 

-62-



第� 5節 中世以降の遺構 ・遺物

[構 造]平面形:長方形か。規模:長軸� 1.80m/短軸0.90m以上/深さ 30cm。壁:ほぼ垂直に立

ち上がる� O 長軸方位:N -260_ E。

[覆 土]� 6層に分層される。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

431号土坑

遺構 (第32図、第 15表)

[位 置](B-2・3) グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である o 432D~こ切られる O

[構 造]平面形:長方形。 規模:長軸� 2.12m/短軸1.10m/深さ58cm。壁:ほぼ垂直に立ち上がる。

長軸方位:N-25
0 

-E。

[覆 土]� 13層に分層される。� 

[遺 物] 出土しなかった� O 

[時 期] 中世以降。� 

432号土坑

遺 構 (第32図、第 15表)

[位 置](B-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。 429・434Dに切られ、� 431Dを切る。

[構 造]平面形:長方形。 規模:長軸� 2.30m以上/短軸� 1. 10m以上/深さ� 67cm。壁:80
0

の角度

で立ち上がる。長軸方位� :N -280

- E。

[覆 土]� 4層に分層される O

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

434号土坑

遺構 (第32図、第 15表)

[位 置](B ・C-3) グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。� 429Dに切られ、� 432Dを切る。

[構 造]平面形:長方形。 規模:長軸� 1.40m以上/短軸1.� 13m/深さ 65cm。壁:ほぼ垂直に立ち

上がる。 長軸方位:� N -280_E。

[覆 土]� 17層に分層される。� 

[遺 物] 出土しなかった� O 

[時 期] 中世以降。� 

438号土坑

遺構 (第33図、第 15表) 

F
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[覆

[遺

[時

第3章 中野遺跡第 102地点、の調査� 

置](C-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。� 436・437D 、4・18・19・26・27Pに切られる O 

造]平面形:長方形。規模:長軸1.� 55m/短軸� 1.09m/深さ� 32cm。壁:� 75
0

の角度で立ち上

がる。長軸方位� :N-720 -Wo 

[位

[構

[覆 土]8層に分層される� O 

[遺 物] 出土しなかった。

[時 期] 中世以降。� 

440号土坑

遺構�  (第33図、第� 15表)

[位 置](C-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内の検出。� 70・71・83Pを切り、� 439・442 D、 13 ~ 15・28Pに切られる O 

造]平面形:長万形。規模:長軸� 1.90m以上/短軸不明/深さ� 31cm。壁:� 75
0

の角度で立ち上

がる。長軸方位� :N-550 -W。� 

[構

土] 4層に分層される� O 

物]出土しなかった。� 

期]中世以降。� 

442号土坑

遺構�  (第33図、第� 15表)

[位 置] (C-3)グリッド。� 

[検出状況]段切 :犬遺構内からの検出である� o 443Dを切る1 439Dに切られ、� 440・� O 

造]平面形:長方形。規模:長軸� 0. 85m/深さ� 31cm90m以上/短軸� 0. 。壁:ほぼ垂直に立ち

上がる� 長軸方位:N-63
0

-WoO

[構

[覆 土]3層に分層される。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期] 中世以降。� 

443号土坑

遺構�  (第33図、 第� 15表〉

[位 置] (C-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である� o 69 Pと重複し、� 442D、82P ~こ切 られる。

[構 造]平面形:長方形。 規模:長軸不明/短軸不明/深さ� 26cm。壁:� 70
0

の角度で立ち上がる。

長軸方位:不明。

[覆 土]3層に分層される。� 

[遺 物] 出土しなかった。

[時 期] 中世以降。� 

4
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第 5節 中世以降の遺構 ・遺物 

445号土坑

遺構 (第 33図、第 15表)

[位 置](0-3)グリッド。 

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。 448・4490を切る。

[構 造]平面形:長方形。規模:長軸1. 04m/短軸 0.88m/深さ 21cm。壁:  70
0

の角度で立ち上

がる O 長軸方位 :N -250

- E。 

[覆

[遺

[時

土] 10層に分層される。 

物]出土しなかった。 

期]中世以降。 

448号土坑

遺構 (第 33図、第 15表) 

置](0-3)グリッド。 

[検出状況]段切状遺構内からの検出である o 54 Pと重複し、 4450 ~こ切られ、 4490 を切る O 

造]平面形:長方形。規模:畏軸 1.33m/短軸0.80m/深さ 23cm。壁:ほぼ垂直に立ち上がる。

長軸方位 :N -740 -Wo 

[位

[構

[覆 土]5層に分層される。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。 

449号士坑

遺構 (第 33図、第 15表〉 

置] (0-3)グリッド。 

[検出状況]段切状遺構内の検出である o 55 Pと重複し、 445・446・4480 ~こ切られ、 4470を切る。 

造]平面形:長方形。規模:長軸 1.40m/短軸1.17m/深さ 14cm。壁 :緩やかに立ち上がる。

長軸方位:N-50 -E。

[覆 土] 3層に分層される。 

[位

[構

[遺

[時

物]出土しなかった。 

期]中世以降。 

C群円形・楕円形の土坑 (第 34図、第 15表) 

264・433・446・447・450・4510の 6基が該当する O 分布状況は、 4330を除き、 (C.0-3) 

グリッドからの検出で、調査区東端にまとまっており、すべて段切状遺構内の検出である。 

264号土坑

遺構 (第 34図、第 15表)

[位 置] (C-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である o 2650を切る O 

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸1. 10m/短軸 0.97m/深さ 32cm。壁:  650

の角度で立ち上

「
吋F

O
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第� 3章 中野遺跡第� 102地点、の調査� 
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ヘ-

l姻 目在俗色J- ローム位予を含み 、 口 Pム小ブ'C'::-' ク を f~か1':'含4 九しま り やや強. 
2庖 ぬ渇色土� Eーム脆了 ローム小ブ円ツ クを僅かlニ合むe しまり中。� 

4刷 日音尚色上� p- ム純子 ロームノl、プロン タを僅かに合むd しま づ強。� 

426号土坑� (2類) 

1層 Ilf昌色土 ローム粒子 口一ム小プロック
ロームプロックを合むι しま り中。� 

428号土坑� (1類) 

Fローム粧裕色上!島1M ・円ーム小プロックを含み、

ロームプロシク を1蝿かに含む"しまり中.
 
2廓 悔時掲色土 ローム粒子宮含み、ローム小プ口γク
 

t しま り場‘
d車かに念む

3岡 崎tf!偽色土 ローム純子を多く 、ローム小プロック


を合主ro L去り弱。
 
41ft III他色土 ロームノ!、ブロ ック 配合み、ロームプロ ツ


5扇� l宥Ie色上 ローム粒子を含u しまり中，
 
6思 持4畠色� k ロームブロン クを含むもしよ り中。
 

蕊総N 災対三ミ� 

2620 

ι-JJE
、~~ 

嫡3 日昔褐色 ローム絵 子を含1:1.しま り中.j:

総長さ ミ認� 
¥，� 

クを多く含む，しまり中，� 
A.!.9m 

444号土坑 類)(2
430号土坑 類)(2

刷表土1 V 

''0 

~ 
-0

i7 11蛇 ロ

-
I110.Om f回 附褐色土 ローム段� ・ローム小ブロックを含む しまり中

。
'rl Lロック をO'iか こ台む� まり .

蕊ミ蕊� 

260 プロソク をやや多く 含むず

し占 り中.
号土坑 類)(3

2刷� H昔IU色十. ロ ム粒子 ・ローム小ブロ ック を含む. しま り中d 

Q 3尉 暗苅偽色土 ローム粒 子ーローム小ブ口ック をやや多く、ロ

ームプロ シタ を僅かに含むω しまり� 1
4)fii Pff同色 1~ t'-ム料下 ・ローム小プロ ソク を含むl レ主 り中。� 
5 ~ ロームプロック� g 

6R司� sfft目色十 口ーム粒子 ・ロームノトザロック を含む. しまり司胃� 
音貨渇色上 ム粒チ ・ローム小プロッ クをやベJ多く、 口

ームプロγタを僅かに倉む しまり中ε� 

8騎� E音褐色上 ローム粒子 ・ローム小プμ ック を含む・� L生り中� 

9届 陪褐色十 ローム紘一子・ローム小プロック を含む. しまり� 1
10締 暗黄褐色土 ローム粒チ ・ローム小プロ ックをやや多く 合tr

しま り中。� 
2630 

2層� IIfrll虫色土 ローム位子 ・ローム小プロック を盆み、E ームプ

ローム粒子 ・ローム小プロ ック を含み、口ームプ偽色七日昔届3

ロック・� IR化物組子を僅かl二含tr，し主 り中一� 
4射 日青紫ト昌色土 日ーム松下 ・ローム小ブロγクをやや多く、ロ

ームプロックを飽かに含む均しまり中旬� 
5届 時買t ローム粒子 ・ロームノl、色土ト品

・
�
 

{
D
-
l
l
d
q
 

6層� 子・ローム小プロックを含む。� Lまり� 
7照 時Iit褐色オ ，ローム粒子 ・ローム小プロ ック をやや多く 台tr.

しまり 中. 

tl'<'ム色ー?白照� 't，� 

一一乙� 
ζ B属

9府� 
品L鈍色土 ローム松� r.c;一一ム小プロγクを含む唱 しまり中� 
B音質褐色士 ローム粒子 ・ローム小プロ ック を多く、 円ーム

プロックを僅かに� ;守むε し� Eり中.

~ 
2620 2630 

262・263号土坑� (3類) 

1/60 2m 

第� 31図土坑B群� 1 c1/60) 
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第� 5節 中世以降の遺構・ 遺物� 

口ームま女子をi革か1:含む. しま� 4中. 

3沼 崎偽色」一 ロ ム抱一子・ 告を土粒子をi韮かに吉:む.~ 1照 表イ三ι� 

2W! 晴18色j ローム純 子 ・ローム小プロックを しまり やや強。� 
盆むり しまり由. 4属柑袖色よ ローム粧 了を含み、Eームブロックを

: P ム*li:子 ・ローム小プロ ック な 自民かに含む. しま り弱，� 
倉み、ロームブロyクを怖かl工令� 5R司� H膏他色土� Eーム利子 ・ローム小プロック を含む仲

し王り 中"� 

U2i i}上.!:

段切状温情

別偽色土� .1 2)(

3約 晴褐色� t

4層 Hlj' 
5糾 拠尚色土� n-ム松子 ・ローム小ブロックを

合み、Eームブロック を皆川、に含

むr

:守み、ロームプロック を僅かに含 10.0m 

z 

合む。しま り中" 
8 ~:i

蕊尽きも� 
晴樹色土 日ーム杓千 ・ロームノ|、ブロ ックを

合む。 し.fり咋
9J~j 時制色土 ローム純子 ・口一ム小ア子ロ ンクを

合み、ロームプp'/クを僅かに含

む』レま りやや強日� 

4220 

267号土坑� (3類)� 

425号土坑� (3類)

4290 

国

Q 

3 口一ム粒千� .由一ム小ブ 口シクを合む@ しまり� 

4310 4320 4340 

4310 
1荊燐青」
 
2刷� H青悌色土 ロームffJ.下 ・ローム小フ'ロック を含むn しまり'1'.
 
3婦 晴褐色�  tて ロ ム粒 「・ ロームノトプロック をやや多く含むd しまり中.
 
4剣 暗尚色土 口ーム牧子 ・ローム小プ白ツク をやや多く含む. しまり� !ド. 

5反1 黄褐色� t ローム粒 「・ 口ーム小プロ ック・ ロームプ口ックヰと多 く含む。� 

Lまりやや強. 

6屈 指褐色土

しまりやや強，� 

を含む。レま りやや強s

8町� Yi尚色上 ローム紅 卜・ロームノトブE ツク・ロームプ0:;;クを多く 含むレ� 

Lまりやや強。� 

9厨 附;1，(褐色上 ローム粒子をやや多 く、ローム小プロック・ ロームブロック

を多く 含む. Lまりやや強。� 

10M 晴黄惜色土 ローム粒子 ・ローム小ブロック・ロームプロックを多く 含むu

しま りやや強‘� 
11約 時前悔色土 口一ム杭子 ・口ーム小ブロック・ローム7ロック を多 く合む。

しまりややす:Jl. 

'0 崎武褐色七 ローム粒� r・ローム小プロ ック・ロームプU ツクを多く 台む.

しまり やや強i. 
13扇 町貧働色士 ローム粒子 ，['1ーム小ブロ� yク・ロームブロック を多く含むω� 

Lまり やや5;1;. 
14編 時前褐色土 ローム粒� {-'Dーム小フロック・ロームブロック を多 く合tlo 

Lまり� 1，''

， しま りや2 

直前掲色 仁 ローム粒 子・ローム小プ口ツク 6 ~・1 滑褐色土 ローム粒 子を含み、ローム小プロ ック
をやや多 く、� Eームブロ� yクを ・ロームブロ ック 在館市、に含む. しま
合すん しまり中ー� り中. 
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第� 3章 中野遺跡第� 102地点、の調査� 

439D 

442D 

A~9m-

s' 

宝|ぶ州側§� 
lK'l安土. 
1婿� 82P傾� 

1暗号 撹品し� 
442D 

121ri HIH日色土 口ーム悦チ ・ローム小プロック を修かに合tr しEり中1 
3屠 時褐色仁 ローム戦イを合:ij-，ローム小プU シクを僅かに含む〉しまり中� 

3府 傾附褐色 t ローム舵� fを1苛tr" しまり中. 
41tJ i音拠色土 ローム純子 ・ローム小ブロックを合I?し主叩中. 

41i'i 時貧m色土 ローム純子を含み、ローム小プロ ック 企1犠かに合t 5福 島行褐色土 ローム粒子化多く、 円ームノトプロック含む， し主りやや強e r. 
Lまり中J 

443D 

5雨時褐色土 口ーム小ブロック を僅1J，~:. 、 ロームブロ ソク を合む悔 し 6照 時m色土 ローム絞「 ・ローム小ブロ'/7を主主み、ロームプp ，/ク を{革かに合ir'o し£り溺� 

まり中M 

7 ~ 時価色土� r>-ム純子を含み、ローム小フごロン クを1塩かに合む. しま り中.

6層 催日府~色 上 ローム粒子を{量カに含むふしま りやや強J 
日用 貨褐色 t ローム粒下 ・ローム小ブロ ック を合む� Lまり中u 

7 ~ a昔前倒色上 ローム粒子� '0ーム小ブロ ックをやや多く、 ロームプ
440D 

ロジクを僅かに合む しまり斗'.� 
9制 時褐色土 ローム粉干を多く含む【� L重り巾c 

B雨 時給色士 ローム粒子 .LCjーム小ブロックを含む. しまり巾内� 
lG舟 附袖色J.: ローム粒子を多く 、ローム小プ口ァク含む。� Lまり州 、� 

9骨i 精t可総色土 ローム純子 ・ E ーム小プロ ック をやや~く 合tr肉 しま 11層 時骨量色 ト ローム純子 口一ム小7'1.1'/ケ を含み、 ロームブロックを作曲、::'i'3むのしまり中 

り中. 
12I!"i~青偽色上 ローム粒下を多t、ローム小プE ツク・ロームブロ� γ夕食含む. しまり中. 

438号土坑� (3類) 440・442・443号土坑� (3類)� 

?手

凶� 

D-rc-=二二州D¥ 民Zi'F{一口

11 1¥'-----' 11 11-1¥1/予うぐ 0 445D A-A' '8-8' 

i届悦乱p 

2.1<<1時褐色土 ローム粒干 ローム小プロ ック を合む陶しまり� Iい� 
3周� l稽褐色土 ローム粒子 ・ローム小プロック ・ロームプロック を含む" し主り中. 
4.iico' iLと〈ヂ~ ~州D 。ε 

，¥¥絶色士 ローム純子 ・ローム小ブロック をやや多く、 口ームプロックを僅かに

会む. しまり 中内
5応� l清貧褐色十 ローム牝子 ・ローム小プロ� γクをやや多く、 口一ムプロ シク を合む《

凶 しまり中. 
6屑 附録尚色土 ローム粒子� .nーム小プ口ッ クをやや多く、ロームブロ ンク を何iか� 

1'::含む， しま り中、� 

7肱i階典絢色上 ローム牧� 7・ローム小ブロッ クをやや多く含む. しま り'1'. 

sli首� !."偽色 '1: ローム粧f ・口一ム小プコックを 含み、口ームプロy クを{暖かに台むz

しま り中. 
9~面 目西側色� I 口一ム*ilイ ・ローム小プ口ックを合打。 しま り中。� 

IO~' 昔持ぬ色」ニ ローム舵� r..ロームノl、プロックをやや多く、 口一ムプロγクを慌か・，1 a

蕊~齢、 に含む ltL書りI。� 
ll ~'l 時I商船色十 ローム粒� f..ローム小ブロックをやや多く、ロームプロック 宜保か� 

~ .:含むe し圭り中。� 
448D 

A1旦Om

時 制関 州D 

445D 448D 449D 

ー-C' ー-E 

蕊~ 防� m 認
449D 

445D 

448D A-A' ・8-8'
 
11溺� H音椅色二ヒ ローム粒寸-.I~ ーム小プロック ・ 口 ームブ ロ ック を ， \む@しまり中.
 

2 ~1 暗褐色土 ローム粒子 ・巳ーム小プロ� γクを含む。 しまり中。
 
3臨 時貧縄色士 口ーム純子 ・E ーム小プロックをやや多く 合tr. Lまり'+'.
 
4脳� H奇策絡色上 ローム粒 千・E ーム小プ口 ァクをやや多く、 ロームプロ ックを白川ぉ
 

lよ含む. Lまり，t" 
5RI B昔褐色土 ローム粒子 ・ローム小プロッ ク ロームプ口 ック を含む. L世り中園� 

4490 A-A' 
lli面� E音尚色土 ローム純子 ・ローム'1、ブロッ クを含む.しまり中。� 

2R商 品褐色� t ローム値千 ・ローム小プ口� yクを含む。 しまり中。

クをやや多く合む。 しまり中，yローム粒子 ・ローム小ブロ目膏抗偽色土)面3 

445・448・449号土坑� (3類)� 

1/60 2m 
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第� 5節 中世以降の遺構 ・遺物

がる。 長軸方位:� N-650-Wo 

[覆 土]6層に分層される。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

433号土坑

遺構 (第 34図、第� 15表)

[位 置](B -2) グリッド。� 

[検出状況]段切状遺構内からの検出である O 

[構 造]平面形:楕円形。 規模:長軸� 0.83m/短軸0.48m/深さ� 14cm。壁:緩やかに立ち上がる。

長軸方位:N-50o 
-Wo 

[覆 土]3層に分層される� O 

[遺 物]出土しなかった。 

[時 期]中世以降。 

446号土坑

遺構 (第 34図、第� 15表)

[位 置](D-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。� 56 Pと重複し、� 447・449 Dを切る。

[構 造]平面形:不幣円形。 規模:長軸� 0.86m/短軸� 0.84m/深さ� 17cm。壁:� 60
0

の角度で立ち

上がる。 長軸方位� :N -20o -Wo 

[覆 土]3層に分層される。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

447号土坑

遺構�  (第34図、第� 15表)� 

[位 置] (D-3)グリッド。� 

[検出状況]段切状遺構内からの検出である o55・74Pと重複し、� 446・449・450Dに切られる。� 

[構 造]平面形:楕円形。 規模:畏軸� 0.90m以上/短軸不明/深さ� 9cmo壁 :緩やかに立ち上がる。

長軸方位:N-80o-Wo 

[覆 土]単層。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

450号土坑

遺構 (第34図、第� 15表)

[位 置](D-3)グリッド。� 
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第 3章中野遺跡第  102地点、の調査

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。 74Pと重複し、 447Dを切る O

[構 造]平面形:楕円形。規模:長軸1.18m/短軸 0.67m/深さ 22cm。壁:750

の角度で立ち上

がる。長軸方位 :N-330 -E。

[覆 土] 4層に分層される O

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。 

451号土坑

遺構(第  34図、第 15表〉

[位 置](D-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。東側は調査区外にあると思われる O

[構 造]平面形:楕円形か。規模:不明/深さ 11cm。壁:緩やかに立ち上がる。 長軸方位:不明。

[覆 土]単層。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。 

D群不整形の 土 坑 ( 第  34図・第 15表) 

266 Dの l基が該当する。検出位置は (C-3)グリッドで、段切状遺構内の検出である 0 

266号土坑

遺構(第  34図、第 15表)

[位 置](C-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。 89P~こ切られる。

[構 造]平面形:不整形。規模:長軸1.25m/短軸1.25m/深さ 9cm。壁:緩やかに立ち上がる O

長軸方位:不明。

[覆 土]単層。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。 

E 群地下室・地下坑、地下式坑(第 35 ~37 図、第 15 表)

全体プランが調査区内では未確認であったため、 l類・ 2類として分類はできなかった。今回検出さ

れた遺構は、すべて中世である乙とから、地下式坑として、 261. 423・424・429Dの 4基が該当する O 

261号土坑

遺構(第  35図、第 15表)

[位 置](D-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。南側の調査区外に大部分があると思われ、詳細不明であ

るO 検出部分は主体部と思われる。

[構 造]地下式坑の形態をもっ。

[主体部]平面形:方形か。天井部が陥落している状況である O 調査区の崩落の恐れがあるため、 

-70 -
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深さ� 160cm程で、調査を断念した。

[覆 土]主体部:20層に分層される。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期] 中世以降。� 

423号土坑

遺構(第36図、第� 15表)

[位 置](B-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。主体部のみ検出で、入口竪坑部は調査区外にあると思わ

れる o 422 Dと重複するが新旧関係は不明である。

[構 造]地下式坑の形態をもっ。

[主体部]平面形:方形:長軸 2.32m/短軸� 2.20m/深さ� /294cm。長軸方位:N -65
0

- Wo 

天井部はすでに陥落していた。

[覆 土]主体部� : 42層に分層したが、深さ� 140cmまでしか測量は行えなかった。

[遺 物]陶器� l点 (担鉢)・石製品� l点(砥石)が出土した。

[時 期] 中世(1� 6世紀中)。

遺 物 (第 43図2、図版� 18-1-1.2、第� 16表)

[陶 器](図版� 18-1-1、第� 19表) 

lは常滑の埋鉢である。時期は� 16世紀中である。

[石製品](第 43図2、図版� 18-1 -2) 

O2は凝灰岩製の砥石である� 現存長7.1cm ・最大幅� 2.3cm・厚さ� 2.1cm ・重さ� 55.8g。上端部を欠損。

平面形は長方形である。使用面は正面、側面、 裏面であ り、使用面に� V字状の刃物痕が認められる。� 

424号土坑

遺構 (第35図、第� 15表)

[位 置](B-3)グリッド。

[検出状況]検出された部分は入口竪坑部と思われるが、大部分が調査区外にあると思われるため、詳

細不明である� O

[構 造]地下式坑と思われる。 主体部は北西側調査区外へ延び、ると思われる� O

[入口竪坑部]平面形:不明。規模:不明/深さ:確認、面から� 150cm程下げたが、坑底まで達するこ

とができなかった。また、調査区壁の崩落の危険があったため、調査を中断した。上部は漏斗状に広

がる。長軸方位:不|円。

[覆 土]� 26層に分層された。

[遺 物]陶器� 3点(皿・ 窒 ・鉢)・土器� l点 (熔熔)を出土した。

[時 期]中世� (1 5世紀)。

遺 物(第 43 図 1 ・ 2 、図版 18-1-1 ~ 4 、第 15 表)

[陶器・土器](第 43図� 1. 2 、図版 18-1-1~4 、 第 15 表) 

1 ~3 は陶器、 4 は土器(焔焔〉の破片である。 時期は 1~3 が 15 世紀、 4 は不明である O 

2門/
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35府 黄褐色土 ローム粒子 ・ローム小プロックを含み、ロームプロンクを多く

含む。 し主 りやや強" 
36届 黄褐色 t ローム小プロック ・口一ムプロック を含む。 し主 りやや強. 
37M B音貨褐色上 ローム枝子 ・ローム小プロック を念主� Lまりやや強. 

38府 陪褐色士 ロームプロ ジクを台む. しまりやや強. 
39雁� 1，1.¥掲色士 ローム小ブロック・ ロームプロックを僅かに含む.しまりやや

強3 

40府 県縄色土 ローム純子を僅かに含み、ローム小プロックを含む. しまりや
や強4 

4J}('i iIi.祁色土 μーム小プロ ック ・ロームプロックを含むe しまりやや強. 

42照 時貧褐色上 ローム小プロッ クを含み、ロームブロックを多く含むs しま

り強. 
43屑 貨4白色上 ロームプロックを多く 合む。し占りやや強。
'¥4制裁俗色土 ローム純子を多く、 ローム小プコック を合'-"0 まり中. 

423号土坑 1/60 2m 

土坑� E群� 2 cl /60) 

A
t

l9属凶� ロ一ム小プロツクを含J 悌倣伽匝ιhみチ、 粘土粒子をfbU一� 

第� 36図
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429号土坑

第� 5節 中世以降の遺構・遺物� 

1i;::i袈 土


段切状遺構
 
2川 県柏色上 ローム純子 ・ロームノトプロック を僅かに含む.しまり'1'.
 
429D 

3ftj 暗偽色土 ローム敏子を子守む. しまり 中.
 
4届 附渇色士 ローi、総4 ・ローム小ブロックを合u.Lまり中
 
5刷� R音褐色1: ローム粒子を多く 合tJ'.しまり中.

6届� H唐褐色土 ローム総子を含み、ローム小プロ ック 企多く 含む しまり中。
 
7届 極暗地色上 ローム給予 ・ローム小ブロック を含むε しま り中.
 
B層 階1貴褐色ー: ローム総子を多く、 ローム小プロ ック を含む. Lまり弱.
1

9 ~呼 H膏尚色土 ローム粒子 ・ロームプロックを含み、 焼土粒子を僅かに含むー


しまり中. 
10層階褐色土 ローム枚す ・ローム小プロック 在合む しま り中. 
11層階賀補色 仁 ローム粧チ ローム小プロγクを多〈含む伺 し主り 中� 

l2照 時褐色土 ローム純子を含み、般化物粒千を侮かに合む円� Lまり中ー� 
13層 時褐色上 ローム桂� f・ローム小プロック を含む. Lまり中旬� 
14層 雄日昔絢色士 ローム純子をf主力、|二含む唱 しま町 中� 
15締 時織色よ ローム1:¥'1干古多く、 ローム小プロック を僅かに会む。しまり 中� 

16層 階鈎色土 ローム位子を含み、� Uームプ� u-;;クを多く 含む。しまりやや強. 
17層� I~占色ナ ローム粒子� -0ームノトブロッケを多く 含む。しまり やや強. 
18廊 崎相当色土 ロ ーム靴千企~み、 ローム小ブE ック を僅かに含むn し ま町 中胃 

19層 階悩色土 ローム粒子� -IJームプE ック を多く、 ローム小ブロγずを合計

しまり中。� 
20層 階偽色i: ローム粒チ ・ローム小プ回ァクを僅かに含む， しまり 中旬� 
21層 極日昔褐色土 ローム紘子を含み、 ロームプロック を多く含む， しまり中。� 
22届 時縄色� 1 ローム粒子を多く 、口ームプロック を含む。しまり中. 
23層 幡宮膏H虫色」こ じーム粒子 ・ロームブロ ック を含む� Lまり中‘� 

24扇 時~縄色ヒ ローム粧子を多く、� 0- ムブ� U シクを含むーし まり中F 

25局 時褐色土 ローム紛下ーを含み、E ームプロン クを催地、lこ含む。 しまワL/1o 

26届 時策掲色 I~ ローム位千 ・ロームブロ ック を含む. Lまり中"

段切状遺情� 
21層 階尚色士 ローム対子 ・ローム小フ‘ロック を含む. Lまり巾. 

1/60 2m 

第� 37図土坑E群� 3cl /60) 
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第� 3章 中野遺跡第� 102地点の調査� 

429号土坑

遺構(第37圏、第� 15表)


[位 置](B・C-3) グリッド。


[検出状況]主体部は天井部が陥落しておらず空洞であったため、� 431 ~434 Dの調査終了後に精査を


行った。� 101Pと軍複し、� 432・434Dを切る
O

[構 造]地下式坑と思われる。入口竪坑部は南側調査区外に一部延びると思われる� O

[主体部]平面形:長方形:前壁 2. 20m/奥行� 1.80m/天井部までの高さ� 1.60m/80m/奥壁� 2.


深さ:ローム確認面から� 3.09cm。長軸方位:� N -87 0 _ E。


[入口竪坑部]平面形:楕円形か。規模:開口部径� 2.04m/深さ:200cmまで掘り下げたが、坑底は


まで達することができなかった。また、調査区壁の崩落の危険があったため、調査を中断した。


[覆 土]入口竪坑部:24層に分層したが、深さ� 200cmまでしか測量は行えなかった。

[遺 物]陶器� 2点(皿・片口鉢)・土器� l点土 (鍋)、鉄製品 l点(釘)が出土した。

[時 期]中世� 05世紀中~後半)。

遺 物(第 43 図 2 ・ 4 図版 18-1-1 ~ 4 、 第 16 表)

[陶器・土器](第 43 図 2 、図版 18-1-1 ~ 3、第 16 表) 

1 . 2は陶器で、� lは皿2は片口鉢であるo 3は土器で、土鍋である� O

[鉄製品](第43図4、図版� 18-1 -4) 


4は釘である。長さ� 6.5cm・幅� 1.1cm ・厚さ� 0.5cm・重さ� 9.7 g ほぼ完形品である
 0 O 

F群� T字形の土坑(第38図、第� 15表)� 

268 Dの� l基が該当する。この� T字形土坑は、 多くの人骨片と炭化材を出土し、 土坑内部には被熱痕

が確認されることから火葬土坑と考えられる。形態的には主体部と張出部に区分できるが、ここでは、

遺体を安置したと推定される「主体部」と主体部に向かつて張り出される「吸気坑」、主体部中央の窪

み「通気溝」の名称を使用した(林田� 1993、小倉 ・柳田他� 2001a ・2001b)。� 

268号土坑

遺構�  (第38図、第� 15表)

[位 置](C-3)グリッド。

[構 造]� T字形の形態をもっ� O

[主体部]平面形:長方形。規模:長軸1.23m/短軸� 0.53m/深さ� 24cm。壁:ほぼ垂直に立ち上

がり、 主体部と吸気坑の屈曲部と吸気坑奥の主体部周辺は焼けて赤化している。通気溝:幅� 55cm/

深さ� 13cm。主体部中央の窪みで、不整形を官し吸気坑に至る。底|盲には工具痕が認められる。長軸

方位:N-60 -E。

[吸気坑]主体部通気溝から続き、 主体部西側に溝状に張り出す。規模:長軸� 0.35/短軸0.26m/

深さ主体部接続部分で� 13cmo 西に向かつて浅くなる。長軸方位� :N-780 - Wo 底面には工具痕が

認められる。

[人骨の状況]人骨は小破片もしくは粉状のものが多かった。全体に主体部通気溝の位置を中心に炭

化材の上層から出土している� 大きめのものは外部へ運び出された可能性が指摘されている。O

[炭化材の状況]炭化材は主体部全体から出土した。通気溝の両側には横位に設置された丸太状の横� 

76 -



第� 5節 中世以降の遺構・遺物

木が敷かれ、その上に主体部の主軸方向に太めのエノキ属の丸木・割材が置かれた状態であった。一

部には竹材も見られた。

[覆 土]主体部・吸気坑ともに埋戻された様相である o 28層に分層された。

[遺 物]鉄製品 l点(雁股矢か〉と炭化材・人骨片が出土した。出土した人骨・炭化材の自然科学

分析は付編 111~116ページを参照。

[時 期]中世(15世紀前半~中)。

遺 物(第43図� l、図版� 18-1-1)

[鉄製品](第 43図� l、図版� 18-1-1) 

lは雁股矢と思われる� 長さ� 6.9cm・最大幅� 20.cm・厚さ� 0.5cm・重さ� 10.0g。細し 1部分は茎部で、O

太い部分は鍛身であろうか。主体部北端のほほ坑底上からの出土である O 

G群その他(第39・40図、 第� 15表)

分類不明な土坑を� G群とした。� 265・422・427・435・441Dの5基が該当する� 0 

265号土坑

遺構(第39図、第� 15表〉

[位 置](C.D-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。南側の大部分は調査区外にあると思われるため、詳細不

明であるo 264・444D に切られる O

[構 造]平面形:長方形。規模:不明/深さ� 51cmo 壁 :60
0

の角度で立ち上がる。長軸方位� :N-

75
0 -Wo 

[覆 土]27層に分層された。特に、覆土中及び坑底面には、 目立って炭化物粒子・焼土・ 白色灰・

赤化灰が多く含まれていた。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。

[所 見]大部分が調査区外にあり、詳細不明である� 今回は分類不明の� G群にしたが、覆土中及びO

坑底面には、炭化物粒子・焼土・灰が堆積している特殊な遺構であり、方形の竪穴状遺構になる可能性

がある。検出されたピット� (p1)についても 2本柱うちの� l本かもしれない。� 

422号土坑

遺構(第39図、第� 15表)

[位 置](B-2・3) グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出であるo 430・431Dを切る。� 423Dとの新旧関係は不明である O

[構 造]平面形:長方形。規模:以軸� 5.30m以上/短軸� 4.45m/深さ� 82cm。壁:西壁は� 60
0

の角

度をもち、東壁は� 13
0

の角度で立ち上がる。特に東壁は壁というより、スロープ状を呈し、さらに硬化

面を伴っていた。長軸方位� : N-30
0

- E。工具痕:北壁・西壁の立ち上がりに特に顕著に観察された。

[覆 土]� 16層に分層された。

[遺 物]� 85Hからの土器の流れ込みがあったが、 当該期の資料の出土はなかった。

[時 期]中世以降。� 
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第 3章 中野遺跡第� 102地点、の調査�  

1帰時価色士 司ーム料子 ローム小プロック 炭化物粒子を含み、炭化材を温かlこ含む内

L主 り中

齢
 ‘ま
2IPiI情褐色 l ロ ム泣+，uーム小プロ シク 炭化物粒子焼土利子を含み、炭化材 焼� 

t小プロンク を儲かに青む. しま り中.

3悩� IMlぬ色上 ローム純一{-，¥Jーム小プ� tJ"jクを含み、炭化物粒子を%かに含む.し主り や

仏吋 
  l;
や弱。� 

4層 桝茶偽色t ローム粒子 ローム1I、プロッ クをやや多く、炭化物粒子を含み、炭化材を� 

5 色.1: 僅ロかーにム台粒子む， ロし主ームり小中目プロ ックをやや多く、 炭化物お干 を含む。� Lまり中。� 

6高層司� E 悔色土� ].- ローム小プロfAク しま り中。明音茶質褐 [ ム杭子をやや多 く、 ッ� 鋭化物粒 子を含むa

含む。 しま り中.化物純 子を僅かにを含ローム小ブ口ツ クを台み、ーム粒子E褐茶褐色よf黒舟� 7R司� 
_ 6 1 I剖� 1¥ 'yううううと� B属桝 色土 ローム怜子� Eーム小ブロ ンクをやや多く、 炭化物牧子 む.� L主り中� 

9 黙尚色上 ローム位� F ロームブロ ック 炭化物純子を含む合 し主 り中内� 

6 - ¥ ¥ - ふ，..� l ソ\obヨ~ I I I "-1 ~明J じうクノ� 
loll宮崎倫色土 ローム純平 ローム小ブロック

l二台む し主り中。� 

炭化物伸子を み、ロームプロック を儲か� 

II府 熊絡C!!l: u-ム杓子 ロームd、ブロックを含み、炭化物粒子 炭化材をo広かに合む'.

し去 りやや弱. 

12層 !耳褐色よ uーム純子 ローム小プロ ック 際化物粒子 炭化材を含み、縦十fit.f- 焼� 

やををクッ子ロ約プムーE小，月茶尚色土 ヒ13/iii 1 怖かやに多含くむ、@口ーしム主小りやプやロ弱。ク 炭化科を孟む しまり中. 

14層附 県制色上 ローム位� f 回一ム小ブロックを含み、 炭y化物位� fをi革かiこ.含む。し主 り中。� 

15雨 明茶褐色 七 ローム和子 ローム小プロ� γクをややや.l¥-":I-多多く合、伏イヒ物粒子生合む。し占 り中。� 

.:ドみ しま り. 
l 黒褐色土 ローム靴 下 ローム小プロック 炭化物粧ぜを 、総よ純7 焼上小プロ

被熱赤化純UH 
<( ノノノノノノ〆〆/〆/// ツク を僅かに2;uη しま り中e 

IH網目青褐色土 ローム粒子 ローム小プロ シク 炭化物粒子を含み、焼土桂子 焼 上小プロ

微細骨!'i集中範国 ック を僅ム粒 Lまり中内かに含む� 
19照 時粛褐色土 ロ-A f'ilf ローム小プにロ合ンクをやや多く、炭化物純子ーを含み、焼 仁蚊 了

焼ム4上E小Fプロ ックを僅か む. しまり中. 
20明 暗悔色上 ローー ローム小プ 世ックをやや多く、 炭化物鞍� Fを含み、ロ ームプロ� 

ック を僅かに含む.しまり 中置� 
B.L9m 

一一B' 21刷 暗.iI.H1虫色よ コーム純子 ローム小プ口� yクをやや多く 、ロームプロ ック を含む. L-ま

りやや強。� 

22)凶 階J/.r.褐色よ� Uーム粒十 ローム小ブロッ ク ロームプ� 0 ';1ク を多く、 炭化物純子を含

含むム.粒 Lまり中。� 
23層廊階崎悩掩色上 口一 子 ローム小ブロ シク 炭化物料子を含む しま り中. 
24 筒色土 ローム技辛ー ローム小プロンク をやや多く、 ロームブロァクを含む.しま� 

''1り ，� 

226iioi 日工膏� Z樋色上色土炭化ー純 ロ"ーム くロロ クム含む まムり小中bプロ� yクを僅かに含む。5廓� 4A5眠� ロ物ム粒子子炭化 を小多ブ ッーを粒子。1:1しー

ローム小プロ ックを含む。しま りd子弱粒や化映し黒褐色上27Wi 走物りや 炭化材を多く、 ローム牧子

中. 
2円層 時?再縄色上 ローム粒子 ローム小プロック を含み、ロームプロ シク を僚かに合む。 し

まり中a 

<(

。〕

6' 

16綱� J茶褐色土 ローム粒� f ローム小ブロックを く 含U'7k11 I)I

6 

仔?~，，\ 1-
_ 

6-

微細骨Ji'寝中範囲

《 〈

人骨出土状態 炭化材出土状 態 (上層)

_6' 

〈ま� 

戸� _6 _6  

B戸� P6- 6-

被熱赤化範悶
《

炭化材出土状態(中層)

《

炭化材出土状態�  (下 層)

268号土坑� 

《

偲り方� 

第38図 土坑� F群� cl / 60) 

1/30 1m 
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第� 5節 中世以降の遺構 ・遺物� 

lalil ぷ」ニ� 
1 b局 時褐色士 ローム純子 ・ローム小プロック を含み、口一ムプロック を僚かに台む{段切状i劃l障の揖上)‘ しまり中.

2 描~ .昔前裕色土 ローム粒 子� .cーム小ブロシクをやや多く 、ロームプロックを含むm しま り巾i 

ロー ム粒子 ・ロームブロ ック をやや多 〈合む. しま り中司骨格色土11廓3

4R副 総褐色土� E ームf'iJ.-f-.ロームノl、プロシク .~I ームブ E ン ク を多く 盆む. L.ま りやや強，� 

5刷 官官J竜平品色上 ローム総子 ロームノl、プロック ロームプロ シクをやや多く 含む しまりやや強3 

8屑� H昔前偽色土 ローム純子 ・ ロ ーム '1 、ブ ロ ジクを多く、 ロームプ ロ ン ク を合i.J'， 主 ワ~~ゃ強e 
7届� 11音"!il偽色白 ←ム蝕 f- . ローム小プロ ック を多く 、 E ームプロ ソク を i曜かに~む宮 L 主りやや強. 

B届 1if尚色土 ローム敬子 ・ローム小プロッ ク・ 回ームプロンクを多く 含む. L-まり やや強.� 

9編 黄尚己七 ローム純子 ・ローム小プロックを多く 、ロームプU-;;クを汽tJ'. し主りやや強。� 

乙� iこ L と� 4こ� !J世 保色上 ローム粒寸 ・日}ム小プロック を含み、 ロームプロンク をやや多く 含む� Lま り巾. 

11層 晴黄褐色土 回一ム粧干 ローム小ブロック・ ロームプロッ クを多く 合むe しま りやや強。� 

12踊 暗黄褐色上 ローム粒子 ・口ーム小ブ0 ，/ク を多く、ロームプロγクを含む. し主り中. 

へμ戸百年

10.O. 層 暗黄褐色上 ロー ム組子 ローム小プロジク を多く、ロームプロ� γクを僅か{二含む. しま り中。
 
14Ni ロームプロyクe
 

15層 階貨褐色上 ローム脱 f'ローム小プロァ クを多く、 ロームブロックを僅かい含む. Lまり中u
 

16層 階賀褐色士 ローム純子 ・ローム小プロシクを多く. ロームプロックを合宇ム しまりやや強ζ
 

17再1 p青赤褐色灰府 炭化物粒ザを含むa 赤化� Lた灰かワ しまり弱，
 
4畑 町賛褐色十� ローム粒子 ・ローム小ブロγクをやや多く、 炭化物枝子 ・'#化灰 ・白色j天を含む。 しまり<1'. 

19即 時茶他色土 ローム枝子 ローム小プロンク ロームブロン ク ・炭化物粒子 ・赤化灰 ・白色灰を合む、 し主ザ 中. 

20lfi 白色灰層 炭化物粒子 を含む.しま り樹. 

211届� l夫rl色灰府 ローム税チ ローム小プロック ・赤化灰 ・白色灰吉台み、J.R.化物作子を多く含む. L主り潟. 

22編 時民偽色土� Eーム粒ーf-'Uーム小プロ ック をやや多 く、ロームプ ロック を僅かに合む. しより中. 

23届 鳴色七 ローム粒子 ・口一ム小/ロック ・ロームプ ロシク ・炭化物粒� fを含む. しまり中。� 

24刷� ~t<茶褐色上 ローム位チ ・ローム小プnック をやや多く、 ロームプ μ ックを僅かに含む" しまりやや強。� 

25扇 情黄尚色七 ローム住子 ・ローム小ブ口ツ クをやや多く、 ロームプロ ックを斡tI. しま り中. 

26婦 情茶褐色土 ローム粒子 ・ローム小プロ シクをやや多く、 ロームブロ ッケを僅かに含む。 しまり中� 

27腕 瞬茶褐色上 ローム位午 ローム小プロ?クをやや多く 、ロームプ口ックを含む. しま り中. 

灰 ・炭化物事E開
28層圏� j品色士 ローム靴下 ・ロ ーム小プロ ック ・ ロームプロ ッ ク・ 段化物枚チを含む。 L ま り I.t l • 

265号土坑� 

10

13

18

423 D 1;函� l1H寛通」� 
2厨� t電通L 
3廟� p'i担当色土 ローム小プロックを含み、ロームプロy クを多 く含む。しま り

やや強内� 

4層 時~褐色上 ローム位子を合み、ローム小ブロック を多く含むe し主り や

や強@ 

5R1 1吉凶色土 ローム約千を含み、、 ローム小プロックを多く含む勾しまり中、� 

6層 貸倫色七 ロームノトブロック を含み、ロームプロック を多く 合it， しまり

やや強。

B- ロ� 7断 貨制色土 ローム小プロッ ク ・"ームブロシク を多く 含む.し まりやや強。� 

8回 !.'It褐色七 口一ム粒子 ・ロームノj、プロック ・ロームプロy クを含む. ¥...ま

り中. 
9層 にぶい貨筒色J二 ロームノトブ ロンク 牢含み、 ロームプロックを多く 含れe

しま りやや強。� 

IOR宮 崎悩色土 ロームノトプロックを含み、ロームプロック を多く 含む しまり

やや強含� 

11酬 にぷい黄褐色上 ローム小プロックを盆み‘ロームプロy クを多く 合む‘

しま りやや強。� 

12削 附褐色之 ローム粒子 ・口ームプロ ック を含み、ローム小プロッ クを多 く

含む。 しまり強. 

13!fi にぶb、荷縄色土 ローム純子を含む. しまりやや強ー� 

14M H昔前褐色上 ローム舵 許・ロームプロ シクを含む苛� Lまり中. 

15M1 にぶい'IIf褐色士 ローム純子 ローム小プロック を怠み、じームプロシク

を多<:5むs し正 り中，� 

16劇 賞侮色土 ロームプロ ックを多く含むe しで量り 強. 

17届� .1<<熔色十 ローム小プロックを含む しまり中� 

IBM 県尚色土 ローム粒 示 ・ローム小プ口ック を含む3 しま りやや強� 

422号土坑 1/60 2m 

第39図土坑G群� 1 c1/60) 

G
d
 

ウ

i
 



第3章 中野遺跡第� 102地点の調査� 

回ーム枝子 ・ローム小プロック を{帆かに� 

且-1'合むコ しま り‘� t 

唖H汗樹色土 ローム料� 1- ).JJ-;・口一ムノ卜ブロ ソク を� 、":-

ロームプD ' :lti/ク生多く合む色� t下九

1~"i 友よ� 

~ 21'，j t;~褐色 上

3~(iヘ「寸� 
lhご� J 1階 J;:土咽� 

2層 階禍色 f ローム特� ('L!ームブロック を多 く 435D 
ローム悦子� .r

しま 円べ司コ強，b

'l4M 極llIf禍色土 ームノj、/I.Jック をl1tiか<1む.L 主 ~J 4'0 

3M 日昔鍋色� L I-Jーム純正を古み、ローム小ブE ツ 1':含む しま り中。� 

クを4益力、に含む。 し主� η中v

5料� 1晴褐色土� uーム純正を働力、!こf1;むω しまりやや鍬� 

4 ¥'<1 ~f砧色上口 ー ム小ブロ ック を含ち、 uームブ 三
山

ιニ
A

一一ー-----=
6層� !，~褐色上 ローム怜下を多 く、 ロームJ)、ヴロック を� 

ロγクを多 く合む� 1 し主り強� ¥ 』� 
{IAカ‘L:含む， しま りヤや積. 

5f!of 1晴褐色 L ローム松干 ・ロームプロ ックを含む。 バマー� . ーマキ持
7 Wi 唱綿色 ! ローム総� fを合み、ロームノトブ ロ ソクを

他方、1・含む. し空り中.

'1}¥9'・� 

し主り強 守っそイ6~了一於※ 
6腕 時禍色土 ローム小プロック を今むm し;k円強。 とf-'-ーミピ- -於ミミヂ� 

7附 附倒色土 吋ーム段平を日置かに日むb し占円強2 ミ~守門L明吹マ令交史蕊腎 �  日制� j財団色十: ローム粒 「・ ローム小プロック を含み、

ロームブU ツク 企多く含む.しまりす在，� 
W古褐色士 甘ーム総 子・ロームプυック を多く、 ロ

ミミミ~ ーム小ブE ツク 生~む. しま りペベ，~!.

427号土坑� 435号土坑

I権? 表土� 

2柄� i.M品色上 ローム*"(予を儲かに、 口ーム小プロ ソクを戸:むのレま りι1，I~，'
3随 時鈎絢色ーヒ ローム純子 ・口一ムプロ ソク {，:合む. しまり中幽i以。� 

441 D 
4 ~習 時制在dご ローム悦� I・ローム小プロ ノクを合む. しまっ 中υ� 

5 ~ i奇術色土 ローム純子を含む¥ し圭 り .ç; ~) J 

6iti nff制色� 1・ ローム純7を含み、ローム小ブロック を僅かに含む.し主り巾� 

へP 
7 

7桝 略拠色士 ローム和II3-をJ-く、 ローム小プロ� yクを合むr し害時ヰJ. 

81O 暗Jfl尚色� L [Jーム純子 ・日←ムゾロ ック を合む. L主り� '，1'

ハ
�
 

9lti 時世j色士 ローム粧� Fを合み、ローム小プロ ック を怖かに合;J'，し 主り牛 }
 
10網 目音褐色上 いーム純子を含み、ロームFトプU ツク を多く含む. しま りやや強.
 
11肘� "Ii軒j色十 ローム世立 正を白む" Lまりややf弘
 
12M 暗制色土� pーム1官千を合み、円ームプl'ツク を多く 台U しま りやや強d
 

13附 陥総色ーι ローム宇立 正・ローム小ヴロック 金多く1'1 "1斗� L主り巾，
 
14TfI A宙船色土 ローム¥'Iiiを含むe しま り中3
 

_.11'町やや't':;:t九しツク を，Eローム小ブそ多く、ローム位l富裕色11照15

441号土坑� 

1/60 2m 

第� 40図土坑G群� 2cl/60) 

[所 見]平面形では長方形を呈するが、今回、通常の土坑のタイフでは分類が難しかったため、� G

群に分類した。本遺構については、 東側の壁面がスローフ状そ呈 し硬化面そ有し、坑底の立ち上がり部

分には顕著に工具痕が観察できることから、土坑ではなく、 東側に展開する段切状遺構の西端末端構造

の形状である可能性がある O 

427号土坑

遺 構(第� 40図、 第� 15表)

[位 置](A-2)グリッド。

[検出状況]段切~I犬遺構外からの検出である o 17Mを切る。

[構 造]平面形:長方形と 思われるが、 全体の平面形は不明である。規模:長軸� 0.89m/短軸� 

0.40m以上/深さ� 29cffio 壁:ほぼ垂直に立ち上がる。長軸方位� :N-14
0

-E。

[覆 土]� 6層に分層される O

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

435号土坑

遺構(第� 40図、第� 15表)

[位 置](C-3)グリッド。

Q
U
 
U



第� 5節 中世以降の遺構・ 遺物

造機ヰイ}� 1立� i汚 ヰ'問形 分傾
規桜� (Ill)

民事山万{な ¥"ij土及び特徴 主な� i山1初 時期
長剣! 短軌� i'-l!さ� 

2600 (0-3)C 長方形� 81lr3矧� 0.52 0.44 O.Ofi N 45
0 

-W 
tji居/ローム粒子を含み、ローム

~物な し 中� l吐以陥
小ブロックを多 く合む暗褐色上� 

261D (0-3)C 地下� iUJムL主体部方形力、� 
EIl下

ィ、日月 不明 不明 不明
主が体調査部反2外0庖の(た2詰め3詳5図細)不/明大部分 趨物なし� lt位以階� 

1笠f冗部不明 不明 不明 不明 不明� 

2620 (0-2)G 長JJïf~か I3Il干 3事l 1.20以上� ()99 0.18 Nーと3の� -E 9層(第� 31関)/263D ~;:切る .iW物なし 巾世以降� 

2630 (C.0-2)C 長方形か� 811事3J.fl 2.25 1.23 ()2 1 N-29' -E
9層(第� 31 1剖� )/262D・95Pに切� lfl物なし� 1/11足以降
られる

と640 (C-3)C 情円� If; C~ 1.l0 097 む:3記� N-65
0 

'vV 6騎(第� 34阿� )/2650を切る .iD物なし 中位� .1.降� 

2650 (C.0-3)G 不明� G wt 不明 不日� n 0.51 N・75 ';¥1 
切2底灰7面ら陪赤かれ(色第るら灰3炭が9化阿山物)/時上宣/制子2ー6上焼4『1・1土放44び白40坑色に Jld物公し rt' I町以降

単麿� /ローム粒子・ローム小プ� 

2660 (C-3)C T、鈴形� D群� 1.25 1.25 υ09 ィ、明
ロックをやや忽く 、ロームブいツ� AI物な� i '11[埜以降
クを多く含む1l1H8色士� /89P!ζ
切られる� 

2670 (C-2)G 長ん形か� B桝� 3煎� 0.96 085J'~ 上 0.26 N-25
C 

-E 8h'可(第 32回� )/1問促IJは調査区外 泌物なし 中世以降� 

2680 (C-3)G 
1字状 主体丹� s隅丸長方形

ドi昨� 
1.23 0 53 0.24 ト1-6 E 

28脳(第� 3(5凶)/火祭上坑
鉄製品� 1点� CH!f1段矢 中出

吸会¥JJl桝� hJ安� /J形力、� 0.35 0.26 0.13 N-78 -W か� )、炭化材、人情。 (l日前~中� ) 

16bみkヨ状i(第で四痕、段が図切宮)司/伏肴遺超/憾大4の乙型3凶のD端摘と部りi!!分� 
4220 (8-2・3)C 長方形� Cil半� 5.30以上� 4.45 082 N-30

0 

-E 
込か慢/工具

泌物なし 中世以降

し、430・4310を仰る� 

(8-3)G 地下式坑
主体部方�  ]fj 

E l~ 
2.32 2.20 2.94 N-65

0 

-W 主体行� fi:tl2府(穿� 136[滋)/堅坑都 陶襟� l点止i(按鉢 )、石 (!中0H中l)4230 
竪坑部不明 十明 不明 不� fll1 不明 は不� WJ/422 0と現綾する 製品� 1!o'i((砥石)

主体部不明 不明 不明 不明 不明
竪が険坑綱を部伴蔚区.う2外た6届のめ(精た第め査3詳は5図細途)不中/明で大/断部危念分、 陶土部問� 3l点点((miR-r裂おを)・鉢� )、 (中15世仁� )4240 (8-3)C 地下i¥坑� Elif 

室Wi:部イミ;H月 不明 不明 不明 不明� 

4250 (8-3)G 長方形か� B君事� 3類� 1.80 0.90以上� 0.:30 N-26"-E GJ初(第32図)/東駅'1は調査区外 ir:t物なし 中世以降� 

4260 (8・2)G 長方形� B群� 2矧� 2.02 0.51 0.:30 N-72 -W 4周(涼� 31阿) 中国製鑑器� l点(碗) 巾世(14c) 

4270 (A-2)C 不可]� (長/ョ形か)� C群� 0.89 0.40以上� 0.29 N14
0 

-E 6側居は(調第子� 4主0区['%外[)/17M を切る/西 造物なし 司J [!:!l')Jlit 

4280 I(A-2)C 「待状ニ仁坑� B群� l鎖� 285 0.00 0.23 N-14'-E 単屑� (第� 31[河)/げ� Mを切る il.'l物なし 中|立以降

主体部長方Jf; 2.80 1.80 3.09 N.87"巨
程を尻fl'部う/た2め4lO厨竪lP(腕穿と部;'3重の7被図粘し)査/、は4佐3i£険2巾・ 陶稽士品2点総l、点(llm点(釘-(j干土)L鍋l l中ヤ間429D (B・C-3)C 地下式坑� I::B'r 
で断念

鉢)、 )、
(15仁 ~後半)

駁� JfC部補円形か� 2m  不印� l ィ、明 不明� 
434lJを切る

鉄製� 

4300 (8-2)C 長方形� B若手2類� 1.34 ィーI灯� 0.15 N 1ち ーE 
61t1C第� 31[判)/4220に切られ、

i!i物なし 中位以降
4310.{f:切る 

4310 (8-2・3)C 長方� j彰� B群� 3類� 2.12 1.10 0.58 N-2S'-E 132府D(にm切32図� )/ 422・430・ 濯物なし 中世以降
43 ら1'1る 

41i'j(お� 32図� )/429・434はDに調切d' 
4320 (8-3}C 長方形� 81作3煩� 2.30以上� 1.10以上� 0.67 N-28

0 

-E られ、4310を切る� /持!Hllj ill物はし 中山以降
民外� 

4330 (B必� )C 摘円JT~ C群� 083 0.48 0.14 N-50'-W 3 !l;i(溜� 34図)� ~物な し 中世!Lブ、降� 

4340 (8.C-3)C 長方形� B群� 3類� 1.40以� 1- 1.13 0.65 N.28' E 
17罰(第� 3Ztxl)/ 429Dlζ切られ、

jfi物なし 中位以降
432Dを切る� / i:$ifllljは調査� lMl-

435D (C-3)C 不明(長方形か)� C群� 1.03 05以上� 0.43 不明� 6層(第� 4013D/南凱Ijは調査区舛� ill物なし 中� l位以降� 

436D (C-3)C 長方形 Ai伴21$j 1.09 098 0.33 N-S 
1OJr'i(第 30[さi)/4380'47Pを

;a物なし 巾世l'~[í革
切る� 

4370 (C-3)C 長方形� A群 2 ~罰 1.21 1.12 0.35 N-80
0 

-W 
7厄� (柄拘 凶� )/48Pと重複し、7・

jll物なし 中世以降
27P'4380を切る� 

4380 (C-3)C 長方形� Bm 3類� 1.55 1.09 0.32 N-72む� W
叫ゴ(第� 33[玄D/ 436・437D、4・� 

jQ:物なし 中|位以降
18・19・26・27Pに切られる� 

23層� (第� 30同� )/16・58・61・68P 

439D (C-3)G lJ形� A若干Z額� 1.60 1.55 0.38 N・25・-E と重複し、440・442D、70P;をυJ� i也物なし 中� i位以降
り 、 1 7 ・ 2 1 ~23 ・ 59P に切られる 

4癌(第� 33同� )/70・71・83Pを切� 
440D (C-3)C 長� jJI杉� B/Jf3惇 i 1.90以上 不明� 0.31 N 55'-W り、439・442D、13- 1.5・28Pに iY物な し� ι[~ 位以降一

切られる� 

441D (C-3)C 不明 (長方形か)� G !lr 不� 11fl 不明� 0.43 不附� 
12居(第� 40阿� )/ 63Pと重僅し、

泌物なし 中位以降
84P;を切り、39Pに切られる� 

442D (C-3)C 長万*� B群� 3類� 0.90J'J上� 0.85 0.31 N-63・� w 3届 (第33 ~[)/439D に切られ、 
jj1物なし 中位以降

440・4430を切る� 

443D (C-3)C 長方形� B群� 3lll'J 不明 不明� 0.26 不明� 
3 KZi(穿133関� )/69Pと重但し、� 

i塁物なし 中位以降
4420.82Pに切られる

単編/ローム利子・ローム小プ� 
444D (0-3)C 長方形� BIi草 2類� 1.55 0.45 0.14 N 72

0 

-W ロック� Pをを合切むる黒褐色士� / 2650' ，il1物なし 巾世以降� 
93・94 

445D (D-3)G 長方形� Bg干3m 104 0.88 0.21 ト1-25ロ� E 
10層(第� :i3同� )/ 448・449Dを� 

ill物なし� r[，世以降
切る� 

446D (D-3)C 不銭円形� C群� 086 0.84 0.17 N 20
o 
-W 

3府(第� 34131)/ 56Pと主捜し、
ji1物往し 中世以降

447・449Di:切る 

447D (0-3)C 惰ド� l形� C群� 0.90以上 不明� 0.09 N-80
0 

-W 
単騎(節目 色[)/55・74Pと盟綾� 

i立物なし 中 utL'~!場
し、� 446・449・450Dに切られる� 

448D (O-:3)G t圭ノ'Jf彰� BIlt3頬� 1.33 0.80 0.23 N 74・� w 5陪(第� 33[夜1)/54Pと程慢し、� 
i.in物往し 巾世以降

4450に切られ、� 4490を切る� 

3 W!(第� 33図� J/S5Pと重砲し、� 
449D (D-3)C 長プJ形� B/it3煩� 140 1.17 0.14 NS.E 445・446・448Dに切られ、4470iI:l物伝し 巾世以降

を切る� 

450D (D-3)C 倒円形� Cflt 1.18 0.67 0.22 N-33
0 

-E 
4病(第� 34図� )/74Pと重総し、� )ili物なし 巾世以降
4470t.f:切る 

4510 (D-3)C 楕円形力、� C群 不明 不明� 0.11 ィ:':flTj 単層� t第� 34図)/東慣IJは調査反外 遺物なし� IP位以降

第� 15表 中世以降の土坑一覧� 

Qυ 



第� 3章 中野遺跡第� 102地点、の調査

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。南側は調査区外にあるものと思われる。

[構 造]平面形:長方形と思われるが、全体の平面形は不明である。規模:長軸1.� 03m/短軸不明

/深さ 43cm。壁:ほぼ垂直に立ち上がる。長軸方位:不明。

[覆 土]� 6層に分層される。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。

441号土坑

遺構(第40図、第� 15表)

[位 置](C-3)グリッド。

[検出状況]段切状遺構内からの検出である。南側は調査区外にあるものと思われる。� 63Pと重複し、� 

84Pを切り、� 39Pに切られる。

[構 造]平面形:長方形と思われるが、全体の平面形は不明である。規模:長軸不明/短軸不明/

深さ� 43cm。壁:ほぼ垂直に立ち上がる。長軸方位:不明。

[覆 土]� 12層に分層される。

[遺 物] 出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

(4)井戸跡 

14号井戸跡

遺構(第41図)

[位 置](A-2)グリッド。

[検出状況]段切状遺構外からの検出である。西側は調査区外にあると思われる。

[構 造]平面形:楕円形。 規模:長軸� 0.88m/短軸不明O 危険を伴うため、深さ� 100cmまでのみの

精査で終了した。壁はほぼ垂直に立ち上がる。足掛け穴は確認できなかった。

[覆 土]図示できなかった。

[遺 物]陶器� 2点(碗)・瓦� l点が出土した。

[時 期]近世以降(18世紀中~後半)

遺 物(図版� 18-2、第� 16表)

[陶 器](図版 18-2-1・2、第� 16表)� 

1 • 2は陶器碗で、� lは瀬戸・美濃系で、� 2は唐津の刷毛日碗である。

[ 瓦� ](図版 18-2-3) 

3は中世瓦の小破片である。現存長5.0cm・幅4.8cm・厚さ� 2.2cm・重さ� 56.5g0 
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第� 5節 中世以降の遺構・遺物� 

(5)溝跡  

17号溝跡

遺構(第42図)

[位 置](A-2・3) グリッド。

2
 

[検出状況]段切状遺構外からの検出であるo 427・428Dに切られる。

[構 造]規模:検出長6.0m/検出最大上幅� 1. ~ 15cm/深さ 42~8m/下幅� 8 50cm。溝底は凹凸で、

平坦ではない。断面形は関口部がダラダラと浅く、中央はそこから� 30cm程の幅で、� 20cm程深く下がっ

ている� 走向方位:ほぼN-SoO

[覆 土]� 16層に分層された。

[遺 物]陶器� l点(播鉢)、 石製品(砥石)� 1点が出土した。

[時 期]中世(15世紀中)。� 

間後初

5 防 疹務
m
1

1/60 

第� 41図� 14号井戸跡(1/60) 

97m 

l府 鳳褐色土� g-ム町子生古み、uーふプロγク

を僅かに止さむ.1...1<りやや強� 
2・I!!I褐色ヒ ロ ム枇チ ・ロームプC yクを:lu

，<'り中関

ユ刷 附禍色上� 0-ム昨二f-!I:古Z鼻、dームプロック

を・僅かに宮む� LJり中� 

4圃 晴柿色� 1 "ーふ陀すを多く、 ローム'1、プ ロッ

クを宮tt. L主り中� 
5帽暗褐色土ロームtiHーロ ムプ::]:;1ク を事く� 

atr L正ヲ中.� 
6綱相喝色� J U-}..、住寸r-i"古み、μ ムプ� U/ク

を1¥'1かに含む唱 し主η中t 

?細崎砧色士�  wームti!H:多く宮む.1..まワ中. 
R珊噴拠色土 ローム/ロック を本く古!;，¥..土 り� 

1'. 
s制� t時帰色卜� Uーム制千か古み、U ムプロ ック

あ多く式tr.1..士りやや強. 
10膚時帰色上ローム臨匝T を ~<、 仁 ム小ブロ ァ� 

9.r古 tr.Lより中.� 
11刷 凧褐色上� Eーム地 ?をおみ、" ム小� 10 :y 

クを幽かに宮fJ. Li:'i''.Q-'(-ヰ唖. 

12届

を寝かに宮む幽し主り弱

日掛 自民褐色土 ローム也子在日直かに吉む. ¥..まり刷 
H珊 暗褐色� 1 昭一子士多〈、� ιーム小ノロッ-ロ-t、 ・

ク£宮0. L古り中.

時lrI /Il偽色上 ロームfJZT.Cームブロyクt'含む，

主リ型'. 
M嶋崎褐色Iケ -を多く，ローム，1、プロyロームfIlf-

クを肯fr. L上旬凶. 

Uームプυ、3を畠寸ーーム陀z凶禍色 上� 也 ツク

ι
 
，m川

』

a
 

n

第� 42図� 17サ溝跡(1/60)

1/60 

門ベ� oo 
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第 3章中野遺跡第� 102地点、の調査� 

1/


Cごコ� 

O 

。� 
口 。

2 

1/3 cm 3 cm

268号土坑出土遺物 423号土坑出土遺物� 

亡ごEヨグ
制I~範開 

。1/4cm

424号土坑出土遺物

品川

Q
H

/3
 

U
。 1 /4~m 

口 。 1 cm 

429号土坑出土遺物� 

第43図土坑出土遺物� (1/3・1/4) 

/3
 

C 
。 1
 cm

第44図� 17号溝跡出土遺物� cl/3) 
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第� 5節 中世以降の遺構・ 遺物

挿1:i?1番号
遺構名 種月IJ 持樋

1去量 製作の特徴 等
図版添号 (cm) 

同版� 18ートl 423D |湖揖 担鉢 市i[7.0J 
口十唇l英部は而取り� /n縁部5をは鰐状/色調は日昔茶褐色/j拍上
に ・白色砂粒 ・小石含む/外国に指頭成形痕あ り、

内面はナデ/仁|縁部~休部上半破片

第� 43図� l
高� 2.4 口縁部糸は外傾する/平底/口緑青1¥内外面にjバ剥1/底部黒に

岡版� 18ート� l 
424D 陶出 皿 口� 10.3 回転 切り痕が残る/!1台イ:の色調は員['1色/月向上に 色

底� 55 粒子 ・白色砂粒を含む/遺存度80%

第� 43図2 高� 12431) 
平底/色調は黄痕白色/胎士に石英 ・m、粒・小平ヲを含む/�  

424D 陶器 長」品!~ 外而 l ζ指頭成Tf~ あり 、内面はナデ/院内IHこ静止糸切り
図版� 18-1-2 底� (11

痕あり/!阿部下半~底部30%

凶版� 18-1-3 424D 陶器 鉢 厚� I.3
胎十の色調はH音燈色/胎土に砂粒1.t儲かに含む/胴部小

破片
一一

内耳あ り/色調は黒色、Il台上の色調は時D<褐色/胎土に
図版� 18ート4 424D 土器 熔焔� J早� 0.5 白色砂柑そ含む/外rnjは奈1I離で欠損 している/休部ノト破� 

j守

図版� 18←ト� 1 426D h弦器 小碗 高� [32J
破白磁片/胎土の色調はじl色/胎土は精練されている/体部

図版� 18-1-1 429D 問器 山i 厚� 0.6
口縁音1)は胎外士旬、はす る/口縁部|人j外面1に収納/胎土の色調は
黄白色/ 精練されている/円械部小破片

第 43図2 口唇昔1)は面取 り/竹縁部は鰐状/色調はj旨赤顕褐!皮色形/痕胎あ士りに

図版� 18-1-2 
429D 除j器� j守U鉢 高� [14.1] 下i英 ・内色i砂粒 ・ノトhを含む/外而に

内閣はナデ/日縁部~(.本部下半倣汁

岡版� 18-1-3 429D 土端 イτ鍋 岸� 0.8 円台上の色調はナ暗デ灰/樹外色|/胎土lこ石英 ・白色砂粒 ・小石を
含む/内外面 面に煤付着/胴部吋l位破片

図版� 18-2-1 14W 陶器 碗 正:j145J 
円繰都は{革かに内湾する/胎七の色調は黄白色/rJ白土は

精練されている/日縁部~体部下半破片

図版� 18-2-2 14W 陶出 碗 岸� 0.3 刷毛目硝/u縁部は内j脅する/胎土の色訴l、破lは片黄白色/胎
上は精錬されている/口縁部~体部中位ノ

図版� 18-3-1 17M 陶措� J冨鉢 信i[3.7] 
口縁部は有t定段状/内外面lこ鉄索11/櫛 円6木一単f¥'L/胎十
の色調は いl色/胎土は精錬されている/11縁部~休部

1:'1'破片

推定産地 時期

常滑� 
(J6r中)

巾世
瀬戸� (15cIヰ1)

巾l立
瀬戸� 

(15c) 

在地系
中世� 
(15c) 

在地系 不明

中国製
中世� 
(14c) 

瀬戸
中性t 

(J5c巾)

巾世
常i肯� 

(15c後半) 

.(-1)出系
中11立� 

(15仁rjl)

瀬戸 ・美濃� 
(18c後半)

唐津
近1": 

(J8c巾〉

瀬戸� 
(15r巾) 

第� 16表 中世以降の土坑・ 井戸跡・溝跡出土陶磁器・土器一覧

遺 物(第44図2、図版� 18-3、第� 16表)

[陶 器](図版 18-3- 1、第� 16表)� 

lは瀬戸の播鉢の破片である。時期は� 15世紀中であるO

[石製品](第44図2、図版� 18-3-2)

2は砥石であるO 現存長� 5.6cm・現存耐30cm・ 重さ24.6g. 厚さ2.0cm・ 平面は三角形、断面は台0

形である O 使用面は右側面である。石材は凝灰岩である。� 

(6)ピット(第 45 ~ 49 図、第 17 表)

調査区域内から検出されたピットは、全部で� 103本と数多くのピットが存在するが、� 45・102Pの

縄文時代の 2本を除き、� 101本が中世以降のピットに比定される。さらに今回検出された段切状遺構に

関連するものであれば、中世のピットと考えられるであろう� O

ここでは、 ピッ トについての記述はしなかったが、ピットの基本内容は、縄文時代の� 45・102Pを

含め、すべてのピットについて、第� 17表に示 した。� 
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第3章 中野遺跡第� 102地点の調査� 
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第� 5節 中世以降の遺構・ 遺物

W 
99m 

¥!包-
へ;PJぺSd-

11 1府 彼乱a 

1 1i'ie音J1iユ掲色士 ローム総子 ・ローム小プロ 24P 
ック をやや多 く含み、 ロー z厄i自音質偽色主 ローム枝子 ・υーム小プロ
ムプロックを含む， しまり ック をやや多く 、ロ ムプ

1&';精褐~l: ローム小ブロックを多く、ロ 中。� ロックを含む. しま り中。� 
ーム粒子を含む. し主 り中。� 2胤晴貨色七 ローム粒� f・ローム小プロッ 3府� J品働I!!.土 ローム純子 ・ローム小プロツ

2~司 自膏悔色 と ローム粒干を盆み、ローム!j、 ク・ ロームプU ックを やや多 ク企合み、ロームプロックを� 
ブロックを僅かに含む. しま く含む. しまり中3 i量かに含む。レま り中. 
りやや強を� 3層 階褐色七 円ーム粒子 ・円一ム小プロシ 25P 

3層 晴樹色土� nームプロックを多く 、ロー クを含む� しまり 中. 4層 階禍色上 ローム粒子 ・ローム小ブロッi

ム粒子を係かに含む。しま り 4層 階褐色土 ローム粒子 ・ローム小ブロツ クを含む。� Lまり中. 
やや').1. クを含み、ロームプロッ クを s婦暗I<l色上 ローム粒� τ ・ローム小プロ� y

4屑 附禍色七 日ームプロックを多く、 ロー 他か(二包む回 しまり中。� クを含む， しまりやや強 3

ム粒下を合U. L.まり 中.� 5紹� E音質鍋色上 ローム枝子 ・ロームノトブロ 6屑 ;f{制色士 ローム純子 ・口ーム小プロy
5周防尚色土 ローム粒子を含み、ローム小 ックをやや多く、 ロームプ ク・ ロームブロッ クを多く含� 

プロ ック を僅かに含む。 しま ロシクを含む。 しま 町中υ /j'内 しまりやや強方� 
りやや強。 26P 

Hj  時偽色� t ローム粒子 ・口一ム小プ ロシ
クを含み、ロームブυックを

僅かに含むa し主り中� 

10.Om 

ブ
含

・
ブ

官

ロ

y
'
U

y

ツ
ル
」

ロ
ケ
ノ

ブ

ッ

小
口

中

小
を

ム
プ
り
ム
ク

一
ム
ま
一

n

y

日，

19号ピット	 23号ピット� 24-26号ピット� 27号ピット� 

~ 。� 
~一色- 8- 	 (~ 

9.9m 

9.9m 10.Om 	 9.9m 

ミ泰	 o 
ローム給一 1厚庖; Rl層 階尚色土 千・ローム小ブロ ツ 晴膏}怖品色上 白一ム推予を3み、ロ一ム4 1持i貨俗色土 ローム小プロックを多く、 ロ 11扇 時褐色ーヒ ローム小ブロァク・ ロームブ

クを含み、ロ ームプU-yク を プ口ツク ロ -ムブロyクを� ーム粒子を含む。 しま り中。� ロック を含むa しまり弱，� 

怖かに含む。しまり中. f僅色かに合ず軒P. しまり中。� 2府 にぶい民俗色+ ーム紘子 ・ローム小 21 時禍色� t ローム小プロ シクを台み、ロ

2倒 黒色上 ローム粒チ ・ローム小プυック 2層 階褐色土 円一ム桂子 ・ローム小プロ ッ プロック を含む. しま ームプロァク をfriかに含むB 

を含む。 しまり� tt'lg クを含1:1 L..~り 中。 り中. Lまり中.� 

3i11 暗制色上 ローム粧下 ・ローム小ブロジ 3層 階黄m色七 ローム粒
，

子 ・ローム小ブロ� 3照 時貧納色上ローム小プロ シク を多く、 3府 精鈍色上 ローム粒チを合み、� U ームプ

クを含む.しまり中。� γク ・ロームプロッ クを含 ローム組子を含むョしま り� ロック を僚かに含む， しまり

4M 暗』配備色土 ローム組下 ・ローム小プロ� む. しま りqo 中. 

，-

，� 
yクをやや多く、ロームプ	 41 時黄凶色土 ローム粒チ ・ローiνl、ブ ロ 4屑 黄褐色土 ロームノトブυック を多く、 ロ	，向

ロックを含むーしまり中盆� ック を含む。 しまり中. ームプロック を含む. しま り

5Wi ， ローム粒 子 中.昔偽色よ ローム小ブU ツ

クを含み、 ロームブロックを

僅かに含む. L ~ り 中。
 

28号ピット� 31号ピット	 32号ピット 33号ピット

十一づ乙斗�  

ゲイC::::=-〆〆-出
む-A 	 是認� 

小ム
中
・

一
り

一

ロ

一
し

白

ロ

・
ロ
・

・
ブ

・

固
まし

子

、
む
干

ム

・
子

・

粒

み

含

粒

ム
合
ーに

ム

ロ
り

ム
含

一
キ

か

一

圭

一

を

F

中

粒

む

ウ
�
 

9.9m 

1厨 ロームブロ ック� e 

2隅 |噌黄褐色ナ ローム小プロ ック を多く 、
ローム粒子を含む。 し主り

やや強奪� 

36P 	

き選
3陪時褐色土 	 ローム牝子を{革かに含む. し

1屑 陥 褐 色 上 	 ロームプロックを多く、� E ー
まり中.

ム紘子 ・ローム小ブロ ック を 4~習 時給岳 土 ロームプロ� γクを含み、ロー
1嗣 's地色上 ロ� F ム粒子を僅かに、ローム 含むv しま り中Q 

ム粒子を僅かに含む。し主り l量i瓜1晶色十 ローム紋予を含むーしま り弱。� 

小プロックを含む内 しま り円九
2層 毎日昔掲色土 口ーム桂子を含み、ローム

中. 2 1¥i1 ft青梅色土 ローム小プロ� yクを怖かに、

2陪 時褐色土	 uーム結子 ・ローム小プロ� γ
小プロック を怖かに会む【

5罰� iif褐色土 ローム小プロッタを含み、口 ロームブロyクを含む. しま

クを合むa し主 り中。� 
しまり中。� 

ーム佐子を儲かに含む。 レま りやや強。� 
3層� lこぶし、負制色上 ローム粒子 ・ローム小

り弱. 3層 階掲色J; ム小ブロyクを含み、 ロ
プ口 ックを含む。� Lま 37p ーム粒子を僅かに、含0'.し
り中. 1届 暗褐色土 ローム粒子を含む，しまり弱。� まり弱.� 

2JM 暗楢色土 ローム粒子 ・ローム小ブロン

クを含む. しま旬中� 

34号ピット	 35号ピット� 36・37号ピット
39号ピット� 

1/60 2m 

第� 46図ピット�  2cl /60) 

Q
Ut

ロ
ク
僅
ロ

ク
し

ロ
ク

。
色

色

乱

祖

問

咽

撹

暗

暗

黒

間

縄
l

土

刷

局

層

制

1
2

ヨ
�
 

色土4
 



第3章 中野遺跡第� 102地点の調査

， -
9.9m 
一品
 ~
 b) 


-@- -
Om!日 

一厚
 
9.9m 

41 P 
1M;附裕色土 ローム枕千 ・ローム小プυγ

クを1¥'むー� Lまり巾、� 
2蹴 照悩色上 回一ム佐子をおみ、ロームブ

還ミ� 雲奉ミ選
ロンク を1革か!こ� t:l1f!- し主り 1I軒 陣附褐色.J~ ローム粒� f・ローム小プロ� l暗 黒褐色上 ローム純子 ・ロームブロック ぷ上及びbtili仁
中� 

γクを合む心しまり� ' ~t?;むゐ し主り盛丸 畝。 自古賀紛色1: ローム組下をJやや多く、 口'1m悩色上、.し..

ームヅロ ックをi1むe クを含む内 しま� η中" /ロッ クをB'iかにおむ。し1 しまり� '1'. 
しまり中� りやや強、� 3厄iI思禍色上 ローム位ナ ・ローム小ブロ ッ

42P 3府 貧褐色 | ローム徹子 ・ロームプロッ ク クを含み、<1-ムプ回γ クを
ll!li時十lo色土� uーム紘子� uームJJ、ブロy 怖かに合If. l.まりやや札�  

ク を，~む. しま りやや強 
を合む温 しま り中。� 

2府 暗褐色土 ローム粒子千を手:み、ローム小

3 kil に� ローム小プ1.•.1-;;ク ・ロ 附尚色i ローム粒ず ・ローム小ブ口 ソ 2tti 1暗禍色よ� nーム粒子を'Piみ、ローム小 ームJJ、プロック を多く 台む内2関

ブロン クを僅か1 l.去含む.，'

り中凶� 

41・42号ピット� 43号ピット� 46号ピット 49号ピット� 

A
Q
T
I
T。
お
 
一山

~ 

99.へ


F
クを含み、同j化物靴下士僅か

に合U'. し堂町中. 
2削� fJ!.色上 ロ ー ムホ~-( .fJ- j>小フ守U ック

を1輔由、に盆む， し去り中. 
3附 民 地 色 上 ローム利子 ・υームイ、ブロッ

ク ・日ームプロ ンク を多く 合

一口
 

63句� 5二� 

10.0. 

対尽
)j刺� m尚色土 ローム紡� f-.rJームI1、ブじシ

l' 

、ブ� 

'l 

N
N
 

む<� L1cリIjI ~ i陪� !).W~色 t ローム地� f・ローム小プロ� γ� 

4 ~回 目白鈴褐色七 ローム靴下 ・ローム小プロ 7・ロームブロ ックを台む憎 57P 
ソタ をやや多く合む しま し主 ワ・� lWi ロームプロジク. 

ローム舵千 ・口ーム小ず世占奇術色上11府2.口一ムプロ ンク~ε1'. 2り� 
をやノ少シク・ 口ームプロシ県褐色i1'3・ローム小プロTローム純時前倒色上1伊5 ローム較了 ・ローム小プロッ� 1:J:.

シクそやや多〈、 ロームプ クを合み、� Uームブ� U ';tクを や多く合む司� L主り中� 
1 扇時~褐色1: uーム伸子.uーム小プロ ロγクを台む. L-まり中. 僅かに3も胴 しまり弱P 3M IN品色士 ローム付子 ・円ーム小プロ ツ

ック ・ロ←ムプロッ クを多 6昨I 丹色十 4fI クを合主: L主り中司" ローム純� f-'ローム小プロ� y ク l'. 時紺褐色士一� C!ーム位チ ・ローム小プロ� 

く畠む.し主り中� を含む。 しまり中� yクを多く 、ロ ムプ白ツ 63P 
2稲� ¥(¥15色 i ローム粒子 ・ローム小ブロッ 7脳 陣1ft世俗色 t: ローム純千 .'"ームノl クを合tf Lまり中4 I照 時他色� j' 日ーム1'Q(-.r:rーム小ブロシ

¥
叶
�
 

クをやや多く、 ロームプロ シ yク ・ロームプ� 1Iック を多 5H暗 黒褐色上ローム純子 ・ローム小プn -;t クを?;-み、 ロームプロック を
タを{~かに含む/，しま り中 く合す� L主り� ftl クi:~\j ，.. l.tり中� 僅か，~.~む. L-まり"1'，Q 

50号ピット� 52号ピット� 53号ピット� 57・63号ピット� 

~ 
A-A' 61 P 
1k1 附尚色士� ?ーム杭子 ・11ーム小プ� u ソクを

を合む� しまり巾� 
宅二[-B 

l

9.9m 
2附 時titll>色土 ローム村� (.~ームノト プ " ツ ケ

jL9m 
.. しまり可uをベ"や多 くを合む '

AL.9m 3 ~ n青山褐色上 ローム粒子� .'"ームノトプロ ック
-

をやや多 く、� E ー ムブロックを

含む� Lまりやや掛. 
4用 日書褐色� I ローム桂子 ・ロ ム小プロ ンクを

含む、 しまり'i'. 
5 Jrl !l.l尚色士 ローム粒子 ・ローム小プロ ンク を

会 む し 主 町 �  11].Z雲� 
61 P 1届 日官隊te色よ ローム粒了 ・ロー.1...，/、プロ

ック を多く 会むA しまり や

や強v 

B~9m 8-8' 62P 2羽町T尚色 iニ� Uーム純子 ・uーム小ブロツ
J)悩 晴禍色土円)ム枚-f・ロ ム小'プロッ 1)育 熱H虫色土 ローム粒子 ・ローム，)、ブロ ック を クを含む" し宅り やや強，� 

クをやや多 く含む。 しま リ'i' を合む。しまりやや強。� 脅褐色11 31;'1 
ローム位+.ローム小プロ� 2輔� H昔前地色上 ローム世子 ・ローム小プロ ァタ ク'a:'含み、ロ←ムブ<1"ノクを
yクをやや多く、� IJームブ をやや多くを合む. し主り中. {革か!こ合む. しまり寸『� 
ロック を合む. しまり中. 3嬬 黒f昌色lて ローム純子 ・ローム小プロック を� 4府 泉偽色� I ローム純子 ・ロームd、フーロツ

ーム位f-.ローム小プ"'';/2-" 晴持褐色|

i層 黒柱i色土 ローム粒手 ・ロームFトプE ツ J耳み、ロームプロ ック を怖かに合 クb 含むゅ L..J:り中 
ク含J九しま�  'J'T. む. lまりやや強. 

62P 

60号ピット� 61・62号ピット 66号ピット� 

1/60 2m 

第� 47図 ピット3 (1/60) 
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第� 5節 中世以降の遺構 ・遺物� 

70P 

1M 締約色上 ローム粒� f・口ーム小プ"ック を合む ~ 

4390 

9.9m 

/ 
悪寒� ω時� 

1M ~t品色よ ローム紋子・ ローム小プロッ 99m 

ク企f.;む。しまり� '1'. 
2層階政治色土 ローム絞� f・ローム小プ円

ック をやや多く、 口ームプ� 

υγ クをliYiか1':含むn し士
り，to 

1 

しま� 1)中、� 

2岨 締結地色 t: ロームfiJ.(-.，Jーム小プロシクをやや

多く を合� tr，� L主� 'J中� 
3 1ti w音節制色� |こ ローム桜子 ・ローム小プロγクをやや

J， く‘ ロームプロ ックを合むι しまヮ
中� 

4属 略的尚色� i ローム位7・ローム小プロ ァクをやや

多く� .ロームプ¥1ッ クを蛍かに合むF 

L主り 中.� 
5府 日産褐色j ローム純 子・ ローム小プロ� y クを含み、� 

υームプロックを僅かに会t L..ま り中. .. 
71 P 

't o百貨関色 i ローム料千 ーローム小プロyクをやや6̂'
多く 、ロームプロシク をi置かに合む

し主り中. 
7層階褐色七ローム純子 ・E ームノl、プロック をやや多

く合む" しまり司、� 
H届 附集約色ーム敏子 ・ローム小ブロックを1t;むa 

九'1し主り

一、乙/一

一ι-L  

10，0. 

き零
 
1層� i<t~ 
2財 政尚色土� rーム税子 ・ローム小ブ口ツ

ク・ ロームブロンク を名くを

司 時:I1H品色上)1，3

l

fム組� '" 砧色卜jlil荷j.' ・ローム小プロ

10
ァクをやや多く、� ムプり寸 IJ-ロームプロ ック を怖かに合む。しまワ や

帰 陪v.縄色七 ローム粒� ローム小プロ4 411̂'1 l fンクをやや多く含む� し主 階的他色 ローム� iL(・ローム小ブ� ック をやや tυr

vij 階 尚色 j ローム粒子 ・口ーム小プ口 やや効.l，>;o

ァタ を多く 含む しまり中.Lり中. ムプロ ンクを多〈 含む. まりやや強，� 

やや強3 

77P 

主ヲやや 筑 �  

3編 fA泌色士 ローム徹子を含みーム小

78p 
1~当 時尚色十 ローム粒子か儲かに、U ーム

プ コyクを多く 含む� L主f)議黍� ミ泰� 
巾� 

2 &1 uff.i有尚色士 ローム位干 ・ローム小プロ� 
yク・ ロームプロ ノク を合

3嗣時抗ぬ色上 口ーム純千 ・ローム小プi.クをやや多く含む，し 主γ 居 時+特色 ローム幸町子 ・ローム小プロソク を合み、

しまり中ロッ クを合む4嗣 1滑』書偽色土 口ーム純子 ・ローム小プロ や 後 �  

タをやや多く 合fJ'.しまLり中� 多く、ロームノ口� クを合む� まりγ y9

5ック をやや多く J'o しま 12 I島~~t ; U ーム粒 ず・ローム小プロ ック ・じー

り中島

JfH有尚色上 ローi

68 70 71号ピット 72号ピット 号ピット・� 

一。 1M i!p..縄色よ ローム佐 子を� 曜かに含む. し
→一寸とご』~ 

@ 2柑 時偽色上 ローム純子を多く台む。 しξ- - りやや強d

99m，� 

ブ ロ ック を多く合 主りt~9.9m v

ローム粒子 ・ローム小プロ� 台む. しまり中.t.Jームプロ ック内� "1，，9

1R If純色1R 7: 
ロック をi豊かにf奇心.しま 月 ブロック を含む門しまり中，� 3婿� U再処色上 口ーム粒子を含み、ローム小� 

中. 2R司� H音締色土 ロームプ口ック を含むp し主 yロック を{Iかに含む し土

2前 傾時褐色.:L ローム粒� fを;;;み、つーム り� 1'' り'1'. 
プロックを怖かに合tr.し 3府 にぶい V~偽色」ニ r'ーム純一Fを含む. し 41i'1 B耳黄禍e::.t ローム桂子を含む角しま

まり中J 主り 中� 弱。� 

75号ピット 76号ピット� 77・78号ピット� 

-~ 
バ~-て±ァー

ごて野一=� 一五一一ιー� 
9.9m 

100m 

ミ惑 ぷ 寒寒� 
l桝去L 
2 1ti 'fil<l í~十 ローム純子 ・回一ム小プロ ッ

j)凶 極日音褐色上 ローム総子を，¥主九 しまり 1JIii ~昔偽色 |二 ローム純一F・ローム小プロシ クを含も，< し主 り中.� l胤 暗偽色上� uーム枕� γ ・ローム小ブU ン
弱，� クを合む。� Lまり中.� 3Ji'1 'J:l性i色七 ローム蛇寸ニ・ローム小プUツ 11.しま り中。� 

2照 !高渇色土 ロ ーム靴下を ~tP > し主 り 5号。 2的 時恰色� L
，

クを合む. L士り中.ローム粧 Fを儲かに、uーム Mt岨色土

タを合

2 Wi ・� ローム粒� f・ローム小メロ ン
小プロッ クを含むn しま り中」� 4街� Ofrta占拠色� t ローム紘一子・ローム小プロ� クを合み、ロームプロシクを

3 ~ n世褐色 ーム桂子を僅かに含む. し yク ・ロームブロンク をや 僅かに含む. しまり中.� 
主り恥J，� や多く 含む。しまりやや強，� 3焔 ロームブロシクa 

80号ピット 84号ピット� 86号ピット 87号ピット� 

三五斗宝

1約 締働色 ト ロ ム粒子を合.1f.. ロームブ ローム純一正を多く、 ロームノj、 む.しま 均'¥'.

1 "沼 Ät~ 向〉
lli.'intH也色 t ローム舵� F・ローム小プロック

しま り'，r'-'-一一乙ー� lbfi!i晴禍色上 ローム粒� r-・ローム小プロγ
を含むR

2荊� l培策絡色七 ローム胞子 ・口ーム小プロ� γ
クを台むε 安七. 

クを多く 含む. しまり� 'T..-
脳3

・ローム小プロr '1 2 Jti u1. 育政側色� L ローム*1
烈純色上ローム純子 ローム小プロ ック

一一翻



yク ・口ームプ� n ッヲ を多
¥t

10 ωn 
を会主t Lまり，

く含む。しまり中。� 

付，

'. 

3M 時給色上 ローム村� r."， ーム小プロシ
4肘 峨黄禍色上ローム純 了 ローム小ザロッ

クを多く、 町一ムプ ロシク を
クを合む‘ し主 り't 

含む� Lまり'1'4局 時前財色イト ローム純子 ・ローム小プロ
51 J品俗色土 ローム純� (-ローム小プロック

シク・ ロームブロッ クを 多

く合むs レまりやや強� を台む“ L~長町中. 

5罰 ;'u偽色上 ロ ーム~1 下 ・ ローム小プロシ
タか合む刊し 主りヰ'. 

89号ピット蕊
W
88号ピット� 
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ローム粒弓 ・ローム小ブロ� yク

" i 精褐色上 ローム牧子 ・ローム小ブ口ツク を含む。 し;1;り中肉� 
y・ロームブロックを含む。しま 2hi割昔前相場色土 ローム粒子 ・口一ム小プロッ
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を怖かに含む しまり司'. 
6Rヲ Ii¥l偽色上	 ローム粒子 ・2ームノトプロ シク

90号ピット� 91・92号ピット	 93号ピット� 

/m
~ バ~一正込ー 1-(9)-

ーも� -	 r( '  10.Om 

99m 
101m 1 	 一一乙----.:t..ー-

襲警	 皇室 建E

を僅かに含む. しま り'T. 

・ロー ムブロッ クを多く合む‘ 4廊崎褐色上 ローム位子 ・ローム小プロyク

選議
 

僅かに含む。レま り中.	 クをやや多く、 ロームブロシ
3届� IIIrA¥i褐色土 ローム粧� f-• ロ ーム小プロシ	

クをf曜かに含i}.しまり中� lwi 

2廓� [lt品色上� Eーム粒子・ ローム小ブロック

を含む. Lまり中. 
3 ~'i 稽尚色土 回一ム純子 ・ローム，)、ブロック

をやや多く、ロームプロシクを- 憎かに含むε しまり中. 

4M 晴).i{褐色土� υーム純子� .'"ーム小プロン

クを多く、 ロームプロ シクを

クを含む. しま り'	 3 .~T. 

y

4届� !品stIH ローム総子・ローム小プロック

を含む3

7層 段切状i世情寝イ4 

オコ膏褐色s

を含む， しまり 中. 
5 )j;i H者黄尚色七 回一ム粒子・ ローム小プロ ァ

り中、� ク多く、 ロームブロック を僅

I 

クを多く 、ロームブE シク を	
4怜i !H偽色土 ローム純子 ・ローム小プロッ ク かに含む.し まり中� 

を~み、 ロ ー ム プ寸ッ ク を微か 3届 楕貸借色土 ローム紘一千・ローム小プロシ
含む。しまり中。� 

に含む. しまり司'. クをやや多く 、ロームプロγ
6届 却益褐色土 ローム粒� f・ロ-J.，小フ ロックe

しまり� '1' 
を含む。 しま り' .1' 

ハ
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94号ピット 95号ピット� 96号ピット	 97号ピット� 

l~ 時褐色土 ローム松子� .pームノl、プロック 99p 
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G
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5R可 暗誠俗色土	 IJーム料子 ・p ←ムノl、プロ ッ

10.Om 
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第� 5節 中世以降の遺構 ・遺物

遺構名 位置 平面形
規模� (crn)

覆土及び特徴 主な遺物j 時期
長軸 短軸� ts長さ� 

1 P (B-2)G |戦丸方形� 29 27 71.5 3層 (第� 45図� ) なし� l相tH:以降� 

2 P (B-2)G 隅丸方形� 34 23 37 上層注記な し なし 中伊以降� 

3 P (C-2)G 隅丸艮� yう形� 28 21 35 単周/ローム粒� f-.ローム小ブ、ロックを合む暗褐色才 なし 中山以降� 

4 P (じ 3)G 隅丸方形� 28 25 54 3層(第� 45岡� ) / 4380を切る なし 中� ill以降� 

5 P (C-3)G 隅丸� j豆方形� 42 35 96 2層� (第� 45図� ) /20Pを切る なし 中世以降� 

6P (B-3)G 隅丸方� j杉� 31 不明� 16.5 2層� (第� 45図) なし 中世以降� 

7 P (C-3)G 隅丸長方形� 35 32 108.5 3)留� (第� 45[，:?D /4370fこ切られる なし 中世以降� 

8P (C-3)G 隅丸方形� 45 45 38 5 r~ (第 45同〉 なし 寸l世以降� 

9 P (C-3)G 隅丸長方形� 30 30 48 6)留(第� 45図� )
スラッグ� l点� /陸� |

中� m以降
示できなかった� 

10 P (C-3)G |偶丸長方形� 38 34 39 3岡(第� 45区� J) なし 中世以降� 

11 P (C-3)G 隅丸方形� 37 33 42.5 4属i(第� 45同) なし 中世以降� 

12 P (じ 3)G 隅丸� ]'I形 径� 36 43 2層� (第� 45岡� ) なし 中山� iメ降� 

13 P (C-3)G |鞠丸方形� 20 20 12.5 
単厄� I/ローム粒子 ・ローム小ブロック そ含む� l楕褐色土/

なし 巾1立以降� 
4400を切る� 

14 P (C-3)G 隅丸方形� 27 26 16 
単層/ローム小ブロ ックそ含み、ローム粒了� :老多 く含む陪

なし� l中世以降
褐色土/しまり中� /4400を切る� 

15 P (C-3)G 隅丸方J ~ 22 20 12 
単層� /ローム粒下そ含み、ローム小ブ、ロックを僅かに含む

なし 中間以降
暗褐色土� / 4400を切る� 

16 P (じ 3)G 隅丸長万形� 29 26 35 2屑� (第� 45図)� / 4390と重掩 なし 巾世以降� 

17 P (C-3)G 隅丸長方形� 46 24 50 3層� (第� 45岡� ) / 4390. 59Pと重複 なし |いtlt以降� 

18 P (C-3)G 隅丸方形 北� 30 28 75.5 上層注記なし� / 4380. 19Pを切る なし 中世以降� 

19 P (C-3)G 隅丸方形� 33 不明� 66.5 5 J~ (第� 46図� ) / 18PIこ切られる なし 中世以降� 

20 P (C-3)G 隅芦� 1長方形 不明� 16 56.5 
単屑� /ローム粒子を含み、 ロームブロックを僅かに含む哨

なし 中世以降
褐色� t /5Pに切られる� 

21 P (C-3)G 隅メ� L長方形 不明 不明� 62.5 
単フ届/ローム粒子 ・ローム小フホロック をやや多く、 ローム

ロッ クを台む暗黄褐色土� / 22・23Pに切られる
なし 中世以降� 

22 P (C-3)G |明丸長方形 不明� 29 83.5 3層� / 439Dと重複し、� 23Pに切られ、� 21.59Pを切る なし 中世以降� 

23 P (C-3)G 隅オ� l長ノヲj杉� 47 26 44 5間� (第� 46図� ) / 21・22・58Pを切る なし 中世以降� 

24 P (じ 3)G 隅� 7L7'J形 30 30 37.5 2回� (第� 46図)� / 29Pに切られる なし 中世以降� 

25 P (C-3)G 桝九長方形� 34 27 42.5 3回 (第 46図)� / 26Pを切る なし 中位以降� 

26 P (C-3)G 隅丸長方形� 35 33 63 単間� (第� 46図� ) / 25Pに切られ、� 4380を切る なし 中世以降� 

27 P (C-3)G 隅丸方形� 32 29 51.5 3回(第� 46凶� ) / 4370(;:明られ、� 4380を切る なし 寸1ill以降� 

28 P (C-3)G 隅丸方� !T; 径� 29 39.5 5)胃� (第� 46図� ) / 4400を切る なし� q-1世以降� 

29 P (C-3)G 隅丸方形� 26 24 19 
単層� /ローム粒� f.ローム小フ、、ロッ クを合む黒褐色士� / 24P

公し 中世以降
を切る� 

30 P (C-3)G 隅丸長方形� 47 42 76 
単層� /ローム粒 子・ロームノトブ、ロックそ多く含み、 ローム

なし 巾世以降
ブロックを僅かに含む暗鼓褐色上を基調� / 50 Pと重捜する� 

31 P (C-3)G 隅芦� l方形� 31 22 30 3悶� (第� 46図� ) なし 巾世以降� 

32 P (C-3)G 隅丸方� j杉� 28 27 73 4層� (第� 46図) なし 中世以|峰

33 P (C-3)G 隅丸長方形� 65 33 56.5 4屑� (第� 46図) なし 巾世以降� 

34 P (C-3)G 隅丸方形� 27 26 43 2居 (第� 46図� ) なし 中世以� [5年� 

35 P (C-3)G 隅丸方形 {歪 65 49 3届 (第� 46区� [ ) なし 仁I~ I立以降� 

36 P (C-3)G 隅九長方形� 33 27 53 5居� (第� 46図)� / 37Pを切る なし 中山以降

第� 17表 ピット一覧(1 ) 

91 -



第� 3章 中野遺跡第� 102地点の調査

遺構名� (立慣
半面一形一 規模� (cm)

担士及び特徴 主なi遺物 時期
!長軸 短軸� i未さ� 

37 P (C-3)G 隅丸畏方形� 28 25 57 2層� (弔46図� )/ 36Pに切られる なし 中世以降� 

38 P (C-3)G 料丸長方形� 35 22 35.5 単届/ローム小ブロック ・ロームブロ ックを含む苗褐色土 なし 巾世以降� 

39 P (C-3)G 栴� Jl長方形� 43 34 66 3層� (第� 46岡� ) / 4410そ切る なし 中世以降� 

40 P (C-3)G 隅丸� Jj形� 23 20 42.5 
単層� /ローム粒子を日常み、ローム小ブロック を僅かに含む

なし� l事w以降� 
1I吉褐色上� 

41 P (C-3)G 隅1u'j'形 34 30 44.5 3屈� (第 47凶� )/ 42Pを切る なし 中世以降� 

42 P (C-3)G 隅丸方形� 30 不明� 47.5 2)百(第47図)� / 41Pに切られる� ;注し 中世以降� 

43 P (C-3)G 隅丸方形� 28 27 32 2層(第 47図) なし 中世以降� 

44 P (0-3)G 陪i丸長方形� 23 17 15 単居� /ローム粒下、ローム小ブロ ックを含む暗褐色土 なし 中世以降

縄文前期� 
45 P (C-3)G 隅丸方形� 34 31 64.5 単 麿/ローム粒子 ・ローム小ブロック住吉む|暗茶褐色 卜 土音寺� l点

司ーl未期~初'JW1 

46 P (C-3)G 隅大L長方形� 32 23 41 2雇':(第 47阿)� / 67Pを切る なし 中世以降� 

47 P (C-3)G 不明 不明 イ元日月� 20 
単府 /ローム粒子 ・ローム小ブロ ック を含む暗褐色士� /

なし� rp世以降� 
4360に切られる� 

48 P (C-3)G 隅丸方形� 25 23 37.5 
単陪/ローム粒子 ・ローム小ブロック をやや多く含む附黄

なし 中↑lt以降
樹色土/ 4370と重禄する� 

49 P (C-3)G 
隅丸長万形

不明 不明� 37 2層� (第 47凶� ) なし� J:jJ世以降
か

一� 
50 P (C-3)G 隅丸方形� 33 32 93.5 2層� (第47図� )/30Pと重複する なし 仁ド1¥立以降 

51 P (C-3)G 隅メ� L方形� 45 44 116 プ単居/ローム拍子 ・む口暗一黄ム褐小ブロッ クを多く含み、ローム なし 中りそ以降
ロックを僅かに合 色土/ 52Pと重復する� 

52 P (C-3)G 隅丸長方形� 69 38 30 7層� (第 47悶� )/51Pと重複する なし 巾世以降� 

53 P (C-3)G 隅芦L長方形� 37 26 50 5層� (第 47図� ) なし 中世以降� 

54 P (0-3)G |料丸長方形� 30 24 24.5 
Jド層/ローム粒子、ロ ーム小ブ、ロック を 含む黒褐色上� /

なし 中世以降� 
4480と逗複する� 

55 P (03)G 隅メ� L方形� 24 21 38.5
単居� / ロー ム粒子 ・ローム小ブロックを 含む昭褐色士� /

なし 巾|せ以降� 
447・4490と重媛する

単屑物/粒ローム粒子 ・ローム小ブロック む・焼� JM土褐粒色子を含み、� 
56 P (0-3)G 隅丸ん形� 34 30 33 炭重化 子 ・;悦士小ブロッ クを僅かに含 士� / 4460なし 中世以降

と掬する� 

57 P (C-3)G l網九万形� 26 24 39 3居� (第 47凶� ) なし 中世以降� 

58 P (C-3)G 隅丸方形� 23 不明� 42 七屑注記なし� /4390と骨量捷 し、� 23Pに切られる なし� lトl世以降� 

59 P (C-3)G 隅丸方形か 不明� 20 67 上層� j主記なし� /4390・17Pと重裡し、� 22Pに町られる なし 巾位以降� 

60 P (C-3)G l絢メ� L方形� 33 28 83.5 3間� (第47図� ) なし 中|汁j以降� 

61 P (C-3)G 隅メ� L7Jff; 27 25 49 5層� (第 47図� )/ 4390と重捜し、� 62Pに切られる なし 巾世以降
トーーーー� 

62 P (C-3)G 隅九長ノ包形 40 24 71 3周� (第 47凶� )/ 61 Pを切る なし 中世以降� 

63 P (C-3)G |絹丸方形 17 16 17.5 引層 ( ~ 47 1可 ) / 4410と重復する なし 巾t!t以降� 

64 P (じ3)G 開j丸方形� 23 21 19
単!百/ローム粒子 ・ローム小ブロ ックを 含み、ロームブ

なし 中 ~..:I 以降
ロックを僅かに含む黒褐色� ゴー

65 P (C-3)G 隅よ� L方形� 24 20 27 単Jf!j/ローム机デ ・ローム小ブロックを含む黒褐色士 なし 中世以降� 

66 P (C-3)G 隅丸長方形� 31 25 58 4)百� (第 47図� ) なし 中世以降

単j醤/ロ ーム杭チ ・ローム小ブロック ;土を台み、 ロームブ� 

67 P (じ3)G 附丸プコ形 北� 28 19 37 ロック ・炭化物粒子を伺かに含む暗褐色� / 46 Pに切られ なし 中世以降

る� 

68 P (C-3)G 隅丸方形� 25 24 26 5層� (第 48同)� / 4390と重慢する なし 中� I.!:t以降� 

69 P (C-3)G I料丸万形� 25 22 91.5 
中層� / ローム粒子 ・ローム小ブロ ック をやや多 く含み、

なし 中山以降
ロームブロッ クを僅かに含む暗黄褐色� -1:/4430と重複する

円
/
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第� 5節 中世以降の遺構・遺物

四名�  l位置 平面形� 
t，f，!椀(cm)

湾ート及び特徴 主な遺物 時期
長軸 期前1j 深さ� 

70P (C-3)G 問メLフ1・iIラ� 32 不明� 33.5 5)日� (第� 48図� ) /71Pを切り 、� 439・4400に切られる なし 中世以降� 

71 P (C-3)G l~lfU L方形 司、日月 l~i事 1 45 7J('j'i(第� 48図� ) /4400・70Pに切られる なし� IÞIIlJメ I ~年 

72P (C-3)G 隅九方形か� 37 不� l月� 43 4層 (第� 481受1)/西側は調査!文外 なし 巾世以降

一一�  
73P (C-3)G 隅丸力形� 20 17 24 

単層/ローム粒デ ・ローム小ブロックをやや多く台むfJ背黄
なし� 11'世l去、降

陶色上� 

74 P (0-3)G |制よL7J形 27 20 35.5 
l~i i百 /ロ ーム粒 一J ・ ロ ーム小ブロック を含み、ロームブ

なし rl1世以降
ロックを僅かに合む暗褐色止� /447・4500と亜担する� 

75 P (C-3)G 附丸� 17形� 22 20 26 2居� (第� 48同� ) なし 中山以降� 

76 P (0-3)G 問丸ん形� 27 24 24 3!巴� (第� 48問� ) なし 巾世以降� 

77P (0-3)G |偶 :h方形� 23 23 15.5 31日� (第� 481三1)/78Pを切る なし 巾位以降� 

78P (0-3)G 附l)l長� 7'5形 35 33 67.5 4屑 (第� 481甜)/77Pに切られる はし [11 1怜以降� 

79 P (0-3)G 不明 不明 不明� 15.5 
ijt鳳� / 門ーム拍子 ・� l寸ームノトブロックをやや多 く含み、

与し 「下i↑せ以� fliも
ロームブロックを含む日高対t&l白 t/大部分が北側� l調査出外� 

80 P (0-3)G 隅丸方形力、� 20 不明� 21.5 2開 (第� 48凶� )/北側が調査rzs:外 なし 中間以降� 

81 P (C-3)G 隅丸方形か 不明 不明� 18.5 
単層/ローム柑� 7・ローム小ブロックを含む晴褐色よ� /南

なし 巾↑f十以降
側が調査� |孟外� 

82 P (C-3)G 不明 不明 不明 不明� 
-~帽/ローム判手を含み、ローム小ブロ ック を僅かに 白む

なし� rl l tt:r l~降
H昔褐色土/大部分が東側調査区外� /4430を切る� 

83 P (C-3)G |潤丸方形か 不明� 26 34.5 
単届� /ローム粒子 ・ロームブ門ツクそ台む日計局色-t./南側

なし� f下位以15年
が調査区外� /4400を切る� 

84 P (C-3)G |制丸フケ)杉か 不明 不明� 68 3 Wi (第� 48凶� )/南側が調査区外� /4410に切られる なし 中世以降� 

85 P (0-3)G 
隅丸長ノ7形

不明 不明� 74.5 
i事 )~i / ロ ム粒子� O Wーム小ブロックそ含み、ロームブ

なし 巾世以降
か ロックを僅かに含む暗褐色士/北側が調査区外� 

86P (C-2)G |朝ずし方形か 判明 不!リ] 40.5 3同� (第� 48幽� ) / 1 !:!j j~) 1が詞査区外 なし 中� 1世仁川浮� 

87P (0-3)G 制丸方形� 39 39 53 3屈� (第� 48凶� ) なし 中世以降� 

88 P (C-3)G 不8fl 不明 不� I[け� 62 4届� (第� 48凶� )/大部分が南� 1ftl!調査区外 なし 中世以降� 

89 P (C-3)G !椅丸長方形� 31 25 61 5届 (第� 48図� ) /2660そ切る なし 中� tt十以降� 

90P (C-3)G 隅丸方形� 35 30 57.5 5)留� (第� 49図)
土器� l点� (培焔� )l 

II;ill以降
図示できなかった� 

91 P (0-3)G 間よL7う%� 31 30 38 4 JiZi (第� 49図)� /92Pを切る なし 中世以降� 

92 P (0-3)G 隅丸方形� 37 36 52 5同� (第� 491苅)/91Pに切られる なし 中世f以降� 

93 P (0-3)G 隅丸方形� 32 25 54.5 4間� (第� 49図)� /4440に切られ、 94Pを切る なし 中性t以降

同一一一一一一� 
94 P (0-3)G I判丸方形� 30 25 51 5層� (第� 49凶� ) /444D・93Pに切られる なし 中世� j十、|海 

95 P (0-2)G 隅� )l1'J形か /同月 不明� 53.5 6f.lj (第 49 図 )/束似1)が調査~外 /2630 を切る なし 中世以降� 

96 P (C-2・3)G 隅丸万形� 46 44 63.5 7居 (第� 49図� ) なし� Il'lltl刈年� 

97P (C-2)G 隅刻々形か� 36 不明� 43.5 5@ (第� 49同 ) /西側lが調査区外 なし rl1ttt以降� 

98 P (C-2)G |潤丸方形� 34 32 50 71¥3(第� 49図� ) な し 巾� ttt以降� 

99 P (C-3)G 隅丸方形� 26 24 38.5 3層 (第� 49図� ) /100Pを明る なし 寸i世以降� 

100P (C・0-3)G 隅メ L hJf~ 27 25 45.5 3層 (第� 49図)� /99Pに切られる なし 巾世仁」、!峰 

101 P (C-3)G 附メL方形� 30 24 20.5 
i執屑/ローム粒ヂ ・ローム小ブロック をやや多く含む� IJ長賞

なし� 1j 1 t仕上~ I縫
褐色上� /429Dと看i告する� 

102 P (C-3)G 隅丸角形� 29 28 26 4屈 (第� 27岡� ) なし 縄文� 

103P (C-3)G l制:tL:方形� 34 30 85 
単� j己/ローム J粒寸ニ在多 く含み、ローム小ブロック を含む暗

なし 中位以降
黄褐色上

第� 17表 ピット一覧� (3) 
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第3章中野遺跡第� 102地点、の調査

第� 6節遺構外出土遺物

こ乙では、表土や撹乱から出土した遺物、そして遺構内であるが、明らかに他時期の混入品である遺

物を前節までの各時代の出土遺物と区別し、遺構外出土遺物として扱う。さらに今回は、段切状遺構内

において検出される遺構以外で出土した遺物についても遺構外出土遺物と扱ったが、特に中世以降の遺

物については、多分に段切状遺構に伴う遺物であるかもしれない。

今回、遺構外出土遺物としては、縄文時代の遺物、平安時代の土器、中世以降の遺物に分類する。� 

( 1 )縄文時代の遺物(第50図� 1~34、第 51 図 35~41、図版 19-1~41、第 18 ・ 19 表〉

[石 器](第 50 図 1~4 、図版 19-1~4 、第 18 表) 

lは石鎖、� 2はスクレイパ一、� 3は剥片、� 4は石皿の破片である。

[土 器](第 50 図 5~34、第 51 図 35~41、図版 19-5~41、第 19 表) 

5 ~11 は早期後葉の条痕文系土器である。いずれも破片資料で、明確に型式を判断する特徴をもつ

ものはない。しかし、 8~11 は胎土に繊維と 白色針状物質を含む。打越式もしくは下吉井式と思われる。 

12~23 は前期の土器である。その うち 23 は前期後葉の諸磯 C 式であるが、その他は前~中葉の羽状

縄文系土器である。 12 は折り返し状の口縁部をもち、 14~19 は貝殻背圧痕をもっ花積下層式である。 

24~36 は中期の土器で、 24 ・ 25 は初頭の五領ケ台式、 26 ・ 27 は前~中葉の阿玉台式、 28 は中葉

の土器と思われるが型式の比定には至っていなし "0 29 ~36 は加曽利 E 式である O 

37~41 は後期の土器で、 37 ・ 38 は中葉の加曽利 B式、その他は前葉の称名寺式もしくは堀之内式

と思われる。� 

( 2 )平安時代の土器(第51図42・43、図版� 19-42・43)
 

42は須恵器杯形土器である。現存高� 1.7cm ・推定底径5.2cmo ロクロ回転は右回転である。色調は灰

色を呈 し、胎土に白色砂粒を含む。底部に回転糸切り痕を残す。体部下半から底部を� 40%遺存する O 

424 Dからの出土である。東金子窯製品と思われる。� 

43は須恵器墾形土器の肩部破片である。内面は当て道具痕が顕著に残っているが、その後ナデられ

ている。外面は回転ナデがていねいに施される。頚部との接合部には粘土が剥落した様子が観察でき

るO 色調は暗灰色を呈し、胎土に白色砂粒・小石を含む� O 東金子窯製品と思われる O 

(3 )中世以降の遺物第 51 図 47 ・ 48、図版 19 -44~49、第 20 表〉

[陶 器](図版 19-44~46、第 20 表〉
 

44は瀬戸の揺鉢、� 45は常滑の護、� 46は在地系の墾である。


[石製品](第 51図47)
 

47は砥石である。長さ� 5.3cm・幅2.1cm・厚さ� 1.9cm・重さ� 28.2 g 下端は欠損か。上・下端を除く
0

4面が使用面である。� (C-3) グリッドからの出土である O


[鉄製品](第 51図48)
 

48は釘である。 長さ� 3.2cm・幅0.8cm・軍さ� 0.5crn・重さ1.9g 断面は長方形であるo (B ・C-3)
0
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第� 3章 中野遺跡第� 102地点、の調査
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中に白色粒子 ・砂粒を僅かに含む。� (B.C-3) グリッドからの出土である� 

/ 
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ソ/� 38 


。� 1/3cm

戸。
� 

下上イ� 42


0 
48 


113cm

第51図 遺構外出土遺物� 2 cl/3・1/4)

グリッドからの出土である O

瓦� ](図版 19-49) 


49は中世瓦である。長さ� 6.4cm・幅5.5cm・厚さ� 1.4cm・重さ� 61.9 g。色調は灰色から明機色。粘土
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第� 6節遺構外出土遺物

挿図番号

凶版番号
器種 石材�  i長さ 中 厚さ� 1 重JF 特 徴 出土佐問

第� 50幽� l
図版� 19司� l 

行鯨 県日程石 16.6 14.1 
先端部、両脚部を欠損� /器面全体に剥離面が施

28. 0.6 
される� 

4380 

第� 50幽� 2

凶版� 192-
スクレイパー ホルンフェルス� 49.9 80.9

1)完形� /右側線から末端音 に連続した剥離面/横
13.7 .483

長剥片素材/盛田に原牒商あり� 
4220 

|第刈版501図933 最IJrr- 珪質白山� 63.6 5.27 15.5 19.1 
先形/節理而を打面とする/正面末端部、車面

右側線に微細JJ剥離あり� 
4320 

4-
第� 50岡� 4
図版� 19

石』且 花筒岩� 134.2 94.6 36.9 1650.1 イイOJlの破片� /正面に使間位i/弘前は剥!峨商だ
が、一部研府面が認められる� 

(D-3)G 

L 

(単位� l削 巳)

第� 18表遺構外出土石器一覧表

持I図番号 部厚
胎士混入物

図版番号
部位� 

(c o1) 
文様 ・特徴など 色調 時期 ・型式

砂 | 他� 
I-H土位置

石 角 蝶

第� 50図� 5 
)j開� 0.9 内外商貝担条痕 文/内面� lζぶい蹟柑色� 

4宣
条痕文系 繊� 

8511内指乱

同版� 19-5 5YR6/6 

第� 50図� 6
礼司� 1.3 内外国貝殻条痕文

日月ダ\~1田
条痕文系� fノ 繊� 17M

岡阪� 19-6 2.5YR5/6 

第� 50阿� 7 
fl同� 0.9 外� i面貝殻条痕文

にぶし、燈
条� j車交系

〆一

繊 (B-2)G
図版� 19-7 7.5YR7/4 

第� 50凶� 8
口柑� 1.0 被状� LI縁 /無文

時亦徒J 十T越 ・ド古� 
O ci 

繊� -
4240

凶版� 19-8 5YR3/4 J十 針 ・磁

第� 50図� 9 
ftlnJ 1.4 無文/内[自にふ、い黄徒j色

黒褐 打越 ・下吉� 
"-. ' 針繊・-雌� 

85H内� J世話L
同版� 19-9 10YR3/2 チド� 

!$350図� 10 
l洞� 1.2 外面貝殻条痕文� 

lこぶし、赤褐 打越 ・下子守 (， 
3織1-.・fiH 遺構外

厄l版� 19-10 2.5YR4/3 対ー

第� 50図� 11 灰褐 jJ越 ・下吉
繊� -

Il阿 1.0 外面とj殻条痕文 針 ・!滋 4230 
図版� 19-11 5YR4/2 井

磁

第� 50図� 12 
LI緑� 1.5 折り返し状口縁/縄文� RL

にぶい� t13椅
花柏下屈 繊� 85HI勾撹乱

図版� 19-12 lOYR7/4 ‘1 

第� SO図� 13
円縁� 0.7 無文� 

4こぶし、燭
キト状縄文系� r、-J、l 繊� 14W

|剖版� 19-13 7.5YR5/3 

第� 50図� 14
月間� 0.9 貝殻背圧痘文 /内面黒色

明まjτ褐
花宥1F層 c、ノ 品数� 

4240 

凶版� 19-14 2.5YR5/6 

第� 50図� 15
月r~l 1.0 貝最背� JI:痕文

明黄褐
花松下阿� (J 繊� 4300

関版� 19-15 10YR6/6 

第:50図� 16 
H同� 0.1 貝完全背圧痕文

千童� -(E積下層� u 繊� 段土� 切:!Ri且構関
同版� 19-16 5YR6/6 

第� 50凶� 17
月開� 0.9 貝殻背圧痕文

本畳
花積下層 iJ 繊� 85H

図版� 19-17 7.5YR7/6 

第� 50図� 18
日同 0.9 員殻背!烹痕文� /内面黒褐色

「山 ~'J;褐 
IE積ド層 繊� 

35P 
図版� 19-18 2.5YR5/6 

第� 50図� 19
底� 1.3 只積背� j主痕文� /内面黒褐色

明亦褐� 
rE梢下前 繊� 

4390 
悶版� 19-19 5YR5/6 

第� 50図� 20 
H同� 0.9 羽状縄文/結節文 つ

椅
羽状縄文系� u i議� 4240

図版� 19-20 2.5YR6/6 

第� 50図� 21
目白| 0.8 縄文� RL

宿
羽状縄文系� t最� 4390

図版� 19-21 7.5YR6/6 

第� 50図� 22
日i司� 0_9 半裁竹管による沈線文

にぶい黄樟
男、浜� (~; 繊� 2630

図版� 19-22 IOYR7/4 

第� 50灰123 
ft~J 0.8 注I~裁竹管による沈線文 

Lこぶし、指
諸磯�  c ，-'‘J j自構外

図版� 19-23 5YR6/4 

マ
�
 

I
Q
J
 

第� 19表遺構外出土縄文土器一覧� (1) 



図版番号 種目IJ I 器種
法量

製作の特徴等
(cm) 

推定産地 出土位置 時期 �  

図版� 19-44 陶器 播鉢 厚� 0.7
胸部小般片 /内面に格r日あ り/内外面に鉄紬/Jl台土
の色調は黄白色� 

瀬戸� (A-2)G 
rr世

(lSc後半� )

図版� 19-45 陶鼎 聾 )京 1.1 
il同部般片/胎土の色調は町憧色/胎士に白色砂粒を
やや多く含む� 

常滑� (C3)G 
中世

(l5c) 

図版� 19-46 土拙 護� 

灰ナ瓦質� /1-1縁部f1tf横背H阿部褐デ中色、位破片i士は/に内白ナデ色外/砂面外粒は面黒をは含色織処むナ理/デ/内、胎上の色調は /胎
l¥djl118] i面口縁部は 月間部 、

胴詰� 1¥はヘラナデ/内面胴部上半に指頭押掠による押
住地系� (C-3)G 

中|立

(l5c中� )

捺痕が残る

第� 3章 中野遺跡第� 102地点、の調査

挿図番号 器厚 胎土混入物

区1)日記醤号� 
部位� 

(cm) 
文様 ・特徴など 色調 時期 ・型式 出土位慣

石 角 楳 砂 他

第� 50凶� 24 
H同� 1.1 結宮内文

指
五領ケ台� o 4400

図版� 19-24 7.5YR7/6 

第� 50閃� 25
月|司� 0.9 縄文� RL

明赤褐
五領ケ台つ� C O 。片

段切状遺構摺

図版� 19-25 2.5YR5/6 上中

主将� 50凶� 26
口縁� 1.0 

波状口縁� /結節沈線文� /内面にぶい抗 中音
阿二E台� o・¥� Q 全� 

17M 
図版� 19-26 槽色� 5YR6/6 

第叩~ I1I縁 1.0 
波状口緑波頂部欠損/押捺を、伴赤う縦� {立 にぶい品目褐

阿三色台 にノ 王ノ立¥ 
53P 

図版� 19-27 降格� /結節沈線文/内町にぶし 褐色� lOYR4/3 

第� 50図� 28
口縁� 0.9 

|温帯 と沈線による文様帝区画/把手 ・ にぶい員慣
中期中葉か� u 2630 

図版� 19-28 ロ層部欠損/撚糸圧痕� /種下圧痕か� 10YR6/3 

第� 50図� 29
口縁� 1.3 

沈線に よる口縁部文様街区画/降帯に 灰黄褐
加曽利� EIlI O 85H内撹乱

図版� 19-29 よる渦巻文/縄文� RL IOYR5/2 

第� 50図� 30
口縁� 1.5 沈線 ・降格

にぶい黄撞 加曽幸 IJE IlI ~ (コ 4240 
|盟H反19-30 lOYR7/4 N 

第� 50凶� 31
口縁� l.l 沈線による口縁部無文梢区画/縄文 RL 加問利� EN

、� 
4250

図版� 19-31 5YR7/6 

第� 50図� 32 
1i縁� 1.0 j尤線による口縁部無文帯区画� /縄文� L

にぶい黄櫨
加曽利� EN し〉� 2630

図版� 19-32 lOYR7/4 

第� 50図� 33 
fl同� 1.1 j審消懸垂文� /縄文� RL

，情� 
fJo曽手IJE皿� (I 4240

図版� 19-33 5YR6/6 

第� 50図� 34 
H同� 0.9 微隆起線文� /縄文� RL

褐灰
加曽手IJEN O (C-3)G

図版� 19-34 5YR4/I 

第� 51図� 35 Illli] 0.8 沈線/縄文� RLR
にぶい樟

加曽利� E田 (コ 85H
図版� 19-35 7.5YR7i4 

第� 51図� 36
胴� 1.4 微隆起線文/縄文� RL 

Jこぶし、黄櫨 加曽利� E旧~�  () O (0-3)G
図版� 19-36 IOYR7/3 W 

第� 51図� 37
口線� 0.9 

縄文� RLを横位平行沈線で帯状に医画� / 明赤褐
加曽刷� Bl O ζ1 O |ヨ 遺構外

図版� 19-37 口層部内面には:線� /38と同一個体� 2.5YR5/6 

第� 51幽� 38 縄文� RL;を横佐平行沈ク線:で|犬伝情連状結に区画� / 明� 1¥';褐� 4290 

図版� 19-38
円縁� 0.9 上下の沈縦は クラン /口唇� 

2.5YR5/6 
加白手IJBl 仁) 。C (i 白

部内面に沈線� / 37と同一� {間体

第� 51図� 39 
Jl同� l.l 表面ケズリ 状の調7沈整線/文半/裁内竹面管撞状色工具� j火褐

後期前葉� o 。留、� 
(B-2)G 

図版� 19-39 による縦位の平行� 5YR5/2 

第� 51凶� 40
日開� 0.8 平行沈線区画的に縄文� LR/内面憤色

にぶい赤褐 称名寺 ・脳� 
¥) 白� 

4450 
凶版� 19-40 5YR5/4 之内

第� 51陸141
月間� 0.9 条帝京文

黒褐
後期粗製� () 「ち 磁� (B-2)G

図版� 19-41 IOYR3/1 

単位� cm ※ 角 住i問主了1.輝行線 .純|際 砂 :砂粒� l滋:様性鉱物自円色粒下炭炭化物 告1:白色針状物質

第� 19表 遺構外出土縄文土器一覧(2) 

一一

第20表 遺構外出土陶器・土器一覧� 

-98 



第4章 中野遺跡第� 104地点の調査

第� 1節遺跡、の概要

第 3章 中野遺跡第 102地点の調査� (40ページ〉を参照。

第 2節調査の経緯�  

(1)調査に至る経過

平成29年� 12月、マックホーム株式会社(代表取締役 氏居 照和)から志木市教育員会 (以下、教

育委員会〉ヘ開発計画地内における埋蔵文化財の有無及び取り扱いについての照会があった。言十画は志

木市柏町 1丁目� 1484番39・40号 (総面積 258.27rrD地内に分譲住宅建設を行うというものである O

これに対し、教育委員会は当該開発予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である中野遺跡(コード� 

11228-09-002) に該当するため、大旨下記のとおり 回答した。� 

1.埋蔵文化財確認調査(以下、確認調査)を実施し、その結果に基づき、 当該開発予定地の埋蔵文

化財の有無及び取り扱いについて回答する。� 

2.上記� lの調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合、埋蔵文化財の保存措置を講ずること� O また、

やむを幻ず土地の現状を変更する場合は、記録保存のための発掘調査を実施する必要があること� O 

3. 本地点を含め中野遺跡における埋蔵文化財の分布状況については、周辺の調査結果として、本地� 

)~~の南側の第 49 ・ 95 ・ 102地点の調査内容を例に説明を行う O 

12月22目、教育委員会はマックホーム株式会社より、埋蔵文化財確認調査依頼書 ・埋蔵文化財発掘


届を受理した。これにより、教育委員会は、中野遺跡第� 104地点とし、平成� 30年� 1月 9日に確認調査


を実施した。確認調査は第 52図に示すよ うに調査区の長軸方向に合わせてト レンチを� 2本� (1 • 2 


T r)設定し、バックホーで表土を剥ぎ、 同時に遺� t1i}確認作業を行った。その結果、中・近世の段切状


遺構� lケ所、中世以降の土坑 5基・ピット� 8本を確認した。特に段切状遺構については、第� 49・78・
 

95・102地点の調査で検出されており、周辺一滑に広がっている様子が明らかになってきており、宇


田の確認調丘では、段切状遺構が調査区ほぼ全域に広がっていることが確認できた� O 教育委員会は乙の


結果をただちにマックホーム株式会社に報告し、保存処置について検討を依頼した。


平成30年� 1月25目、マック ホーム株式会社と教育委員会で埋蔵文化財の確認調査の状況説明や保存

措置についての事前打合せを行った。その結果、 1~3 号棟の宅地部分については、十分な保護膚を確

保できるため、盛土保存として取り扱うことができたが、� l号棟の駐車場部分については盛土保存が不

可能である乙とから、 記録保存(発掘調査)を実施する乙とに決定した。同日には、志木市埋蔵文化財

保存事業受託要綱の規定により¥志木市埋蔵文化財保存事業申請書が開発主体者であるマックホーム株

式会社から提出された。� 

2月� 1日、教育委員会はマックホーム株式会社と事前協議を行い、� 2月� 5日、マックホーム株式会社� 
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第4章 中野遺跡第� 104地点、の調査

第104地点 第104①地点、

盛土保存� 

仁コ 遺構
2Tr 

こコ 段切状遭繍(調査区全l或)
1号棟� 

仁コ 撹乱� 

3号棟� 

5m1/200 

第� 52図 確認調査時の遺構分布� (1/200)

盛土保存

5m1/100 
』

第� 53図遺構分布図� cl/ 100) 
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第 2節調査の経緯

と埋蔵文化財保存事業に係る協議蓄を取り交わし、併せて委託契約を締結した。これにより、教育委員

会を調査主体として、 2月 19日から発掘調査を実施した。

なお、埋蔵文化財発掘届及び埋蔵文化財発掘調育の通知については、 l号棟を第 104地点と し、 2


月 14日付けで埼玉県教育委員会に提出した。その後、 2 • 3号棟については第 104①地点とし、 平成
 

30年 4月20日付けで埋蔵文化財発掘届を埼玉県教育委員会に提出した。
 

(2 )発掘調査の経過

乙乙では、発掘調査の経過を説明することとする。 

2月 19日 本日より重機(ノミックホー)による表土剥ぎ作業を開始する。残土については調査

区内に置場を確保した。表土景 Jぎ作業中に人員を導入し、器材運搬、ベンチマーク移

動を行った。表土剥ぎ作業後、調査区整備、遺構確認作業を行い、 遺構確認状況の写

真撮影を行った。

遺構精査に入り、調査区西側に地下室 (454D)在確認、した。 452Dが454Dと一部重

複したため、 452Dを先に精査する。 452Dの断面写真、土層注記を行い、 完掘後、 完

掘写真、平面図、エレベーション図で記録し、精査を完了した。 454Dを精査する過程

で、南側に 453Dを検出した。 453Dを完掘後、完掘・断面写真を撮影し、 平面図で記

録した。 454Dについては、 主体部天井の崩落部範囲を平面図に記録し、 主体部内の精

査を行ったO 

20日 453Dの断面図を作成し、土層注記を行い、 精査を完了した o 454Dの精査では天井

部を掘削し、南コーナーを検出した。 主体部北・西側は調査区外に延びるため、これ

以上の精査はできなかった。調査区東側に入口竪坑部を検出し、精査を行った。なお、

区壁の崩落ヂモ遺構検出が調査区際での検出であ り、調主体部の掘削深度については、

の危険性があったため、底面まで掘り 下げることはできなかった。よって、 平面図は

上端のみの記録である。 454Dの平面図を作成し、すべての精査を終了したO

埋戻し作業、器材搬出を行う O 埋戻しを終了し、すべての調査を完了した O 

( 3 )盛土保存の取り扱い

今回、発掘調査を実施しなかった l号棟の宅地部分と 2・3号棟部分については、以下のとおりの日

程で工事立会検査を実施した。その結果、すべての部分で保護層 30cm以上を確保し施工されており、

正しく盛土保存が行われていたことを確認した。

。第 104地点(確認調査時は全体)
 

1号棟宅地部分 :平成 30年 3月 15
 

0第 104①地点
 

2号棟:平成 30年 4月 10日
 

3号棟:平成 30年 4月 11日
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第4章中野遺跡第�  104地点、の調査

第� 3節検出された遺構・遺物� 

(1)概要

本地点からは、中世以降の土坑� 3基� (452~454D)が検出された。そのうちの� 454Dは地下式坑な

いし地下室 ・地下坑の類であろう� 入口竪坑部と主体部を確認することができたが、遺構全体のプランO

は調査区外に延びるもので、 全容を把握するには至らなかった。 今回の調査を通し、出土遺物はなかっ

た。� 

(2)土坑  

452号土坑

遺構(第54図)

[位 置]調査区中央付近。

[検出状況]北側先端部は 454Dの主体部天井が陥落していた。

[構 造]平面形:長方形。規模:長軸:不明/短軸:0. 。壁:5506m/深さ� 8cm 程の角度で立ち上

がる。 長軸方位� :N-650 -Wo 

[覆 土]単層。ローム粒子・ローム小ブロ ックを含む暗褐色土。

[遺 物] 出土しなかった。

[時 期]中世以降。� 

~ / r-ーァー� 
札.，..� 

4540 4540 
陥落部 陥落卸

I1面盛じ�  
2射 精尚色土 ローム粒下を多く、 炭化物枝子を含み、 ロームノl、ブ ロック

撹百t を{監かに含む.レまり姐.表会:t. 
3柄 晴尚色土� E ーム粒チ ・ローム11、ブ[7';1クを多く、 炭化物総千 ・!火F自

色プ� E ックを儲かに含む しま りやや強。� 
4hvi It青褐色上 ローム位(-.口ーム小ブロック を含む. しま りやや強。� 
5届� H膏偽色土 口ーム粒子 ・灰白色ブロッ クを合み、ロームブロ ックを多

皇_4m く含む. しまり やや強。� 
6層 階褐色土 ローム純子 ・灰白色ブロック を合み、ローム小ブロック・ロ

ぶ蕊総� 7扇

8例

日膏禍色土

暗褐色上

ームプロ� Yクを僅かに含むι し主 りやや強. 
ローム粒子 ・ローム小プロック を多く 含むν し主りやや強個� 

ローム粒子を僅かに、 ロームノトプロ� yクを合み、'*A色プ
ロ ノクを多く含む伺しまワ強. 

9 ~岡 崎褐色土 ローム純子 ・口ームノl、プロック を含み、ロームプロ ンク
11>;1 ff青褐色士 ローム栓寸� .tJ-ム小プロ ック 灰白色プ['/クを温かに含む。しまりやや強。� ;1 

を含む。し士りやや強� 10庖時偽色土 口一ム純子 ・ロームプ� E ツクを1畳かに、 ローム小ヴロ ック

を含む. しまり中� 

452号土坑 453号土坑� 

1/60 2m 

第� 54図 土坑� (1/60) 
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第 3節検出された遺構・遺物  

453号土坑

遺 構(第54図〉

[位 置]調査区南西隅。

[検出状況]大部分が西側の調査区外にあるものと思われ、詳細不明である。

[構 造]平面形:方形か。規模:不明/深さ 6 5cm。壁:  80 0の角度で立ち上がる。

[覆 土] 8層に分層された。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]中世以降。 

454号土坑

遺構(第  53図〉

[位 置]調査区西半部が広がり 、主体部は調査区外の西側及び北側に展開するものと思われる O

[検出状況]調査区が狭小であり、さらに遺構の掘り込みが深く崩落の危険があるため、 全容を確認で

きないまま調査を断念した。

[構 造]中世の地下式坑あるいは近世の地下室・地下坑の類であろう O

[主体部]平面形:不明。全容は確認できなかったが、ほぼ南北方向に延びることと図版 20-7の

断面写真の状況から、アーチ状の天井部が確認できることから、 通路状を呈する地下坑の可能性があ

るO 天井部の大部分は陥落していた。規模:不明/深さは危険のため、坑底まで掘る乙とはできな

かった。

[入口竪坑部]平面形:長方形。規模:長軸 :不明/短軸 : 0.96m/深さは危険のため、坑底まで掘

ることはできなかったが、最深で確認面から1.5mまで掘り下げた。

[遺 物]出土しなかった。

[時 期]出土遺物がなかったため、ここでは中世以降とした。 
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第5章調査のまとめ

本書は、平成� 29年度に発掘調査を実施した、西原大塚遺跡第� 213地点、中野遺跡第� 102・104地点

の調査成果をまとめたものである� ここでは、西原大塚遺跡第� 213地点と中野遺跡第� 102地点におけO

る所見をまとめることにする� O

第� 1節 西原大塚遺跡第213地点の調査成果� 

(1)中世以降の遺構について

中世以降の遺構としては、井戸跡� l基� (8 W) ・土坑 16 基 (750~765 D)・板碑埋納遺構� l基(1 


板)・ピット 6 本 (1~6P) が検出された。 また、本地点、は本文で、も説明したが、地盤整備ないし天


地返しのような人為的な造成工事が行われていたものと判断できた。そ乙で、この造成工事が行われた

時期と今画検出された遺構との関係について、出土遺物と遺構の切り合いから推測される事項を以下に

)。1まとめることにする(註� 

①造成工事の時期と遺構との関係について

造成工事による堆積土(造成土)と井戸跡・土坑などの遺構との関係については、出土遺物の時期か

ら判断して、大きく 1~6 期に区分することができたため、以下に段階順にまとめて説明する 。 

1期:造成工事前の時期(中世:15世紀より古い段階)� 

15世紀より古い時期の遺物として、遺構外出土遺物の図版� 7-3 -16・17の� 16は� 14世紀前半の中

国製の磁器鉢、� 17は� 12世紀中の中国製の青磁瓶である。これにより、何らかの目的で行われた造成工

事前における土地利用の様相を示唆しているものと思われる� O

遺構としては、次段階に堆積した造成土により、 上層が切られる遺構が確認でき、これらがこの段階

のものと認識できる� この段階の遺構としては、� 751・752・760・763 Dの4基の地下式坑や� 765 DO

が該当する。ただし、� 751D ・752・760Dから出土した陶器碗・皿・片口鉢が、� 15世紀中に比定で

きることは、次段階の造成土からの混入品の可能性がある� O 

2期:造成工事の時期(中世:15世紀中)

造成工事の遺物と関連する資料は、 遺構外出土遺物の中世以降の陶磁器などや銅銭あるいは� 1号板碑

埋納遺構などと思われる。陶磁器などの時期から、造成工事は� 15世紀中に行われたと考えられる。� 

3期:造成工事後の時期(中世:� 15世紀後半)� 

15世紀後半の遺物として、� 757Dから出土した見込みに「玉取獅子文」が描かれた中国製磁器皿な

どがある。前段階の造成工事終了後における様相を示しているものと考えられる。� 

4期:造成工事後の時期(中世:16世紀中~後半)

遺構外出土遺物の中に� 16世紀中と� 16世紀後半の資料が数点出土している� o 16世紀中の資料は、第� 

18 図 24 の志野皿と 25 の瀬戸鉢で、 16世紀後半の資料は図版 8 - 43~45 の焔焔である 。

このことから、 僅かな資料ではあるが、造成工事後の様相そ示しているものと考えられる。� 
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第� 1節 西原大塚遺跡第� 213地点、の調査成果� 

5期:造成工事後の時期(近世:17世紀中〉

遺構からの出士遺物はなかったが、 僅か2点の資料であるが、 遺構外出土遺物から図版� 7-3- 19 


の肥前系磁器碗、� 20の肥前系磁器皿がある。
 

6期:造成工事後の時期(近世:18世紀前半 ・後半)
 

18世紀前半の遺物として、遺構外出土遺物の図版� 7-3 -18・21の肥前系の磁器碗、� 22の肥前系


瓶、� 18世紀後半の遺物として、図版� 8-33の瀬戸の陶器碗がある� これらの遺物は、本地点出土の最O

新の資料であり、造成工事後の土地利用の中で把握することができる。なお、中世の遺構を破壊するも

のとして、明らかに撹乱は存在するものの、本時期の遺構により中世の遺構を破壊するものも少なから

ず存在すると思われるが、実態そ把握するには至らなかった。

②今回の造成工事及び関連遺構の性格について

今回検出された中世以降の遺構の性格については、現状のところ特定できる文献での記録もなく、明

らかにすることは難しいが、ここでは、本地点の周辺において、中・近世に関連した地点の内容を以下

に列記することで、まとめに代えることとする。� 

A. 西原大塚遺跡第� 179地点(第� 2図)

本地点の約� 140m南東に位置する。ここでは、 中世の館関連の遺構を思わせるような二重の溝跡� 

(50・51 M)が検出されている(尾形・大久保・二瓶他� 2014)。ただし、出土遺物には中世のものが

なく、近世(18世紀後半)の陶器� 2点と銅銭� l点(新寛永通宝)のみの出土であるため、現時点では

今後の調査課題とすべき資料と言える O 

B .西原特定土地区画整理事業に伴う発掘調査 (51・5II地点)

本地点の南及び東側に隣接する道路部分である。この調査からは、中世~近世の段切り遺構、地下式

坑、 土坑、溝跡などが検出されている。� 51地点の� lWからは、板碑破片� l点、が出土している O 

C .西原特定土地区画整理事業に伴う発掘調査 (7皿・� 7N地点)

本地点の北側に隣接する道路部分である。� 7m地点からは、近世の溝跡� l条、� 7N地点からは近世の

土坑� l基・井戸跡� l基などが検出されている。� 

D .西原特定土地区画整理事業に伴う発掘調査(121地点)


本地点の約50m南東に位置する� この調査からは、中世以降の土坑30基ほどが検出されている。時
O

期が特定できる資料として、� 102Dから� 13世紀の中国製の青磁碗� l点出土し、注目に値する。

以上、本地点の周辺では、特;こ西原特定土地区画整理事業に伴う調査により、中・近世の遺構・ 遺物

が検出されており、この一帯で造成工事あるいは段切状遺構により土地が整地され、土坑・溝跡などが

分布している状況を把握することができたO ただ、こうした遺構がどのような性格であるかは、現状で

は、明らか;こすることはできないが、市内から出土する同時期の遺物と比較した場合、今回、� 757D出

土の主取獅子文の中国製染付磁器皿や751Dの八角陶器碗、� 762Dの陶器碗、� 8Wの陶器碗などの中国

製品、さらに� 8Wでは三島手の朝鮮製陶器皿が出土するなど高価な製品が比較的多く出土していると言

えるであろう� このことから、本地点を含むこの一帯には、中世から近世にかけて、 宗教関連施設あるO

いは館跡に匹敵するような広域なエリアを有する特別な施設があったのではないかと想像できそうであ

るO 
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第� 5章調査のまとめ

第� 2節 中野遺跡第� 102地点の調査成果� 

(1)古墳時代後期85号住居跡出土土器について

古墳時代後期の遺構としては、住居跡� l軒� (85号住居跡)が検出された。ここでは、比較的にまと

まって出土した土師器について、若干の考察を行うとととする。なお、本住層跡出土の土師器は、すべ

て在地系土師器と考えられる(尾形� 2005・2006)。

①土師器杯形土器(1~ 3) 


l へ~3 はすべて無彩系で、 1 . 2は有段杯タイフ¥3は椀タイプである。
 

lは推定口径� 13cmで、口縁部と底部との境に段を有し、口縁部は直立する。� 2は口径� 16.8cmの超大型


のもので、口縁部と底部との境に段を有し、口縁部は外反する。いずれも法量の大きさは異なり、須恵

器模倣として直接結び付けるとなると、� lが陶邑編年(田辺� 1966)のTK 23・47型式段階、� 2が� 

MT 15型式段階となり、時期差として考えられがちである� しかし、 在地系土師器については、バリO

エーションが豊富であるため、� 3のような境タイフもそのバリエーションの中の� lつとして把握でき、

本資料においては、時間差はないものと考えられる。

②土師器鉢形土器� (4・5)
 

4は杯形土器よりもやや大きく、器高が高いタイフで、� 2はやや大型の浅鉢タイフである。これらの

土器も杯形土器同様にバリエーション豊富な在地系土師器の中の� lタイプである。

③土師器室形土器� (6~ 8) 


いずも長警である。そのうち、� 6は口縁部と胴部中位のほぼ同位置に最大径をもっタイプで、� 8は口

縁部と胴部上半のほぼ同位置に最大径をもっタイプと若干特徴が異なるものである。乙の特徴差につい

ては、志木市城山遺跡第� l地点(佐々木・ 尾形他� 1988)の中で、城山遺跡における最新段階である

V1I期(註 2)の特徴として、� 8のような「最大径を胴部上半に測る、ややずんぐりしたもの� Jであるこ

とから、乙の直後� (7世紀中~後葉〉の口縁部に最大径をもっタイプの出現がないととから、� 8は7世

紀中~後葉、� 6はやや古く� 7世紀前~中葉に比定する乙とができる。� 8は器面に粘土が広範囲に付着し

ていることから、カマドに使用された土器で、住居廃絶の際に住居中央に廃棄されたものと推測される。

以上、本住居跡の時期については、土師器がすべて在地系土師器であることから、おおまかには� 7世

紀代の時期が与えられ、杯形土器� 1・2が陶邑編年のTK217型式段階のような口径� 10cm程度の小型品

ではないこと、さらに窒形土器� 8が胴部上半の膨らみが発達し、最大径の位置が胴部でも上半部にもつ

特徴であることから判断し、� 7世紀中葉に比定できるものである O 

(2)中世の段切状遺構について

本遺跡における段切状遺構の様相については、 第� 49地点で、平場状の整地面から、ピット列(掘立

柱建物か)・溝跡・土坑等が検出されている。特に頭を北に向け横臥屈葬された人骨を出土した土坑� 

(67号士坑)は土葬墓であったため、乙の一帯が 『舘村旧記」に記載のある「村中の墓場」に相当する

施設ではないかと考えられた(尾形・深井・青木� 2004)。第95地点は第49地点の北側部分であり、

同一段切状遺構から多くの土坑・ピットと火葬土坑� 5基が検出された(徳留・ 尾形・ 青木� 2017)。第� 

78地点は本地点から西側に� 100mほどの位置にあり、段切状遺構から、土坑・ピット等が検出されて� 

- 106-



第� 2節 中野遺跡第� 102地点の調査成果

いる(大久保・ 尾形・ 青木� 2014)。今回の調査では、段切状遺構内から、多数の土坑、ピットと地下

式坑� 4基、火葬土坑が� l基検出された。本遺跡、における北側斜面地はかなりの範囲で段切状遺構の存在

が想定できるものと考えられる。

①段切状遺構の時期と遺構との関係について

乙こでは、今回検出された段切状遺構と井戸跡・土坑などの遺構の変遷について考察する� 出土遺物O

の時期や遺構の切り合いから判断して、大きく 1 ~ 5 期に区分することができたため、以下に段階順に

説明する O 

1期:造成工事前の時期(中世:15世紀より古い段階)� 

426Dで� 14世紀代に比定される中国製の磁器破片が覆土中より� l点出土している。小破片が� l点、の

みであるため、遺構と伴うかは要検討ではあるが、造成工事以前に土地利用があった可能性を示す資料

でもある。� 

2a期:造成工事の時期(中世:15世紀前半~中頃)

段切状遺構の造成工事の時期である� まず、造成工事についてであるが、 第� 3章第� 2節(5)で、本O

地点の古地形の復元を検討した結果、� C-C'・ D-D'間で西から東ヘ急な上り勾配となっている乙とが判明

し、段差状の自然地形であったと考えられる� 本地点の段切状遺構は、段差状の自然地形を、標高の低O

い面に合わせて平坦に造成された平場面であると言える。 自然地形の段差は標高差で見ると約� 70cmあ

り、掘削は深い箇所で立)11ローム第VI層下部まで及んでおり、大規模な造成工事であったと考えられ

る。

造成工事後、土坑やピットが構築されるが、中でも火葬土坑である� 268Dでは、炭化材の放射性炭素

年代測定により室町時代(15世紀前半~中頃)の年代が出ている� このことから、段切状遺構の造成O

時期は、火葬土坑の年代である室町時代(1� 5世紀前半~中頃〉の年代とほぼ同時期(もしくは直前)

と思われる。乙れは、段切状遺構出土の遺物が� 15世紀代のものであるととからも言えよう� O

段切状遺構造成直後と考えられる遺構として、� 261D、265D、451Dが挙げられる。これらは段切状

遺構の覆土の下から検出されており、造成後すぐの遺構の構築→遺構覆土の堆積→段切状遺構覆土の堆

積といった過程が読み取れる O 

2b期:造成工事直後の時期(中世:15世紀中頃~後半)

地下式坑である� 429Dは竪坑部の士層を確認より、段切状遺構の覆土の一部を切って構築されている

(第 37図)。とのことから、段切状遺構覆土の堆積→� 429Dの構築の過程が読み取れる。� 2a期とした� 

261D、265D、451Dは段切状遺構の覆土の下から検出されており、� 2b期とは段切状遺構覆土の堆積

を前後として若干の時間差があると考えられる。なお、� 429Dでは、� 15世紀中頃~後半と位置付けられ

る遺物が出土しており、� 2a期(15世紀前半~中頃)より新しい。 遺物の年代観からも時期差がある

ことを読み取ることができる。� 434Dは429Dに切られるが、段切状遺構の覆土を切っており、� 2b期

に該当すると考えられる� o 431• 432Dは、切り合い関係より� 434Dより古いとされる。しかし、� 431・� 

432・434Dは遺構の主軸、深さ、形態が類似することから、ほぼ同時期の所産と思われる。

その他、� 15世紀代の遺構としては、出土遺物から、地下式坑である� 424D、溝跡の 17Mが該当する。� 

17Mは段切状遺構外での検出であるが、 時期が近いことから、段切状遺構と関連付けて考えていく方

がよいと思われる。今後の調査によって溝跡と段切状遺構との関連性が明らかになっていくと思われる。� 

3期:造成工事後の時期(中世:16世紀中頃)� 
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第 5章 調査のまとめ

当該期に該当する遺構は地下式坑である 423Dである o 423Dからは 16世紀中頃と位置付けられる常

滑系の裡鉢(図版 18-1-1)が出土している。 

4期:造成工事後の時期(近世:18世紀中頃~後半)

当該期に該当する遺構は井戸跡である 14Wである。 14Wは 17Mを切っており、 2b期以降と考えら

れる。 14Wの出土遺物が 18世紀中頃~後半に位置付けられる瀬戸 ・美濃系碗(図版 18-2-1)、唐

津系の刷毛目碗(図版 18-2-2)であり、切り合い関係とも矛盾しない。本時期は、本地点の最新

の資料となり、造成工事後の土地利用の中で把握することができる。

以上、出土遺物の年代や遺構の切り合い関係から、 遺構の変遷を整理した。ただし、出土遺物がな

く、時期不明の遺構が多数ある乙とは事実である。乙れらの遺構もどこかの時期に属するものであり、

今後、中野遺跡の中近世における土地利用の在り方そ解明してく手立てとなっていくと考えられる。 

[註]

註 l 中世以降の遺物については、今回、朝霞市教育委員会の野沢 均氏に鑑定をいただいた。 同時に今回検出された辺構に

ついての所見をいただいたため、ととで述べる事項の基本は野沢氏のご教授に基づくものである。

討:2 城山遺跡第 l地点の報告では、 VII期を 7世紀第 2四半世紀と位置付けていたが、 現在、 筆者は 100年を初頭 ・前葉 ・中

葉 ・後葉 ・末葉の 5段階に区分するととで若干の変更があり、およそ 7世紀中葉 と把握している
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集56木市の文化財第;志査報告書文化財発掘調埋蔵地点179第遺跡原大塚西2014 r尾形則敏・大久保聡・二瓶秀幸他 ~ 埼玉

県士、木市

小倉 均・柳田博之他 2001a r大古里遺跡発掘調査報告書(第 20地点)J浦和市遺跡調査会報告書第 300集 浦和市遺跡調査会 

2001b r大古里遺跡発掘調金報告書(第 24地点)J浦和市遺跡調査会報告書第 301集 浦和市遺跡調査会

佐々木保俊・ 尾形則敏他 1988 r城山遺跡発掘調査報告書」志木市遺跡調査会調査報告第 4集 埼玉県志木市遺跡調査会

佐々木保俊・内野美津江・ 宮川幸佳 2009 [F西原大塚遺跡、 I~皿 西原特定土地区画整理事業に伴う発掘調査報告書』志木市

遺跡調査会調査報告第 13集 埼玉県志木市西原特定七地区画整理組合 埼玉県志木

市遺跡調査会

クラブ学古平安学園考1~陶邑古窯跡群 111966白辺昭三
 

徳留彰紀・ 尾形則敏・ 青木 修 2017 Il'市場裏遺跡第 23地点城山遺跡第 87地点西原大塚遺跡第 207地点 中野遺跡第 95


地点埋蔵文化財発掘調査報告書』志木市の文化財第 68集
 

-108-



[付編]

自然 科学分析 






I中野遺跡第� 102地点出土炭化材の放射性炭素年代測定� 

パレオ・ラボAMS年代測定グループ

伊藤 茂・佐藤正教・贋田正史・山形秀樹・� ZaurLomtatidze・黒沼保子

1.はじめに

志木市の中野遺跡第� 102地点から出土した試料について、加速器質量分析法� (AMS法)による放射

性炭素年代測定を行った。同じ試料を用いて樹種同定も行われている(樹種同定の報告参照〉。� 

2.試料と方法

測定試料の情報、調製データは第21表のとおりである。火葬土坑である� 268号土坑から出土した炭

化材� l点である。樹種はエノキ属であった。直径4.8cmの丸木で、最終形成年輪が残存していた。調査

所見では、時期は中世と推測されている。

試料は調製後、加速器質量分析計(ノミレオ・ラボ、コンパクト� AMS: NEC製� 1.5SDH)を用いて測定

した。得られた� 14C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、� 14C年代、暦年代を算出した。

測定番号� 遺跡データ 試料データ 前処理

遺構:268号土坑 種類� :炭化材(エノキ属) 超音波洗浄
試料No炭9 試料の性状:最終形成年輪 有機溶剤処理:アセトン

PLD-36978 
その他:丸木� (直径48cm) 状態:� dry 酸 ・アルカリ・酸洗浄(塩酸:� 1.2N，水酸化ナ

トリウム:ION，塩酸� : 12N) 

第21表測定試料および処理

3.結果

第22表に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比(0 13C)、同位体分別効果の補正を行って

暦年車交正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示し

た14C年代、第55図に暦年車交正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下� l桁を丸めていない

値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載したO 

14C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である o 14C年代� (yrBP)の算出には、� 14C


の半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。また、付記した� 14C年代誤差(::t10) は、測定の


統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の� 14C年代がその� 14C年代誤差内に入る確率が68.2%


であることを示す。


なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の� 14C濃度が一定で半減期が� 5568年として算出された� 14C年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の� 14C濃度の変動、および半減期の違い� (14Cの半減期� 

5730士40年)を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。� 

14C年代の暦年較正には� OxCa14.3(較正曲線データ:IntCal13)を使用した。なお、� 10暦年代範囲

は、� OxCalの確率法を使用して算出された� 14C年代誤差に相当する� 68.2%信頼限界の暦年代範囲であり、



中野遺跡第� 102地点出土炭化材の放射性炭素年代測定

同様に� 20暦年代範囲は� 95.4%信頼限界の暦年代範囲である。 カッコ内の百分率の値は、 その範囲内

に暦年代が入る確率を意味する。� グラフ中の縦軸上の曲線は� 14C年代の確率分布を示し、 二重曲線は暦

年車交正曲線を示す。

487土� 15 

測定番号� 
d l t年代 1lC年代を暦年代に較正した年代範限| 

(%0 ) かrBP土� lσ) lσ婚年代範聞� 20暦年代範聞� 

l-:t 

PLD-36978 28.00土0.13
 485i:15 
1423-1438 cal AD 1416-1443 cal AD 

試料� No}契9 (68.2%) (95.4%) 


第� 22表� 放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

4. 考察

火葬土坑である� 268号上坑から出土した炭化材(試料� No炭9: PLD-36978) の年代測定を行った結


果、 2σ暦年代範囲(確率� 95.4%) で� 1416-1443cal AD (95.4%)であった。 これは� 15世紀前半~中


頃で、 室町時代の暦年代に相当する� したがって、推定時期の中世に対して整合的な年代であった。
O

木材は最終形成年輪部分を測定すると枯死もしくは伐採年代が得られるが、内側の年輪を測定すると� 

内側であるほど古い年代が得られる (古木効果)。今回の試料は、 最終形成年輪が残存しており、得ら

れた最終形成年輪の年代は、木材が伐採もしくは枯死した年代を示していると考えられる。

[参考文献] 

Bronk Ramsey，C 2009 ayesian Analysis of Radiocarbon dates. Radiocarbon，51 (1) Jl 337-360 


中村俊夫� (2000) r日本先吏時代の� 14C年代� J 放射性炭素年代測定法の基礎� 日本先史時代の� 14C年代編集委員会編� Jl3-20 


日本第四紀学会


Reimer，P.].，Bard，E.，Bayliss，A.，Beck，].W.，Blackwell， P.G.，Bronk Ramsey， c.， Buck，C.E.，Cheng，H.，Edwards，R.L.， Frledrlch， 


，Heaton， c.， Hatte1.，，Hajdas，H.，Haf]idason，P.T.，Guilderson，P.M.，Grootes‘，M T.].， Ho汀mann，D.L.， Hogg， A. G.，Hughen， 

K.A.，Kaiser，1く.F.，1くromer，B.，Manning，S.W.，Niu，M.，Reimer，R.W.，Richards，D.A.，Scott，E.M.，Southon，].R.，Staff， 

R.A.， Turney，C.S.M.， 000，(2013) IntCal13 and Marine 13 Radiocarbon Age Calibration Curves 0-50 ].t，and van der Plich 

Years cal BP. Radiocarbon，55 (4)，1869-1887 


017); r:5: IntCal13 atmospheric curve {Reimer et al 2013 
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第� 55図 暦年車交正結果
 

- 112-



E 中野遺跡第� 102地点出土炭化材の樹種同定

黒沼保子 (ノミレオ・ラボ) 

1.はじめに

志木市の中野遺跡第� 102地点から出土した炭化材の樹種同定走行った。なお、一部の試料を用いて

放射性炭素年代測定も行われている(放射性炭素年代測定の項参照)。� 

2.試料と方法

試料は、火葬土坑である� 268号土坑から出土した炭化材� 71点である。遺構の時期は中世と推測され

ている。なお、年代測定の結果は、 室町時代に相当する暦年代範囲を示した。

樹種同定に先立ち、肉眼観察と実体顕微鏡観察による形状の確認と、残存年輪数および残存径の!汁測

を行った。その後、カミソリまたは手で3断面(横断面 ・接線断面・放射断面)を劃り出し、試料台に

試料を両面テープで固定した。 次に、イオンスパッタで金コーティ ングを施し、走査 ~電子顕微鏡 

(KEYENCE社製� VHX-D510)を用いて樹種の同定と写真撮影を行った。� 

3.結果

樹種同定の結果、広葉樹のエノキ属と、 単子葉類のタケ亜科とマダケが確認された。結果の一覧を第� 

23表に示す。

以下に、同定根拠となった木材組織の特徴そ記載し、走査型電子顕微鏡写真そ図版に示す。

(1)エノキ属 Celtis アサ科 図版21 1a-1c(炭3)、2a-2c(炭6)

大型の道管が年輪のはじめに配列し、晩材部では径を減じた薄壁の小道管が集団をなして接線から斜

めに配列する環孔材である。軸方向柔組織は周囲状~翼状となる。道管の穿孔は単一である。小道管の

内壁にらせん肥厚がみられる。 放射組織は 3~8列幅の異性で鞘細胞がある 。 接線断面において放射組

織と軸方向柔組織が層界状に配列する。

エノキ属は熱帯分布から温帯する落葉性の小高木から高木で、エゾ、エノキやエノキなど� 4種がある O

材は比較的硬いが、強度や耐朽性は低く、狂いが出やすい。� 

(2) タケ亜科� Subfam.Bαmbusoideαe イネ科 図版21 3a (炭8)

柔細胞と維管東で構成される単子葉類で、維管東は柔細胞中に散在する。維管束は一対の道官とそれ

と直行する原生木部間隙と師部で形成され、その周囲を厚膜組織からなる維管東鞘が取り囲む。

タケ・ササの仲間で日本では� 12属が含まれるが、稗の組織のみから属や種を識別するのは難しい。

割裂性が非常に大きし10 

(3)マダケ� Phyllostαchysreticulatα(Rupr.)K.Koch 稗イネ科図版21 4 (炭 51)

肉眼観察で、揮の節は 2 環状で下側の輪が鋭く、上側は緩く膨出している。 直径は 2.5~4.8cmで、ある O 

4.考察

火葬土坑である� 268号土坑から出土した炭化材は、エノキ属とタケ亜科(マダケを含む)が確認さ

一� 113-
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れた。エノキ属は、 直径0.7cm"--'4.8cmの丸木と、半径1.8"--'53cmのみかん割り、その他破片や形状.

不明が見られた。タケ亜科は幅 1.0"--'2.0cmの割れた稗の他に、 直径2. .0cmの丸稗で節が残存し5"--'3

ており、マダケまで識別できた試料もあった。火葬土坑から出土しているため、燃料材や遺体の運搬や

安置する台などとして使用されたと推測される O

中野遺跡第95地点でも、火葬土坑出土の炭化材はエノキ属が多く、そのほかにクリとタケ亜科が確

認されている(黒沼� 2017)。今回の分析ではクリは確認されなかったが、エノキ属を多用する傾向は

一致しているO

[ヲ|用・参考文献]

平井信二� 1996 !i木の大百科JJ394p 朝倉書届

伊東隆夫 ・山田昌久編� 2012 Ir木の考古学一出土木製品用材データベース一.]449p 海青社

黒沼保子� 2017 IN 中野遺跡第� 95地点出土炭化材の樹種同定J Ir市場裏遺跡第� 23地点 城山遺跡第� 87地点 西原大壕遺跡

第� 207地点 中野遺跡第95地点 埋蔵文化財発掘調査報告書』志木市の文化財第� 68集埼玉県志木市教育委員会� 

No 樹種 形状 ・部位 残存径
残存

年事i指数� No 樹種 形状・帝rH立 残存径
残存

年輸数

炭� l エノキ属 破片� 20cm 炭� 36 エノキ属 破片� 1.0cm 

炭� 2 エノキ属 融片� 1.8crn 炭� 37 エノキ属� )Vf: 直径0.8cm 2 

炭3 エノキ属 みかん割り 半径5.3cm 5 炭� 38 エノキ屈 みかん割り 半徒� 3.2cm 5 

使4 エノキ脂 みかん害[/り 半得4.3cm 4 炭� 39 エノキ属 半割 直径� 4.5cm 4 

炭5 エノキ艦 破片� 1.5cm 

炭� 6 エノキ属 みかん割 り 半径4.5cm 4 

炭� 40 エノキ属 丸木 直径2.5cm 4 

炭� 41 エノキ属 丸木 直径2.2cm 4 

炭� 42 エノキjぷ 丸木 直径07cm 3 
炭7 エノキ属 みかん割 り?� 1.7cm 

炭� 43 エノキ属 丸木 直径07cm 3 
炭8 タケ眼科 イミ明 幅� l.Ocm

炭� 44 エノキ属 丸木 直径0.9cm 3 
i友9 エノキ属 丸木 拍(1.王4.8cm 4 民45-1 エノキ属 丸木 直径0.7cm 3 
j炭� 10 タケ班梓 不明 幅� 2.0cm 炭� 45-2 タケ亜科 稗(割れ?) 幅� lcm

院� 11 タケ生14 不明 幅� 1.7cm 炭� 46 エノキ属 丸木 直径� 1.4cm 3 

間� 12 エノキ属 破片� 1.5cm 2 炭� 47 エノキ属 みかん剖り 半径2.5cm 3 

炭� 13 タケ亜科 不明 帽� 1.8cm 民� 48 エノキ属 丸木� 18:1韮l.7cm 3 

炭� 14 エノキ属 破片� L.6cm 2 民49 エノキ属 丸木? 直径4.8cm 3 

炭� 15 エノキ属 丸木� 1.3cm 3 炭� 50 エノキ属� h* 直径� 2.2cm 4 

炭� 16-1 エノキ属 丸木� 1.4r.m 3 

炭� 16-2 タケ亜科 不明� 11霜l.lcm

炭� 51 マダケ 芦L稗 直径3.0cm

炭� 52 エノキ属 丸木 直径2.0cm 4 

炭� 53 マダケ 丸稗 直t毛3.0cm
炭� 17 エノキ属 丸木 直径� 2.5cm 4 

炭� 54 エノキ属� 1LA¥ 直径2.0cm 4 
炭� 18 エノキ属 丸木 直符2.5cm 4 

炭� 55 エノキ属 丸木 直径� 2.2cm 4 
炭� 19 エノキ属 丸木� ? 直径2.3cm 3 炭� 56 エノキ属 丸木 直径l.lcm 2 
炭� 20 エノキ属 みかん割 り? 半径2.5cm 4 炭� 57 エノキ属 丸木 直径O.7cm 3 

炭� 21 エノキ属 丸木 南:径� 3.0cm 4 炭� 58 マダケ 九稗 直荏2.5cm

炭� 22 エノキ属 破片� 1.5cm 炭� 59 タケ亜科 不明� 0.7 x 0.3cm 

j炭23 エノキ属 丸木 直徒� 1.5cm 4 炭� 60 エノキ胤 丸木 監[徒 1.3cm 3 

炭� 24 エノキ属 みかん割り 半径3.7cm 3 炭� 61 エノキ属 みかん割り? 半徒3.0cm 4 

炭� 25 エノキ属 みかん割り 半径� 1.8cm 3 

炭� 26 エノキ属 みかん割り 半径� 1.8cm 3 

炭27 エノキ屑 丸木 直径 1.7仁m 4 

炭� 62 エノキ属 丸木 直径� 1.7cm 3 

炭63 エノキj属 丸木 直径� 1.7cm 3 

炭� 64 エノキ属 丸木 直径� l.4cm 4 

炭� 65 マダケ 不明� 2.2 x 0.3cm 
炭� 28 タケ亜本| 丸稗 直径2.0cm

炭� 66 マダケ 丸稗? 直径2.6cm
炭� 29 エノキ同 百j材� 4.5cm 2 

炭67 エノキ属 弓、日月� 2.5 x 1.5cm 
0t30 エノキ属 丸木 直径� 4.5cm 3 炭� 68 エノキ属 みかん割 り 半径� 3.2cm 3 
炭� 31 エノキ属 破片� l.5cm 炭� 69 エノキ属 不明 不明� 4? 

使32 エノキ属 破片� 2.5cm 2 炭� 70 エノキ属 不明� 2.0cm? 2 

炭� 33 エノキ属 破片� 4.0cm 3 エノキ屑 丸木 直徒 1. 0 ~ 2.0c m 3 

炭� 34 エノキ屑� 1波片� 4.0cm 3 一括 宮[J材 半径� 3.0cm 3 

炭� 35 エノキ胤 破片� l.2cm タケ亜科 稗(常[Jれ� ?) |幅 0.5~ 1.0cm 

第23表樹種同定結果一覧
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E 中野遺跡第� 102地点268号士坑から出土した人骨

中村賢太郎(ノミレオ ・ラボ)� 

1.はじめに


中世の火葬土坑から出土した人骨について報告する
O 

2. 試料と方法

試料は中世の火葬士坑とされる� 268号土坑か ら出七した人骨である。人骨は� 24袋� c1~20、一括 l

ミ両~斗~占仁「J21• 自j¥(立 左右 部分 数詞 備考

骨� l 凶肢'門・? 不明 破片 焼、収縮、亀裂

骨2 四月支'白 不明 破片 焼、収縮、亀裂� 

{fj'3 問自主件 ィ、H月 破片 焼、収納、白裂

骨4 IJlI散骨 不明 破片 焼、!収縮、亀裂

f=寸1'5 不明 不明 破片� 5 焼、収縮、亀裂

~'肖 つ 不明 岐片 焼、llX縮、亀裂

骨6 大腿骨 不明 大l陸骨顕 焼、収縮、亀裂

不明 不明 破片� b 焼、IN縮、亀裂� 

~n 四n主骨 不明 前j十 フ 班、収縮、亀裂

白'8 円11雪廿 子11月 破片 焼、収縮、品製
一

日支片 焼、収縮、亀裂
骨9

四月支件 不明� 3 

不明 不明 !被片 16 焼、収縮、亀裂

情� 10 四月支丹 不明 般)J
1 3 焼、収縮、色裂

村� j1 同月支骨 イミ日月� {直片 焼、 1 1~~1~ 、 島裂 

'1当12 I )q~支子l' 不明 破片 焼、収縮、母裂� 

'Ff13 四fI支丹 不明 {波片 焼、収縮、亀裂

骨� 1'1 出111支骨 イζf:lfJ 岐片� 2 焼、収縮、亀裂

骨� 15 大l陸骨 不明 骨幹 焼、113<縮、亀裂
ー� 

'ft116 同肢梧 不HR 恒-件 続、収縮、亀裂

宵� 17 不明 不附 肢片� 3 焼、収縮、亀裂� 

fZ1・18 四)肢骨 ，fnJ=1 [d~片 フ 娘、!I買縮、亀裂� 

4肖19 腔情 釘� i主{1ift，出 培、ll3<縮、亀裂

骨� 20
大腿骨 左� i卓位端 焼、収縮、亀裂

不明 不明 破片 多数 焼、収縮、亀裂

焼、収納、亀裂
骨一指� Noj 

四Iì~ßl目 不明 破片 多数

不倒 不明 !岐片 多数 焼、l/更縮、亀裂

頭蓋骨 自主片 多数 焼、収縮、地裂

維骨 !被片 若手数 焼、収縮、亀裂

-ー~' -j舌 No 2 凹月五符 不明 破片 多政 焼、収縮、亀裂� 

1十セ日二J同，. 不明� j~ J~ 焼、11)(紬、iμ裂
一

不i射 不明 敵戸l 多数 境、収縮、亀裂

頭蓋骨 破片 多数 焼、 1I~縮、 亀裂 

jて!っ樹� (上下不明) 不明 破片� tfl. 

官・ -:f百NO.3
歯 不明 肢片� 3 焼

十佐骨 破片 多数 焼、収縮、吊裂

同月支骨 不明 般片 多数 焼、Ux縮、亀裂

不明 イミ町l 破片 多数 堤、収縮、亀裂

頭蓋骨� l岐ドi 多数 焼、収縮、亀裂
ト一一

焼、収縮、亀裂f(f告 (政片 多数

担一括No.4 戸m支'~! 干明� i政片 多数 焼、収縮、む裂� 

J軒両 不明 倣H 柄、収縮、亀裂

ィ、明 不明 破片 多数 焼、収縮、亀裂

第� 24表� 268号土坑の人骨� 
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268号土坑から出土した人骨点、地102中野遺跡第  川

~ 4) に分けて整理されていた。観察は肉眼で、行い、部位と特徴を記載した O 

3.結果と考察

試料は全てヒ トの骨である。いずれも白くなるまでよく焼けており、収縮による亀裂が見られた。焼

け方の特徴から、肉など軟質部が付着した状態で高温さらされたと考えられる。つまり、ヒト遺体が火

葬されたと考えられる。同定された部位は、頭蓋骨、歯、椎骨、四肢骨 (大腿骨、腔骨など〉である O

ほぼ全身が見られるが、頭蓋骨片が l体分とするに少なく下顎骨や上肢が見られない点などから、 骨の

一部は火葬後に 268号土坑の外ヘ持ち出された可能性がある O 性別と年齢は不明である。 
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268号土坑の人骨

1.頭蓋骨(骨一括No.2) 2.上下左右不明大臼歯(骨一括No.2) 3.左右不明大腿骨(骨 15)
 

4.左大腿骨(骨20) 5.右腔骨(骨20) 6.指骨(骨一括No.2)
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調査期間

調査面積� (rrD
調査原岡

所収辺跡、名 庁I 千F 計担 市町村 遺跡番号� ( 0 ，") ( 0 ，") (全体面積� ) 
-ι 一� 

l白ιし原けら大おむつ塚カ、遺ハ跡 土来市草刈� 35
0 139。� 20170704 

635.00
11228 09-007 49' 33' ~ 分譲住宅建設� 

(第 213地点� ) 3丁目� 7359・7360 28" 46" 20170826 
(923.00) 

中野遺レ跡せ宮
志 木 市中� IlIliJ 35。� 139。� 20171002 

180.82 
分議住宅建設� 

1丁目� 1489-5・6 11228 09-002 50' 34' ~ 
(895.00) 

及び道路新設� 
(第� 102地点� )

の一部� 
02" 26" 20171206 工事

中野遺跡 志 木 市 柏町�  
35

0 

139
0 

20180219 
18.45

11228 09-002 50' 34' ~ 分譲住宅理設� 
(第� 104地点� ) 1丁目� 1484-39の一部� 04" 25" 20180220 

(5804) 

所収遺跡名 種 目IJ 主 な 時 代 主 な 遺構 主 な 遺 物 特 記 事 頃

中世以降 土坑� 12基 陶磁器 ・上器 ・右製品 ・鉄� j宰� 757 Dか ら見込み

地下式坑� 4基 陶結 ・石製品 ・鉄製品 ・員類 に「玉 取� 1師ヂ文� J
西原大塚遺跡� 

(第� 213地点� )
集落跡 井戸跡� l基 陶磁需 ・土器 ・石製品 ・板碑 が描かれた中国製

板稗埋納� l基 板叫 磁器�  l点が出土 し

ピット� 6本 陶持 ・土器 ・石製品 た。

縄文時代 士坑� l基� 268 Dの� l基 は火

ピット� 2本 上器 葬土坑、� 261-423・
凸墳時代後期 住居跡� H汗 上師探 ・土製品� 424・429 D の 4基

中世以降 土坑� 33基 は地下式坑であっ
中野遺跡

集落跡
火葬土坑� l基 鉄製品 ・人骨片・炭化材� tL.o 

(第� 102地点〉 地 下式坑� 4基 陶器 ・よ器 ・石製品

井戸跡� l基 陶器 ・瓦

溝跡� l本 陶器 ・石製品

段切状遺構

ピット� 101本

中野遺跡
中世以降 上坑� 2基� 

(第� 104地点� )
集落跡 地下室� l基

要 約

西原大塚遺跡、は、縄文時代中期の環状集落や弥生時代後期から古墳時代前期の集落跡を主体とする遺跡である。 今回の第� 

213地点では、中世以降の土坑� 12基 ・地下式坑� 4基 ・井戸跡� l基 ・板碑埋納遺構� l基 ・ピット� 6本が検出された。

中野遺跡、は、 旧石器時代、 縄文時代、弥生時代後期、古墳時代前期� ~後期、奈良 ・平安時代、中世以降の集落跡である。 今

回は、第� 102地点・第� 104地点、の2地点の報告であるが、まず、 第� 102地点では、 縄文時代の土坑� l基 ・ピッ ト� 2本、古墳時

代後期の住居跡� l軒、中世以降の土坑� 33基 ・火葬士坑� l基 ・地下式坑� 4基 ・井戸跡� l基 ・溝跡� l本・ 段切状遺構などが検出さ

れた。第� 104地点では中世以降の土坑� 2基、地下室� l基が検出された。
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